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採
蓮
の
い
わ
れ

蓮
は
古
来
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い
。
そ
の

花
は
清
浄
無
垢
﹆
ま
た
枯
れ
て
は
寂
寥
の
情
を
も
た
ら
す
。

千
葉
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り
﹆奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
︵
は
す
い
け
︶

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁
華
街

に
位
置
す
る
。
音
通
す
るsiren

は
美
声
を
し
て
船
乗
り
を
誘

惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る
。
蓮
を
採

る
が
如
く
古
今
の
美
を
紡
ぎ
﹆
妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す
る
芸

術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た
。千

葉
市
美
術
館
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The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of 

Art is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond (Hasu-ike) in ancient 

times. Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their 

destruction. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both 

present and ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren.

Chiba City Museum of Art

The Implication of “Siren”
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増
上
寺
蔵
・
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
と
の
出
会
い
と
、
そ
の
後

河
　
合
　
正
　
朝

一

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
の
貴
重
書
室
で
、
浅
野
秀
剛
さ
ん
と
同
館
所

蔵
の
主
と
し
て
版
本
類
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
時
、
日
本
図
書
担
当
の
司
書
で
あ
る
矢
部
直

美
さ
ん
か
ら
、
二
秩
に
納
め
た
一
三
冊
か
ら
な
る
『
縮
図
』
と
題
さ
れ
る
絵
画
資
料
を
示
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
題
簽
に
「
雑
体
画
譜
」（
人
物　

A
V

I 35/6022

）（
挿
図
1
）と
あ
る
一
冊
の

頁
を
繰
っ
て
行
く
と
、
そ
の
な
か
の
一
頁
に
、「
弘
化
四
丁
未
夏
四
月
穀
旦　

顕
幽
斎
源
一

信
謹
画
」
と
書
き
込
み
の
あ
る
の
が
目
に
止
ま
っ
た
。
同
じ
頁
に
は
、「
箱
館　

北
嶺
江
貫

謹
筆
」、「
天
明
七
年
丁
未
夏
五
月
大
穀
旦　

屠
龍
翁
高
嵩
谷
藤
原
一
雄
敬
画
」、「
高
印
嵩

谷
」
な
ど
と
も
記
さ
れ
て
い
る（
挿
図
2
）。
更
に
、
次
の
頁
に
は
「
享
和
三
年
癸
亥
秋
七
月

穀
旦　

高
嵩
渓
藤
原
信
宜
図
」
と
あ
り
、
そ
こ
に
は
簡
略
な
図（
縮
図
）も
描
き
添
え
ら
れ
て

い
た（
挿
図
3
）。

　

こ
れ
は
、
浅
草
・
浅
草
寺
観
音
堂
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
大
絵
馬
に
つ
い
て
の
記
録
で（
注
１
）、

こ
の
縮
図
帖
の
画
家
・
成
川
素
明（
挿
図
4
）が
、
現
在
も
浅
草
寺
に
遺
る
、
入
江
北
嶺
筆

「
予
譲
刺
衣
」、
高
嵩
谷
筆
「
源
三
位
頼
政
の
鵺
退
治
」、
高
嵩
渓
筆
「
猩
々
舞
」
な
ど
と
と

も
に
、
以
下
に
述
べ
る
顕
幽
齊
一
信（
一
八
一
六
―
六
三
）の
描
く
「
牛
若
丸
と
弁
慶
」
の
大

図
1　

成
川
素
明
筆
『
雑
体
画
譜
』（
人
物
）

　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
2　

成
川
素
明
筆
『
雑
体
画
譜
』（
人
物
）

　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
3　

成
川
素
明
筆
『
雑
体
画
譜
』（
人
物
）

　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
4

｜

1　

成
川
素
明
印
章
『
雑
体
画
譜
』

　
　
　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
4

｜

2　

成
川
素
明
筆
「
山
水
図
」『
雑
体
画
譜
』

　
　
　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵
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絵
馬
を
見
て
、
そ
の
款
記
を
書
き
留
め
た
も
の
な
の
で
あ
る（
注
2
）。
一
信
ら
の
大
絵
馬
は
、

観
音
堂
参
詣
の
大
衆
に
親
し
ま
れ
た
、
お
そ
ら
く
当
時
評
判
の
絵
馬
で
あ
り
、
幕
末
・
明
治

初
期
に
活
躍
し
た
、
成
川
素
明（
一
八
四
〇
―
五
〇
年
こ
ろ
に
活
動
）の
よ
う
な
、
同
時
期
の

画
家
た
ち
に
も
注
目
さ
れ
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る（
注
３
）。

　

京
都
五
条
橋
で
の
牛
若
丸（
源
義
経
）と
弁
慶
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
絵
馬
に
描
い
た
顕
幽
斎
一

信
は
、
図
中
に
あ
る
「
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）四
月
」
の
年
紀
か
ら
、
そ
の
時
三
二
歳
。
絵

馬
は
、
こ
の
絵
師
の
、
現
在
制
作
年
代
の
明
ら
か
な
こ
と
を
確
認
出
来
る
最
も
早
い
時
期
に

属
す
る
作
品
と
見
做
さ
れ
、
後
出
の
諸
資
料
に
徴
し
て
も
、
絵
師
と
し
て
一
信
は
、
た
ぶ
ん

こ
の
こ
ろ
か
ら
本
確
的
な
歩
み
を
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○

　

顕
幽
斎
逸
見
一
信
は
、
近
年
俄
か
に
識
者
の
注
目
を
集
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
江
戸
時
代

末
期
の
絵
師
で
、
い
ま
そ
の
代
表
作
と
し
て
大
方
の
認
め
る
港
区
・
増
上
寺
蔵
の
「
五
百
羅

漢
図
」
一
〇
〇
幅
が
、
二
〇
一
一
年
四
月
に
江
戸
東
京
博
物
館
で
特
別
展
示
さ
れ
る
に
至
っ

て
、
さ
ら
に
多
く
の
関
心
が
寄
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
注
４
）。
わ
た
し
が
一
信
筆
の
「
五
百

羅
漢
図
」
や
前
術
の
「
牛
若
丸
と
弁
慶
」
な
ど
の
作
品
と
出
会
っ
た
の
は
、
後
に
触
れ
る
よ

う
に
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
、
す
で
に
三
〇
数
年
の
歳
月
が
経
っ
て
い
る
。
そ
の

一
信
の
作
品
に
よ
う
や
く
世
人
の
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
な
か

で
、
遠
く
北
欧
の
地
オ
ス
ロ
で
、
一
信
の
作
品
に
関
わ
る
記
録
に
偶
然
に
も
出
会
っ
た
の

は
、
ま
こ
と
に
奇
し
き
因
縁
か
と
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
た
。

　

一
信
は
、
狩
野
派
に
学
ん
だ
絵
師
で
、
江
戸
・
本
所（
現
在
の
墨
田
区
立
川
付
近
）に
生
ま

れ
た
と
さ
れ
、
幼
く
し
て
画
を
好
み
、
長
じ
て
画
を
描
く
こ
と
を
業
と
し
、
主
と
し
て
仏

画
、
と
り
わ
け
羅
漢
図
に
特
徴
の
あ
る
作
品
を
残
し
て
い
る
。
相
模
国
・
大
山
石
尊
の
御
師

の
出
身
と
伝
え
る
逸
見
舎
人
の
娘
・
や
す（
出
家
の
後
、
妙
安
と
称
す
）と
結
婚
し
、
逸
見
家

の
人
と
な
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
三
代
堤
等
琳
派
に
属
す
る
絵
師
の
も
と
で
行
っ
て
い
た
、

提
灯
絵
、
幟
絵
、
絵
馬
な
ど
、
絵
画
と
し
て
は
二
義
的
な
、
い
わ
ゆ
る
町
絵
師
の
す
る
手
間

取
り
仕
事
を
続
け
、
住
居
を
神
田
同
朋
町
、
浅
草
茅
町
、
浅
草
福
井
町
、
日
本
橋
横
山
町
な

ど
、
現
在
の
浅
草
橋
周
辺
を
妻
・
や
す
と
と
も
に
転
々
と
し
た
の
ち
、
日
本
橋
小
網
町
か
ら

出
火
、
浅
草
に
お
よ
ん
だ
大
火
で
被
災
、
上
記
の
「
五
百
羅
漢
図
」
を
制
作
す
る
こ
と
に
な

る
増
上
寺
近
く
の
芝
浜
松
町
に
居
を
移
し
た
と
伝
え
る（
注
５
）。

　

ま
た
、
観
音
や
不
動
に
対
す
る
信
仰
が
厚
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り（
注
6
）、
観
音
信
仰

が
、
浅
草
寺
の
観
世
音
に
対
す
る
帰
依
参
拝
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
方
、

一
信
の
住
ん
だ
と
言
う
浅
草
福
井
町
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
線
浅
草
橋
駅
の
辺
り
で
あ
り
、
浅
草

橋
を
渡
っ
た
、
一
時
一
信
が
居
た
と
も
さ
れ
る
日
本
橋
横
山
町
の
近
く
に
は
、
江
戸
三
大
不

動
の
一
つ
で
あ
る
薬
研
堀
不
動
尊
が
あ
る
。
ま
た
、
一
信
在
世
の
こ
ろ
に
は
、
浅
草
寺
境
内

に
荒
澤
不
動
堂
が
あ
り
、
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
に
、
仁
王
門
外
の
大
行
院
に
移
さ
れ
た
と

い
う
成
田
不
動
尊
を
祀
る
成
田
不
動
堂
は
、
い
ま
な
お
同
地（
現
在
は
浅
草
不
動
尊
と
称
す
）

に
現
存
す
る（
注
７
）。
妻
の
や
す
も
不
動
尊
を
信
心
し
、
浅
草
八
幡
境
内
の
不
動
尊
に
三
年
の

願
掛
け
を
し
た
と
も
伝
え
る（
注
８
）。
加
え
て
、
成
田
山
不
動
尊
は
、
江
戸
時
代（
元
禄
一
六

年
か
ら
安
政
三
年
の
間
）に
一
〇
回
を
数
え
る
江
戸
出
開
帳
を
深
川
永
代
八
幡
宮
社
地
で
行

っ
て
い
る
。
一
信
は
そ
う
し
た
不
動
明
王
や
観
音
菩
薩
の
霊
場
に
、
し
ば
し
ば
詣
で
諸
々
の

祈
願
を
し
た
に
相
違
な
く
、
そ
れ
を
機
縁
と
し
て
、
前
述
の
浅
草
寺
観
音
堂
の
絵
馬
や
成
田

山
不
動
堂
仏
後
壁
に
十
六
羅
漢
図
お
よ
び
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
・
四
天
王
・
十
大
弟
子
図
を
、

天
井
に
墨
龍
図
や
天
女
図
な
ど
の
制
作
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
上
述
の
絵
師
・
一
信
が
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
経
緯
や
そ
の
顚
末
を

備
忘
録
風
に
綴
り
、
図
お
よ
び
図
の
筆
者
に
関
す
る
研
究
史
の
一
端
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二

　

一
信
の
作
品
と
の
出
会
い
は
、
一
九
七
八
年
の
夏
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
そ
れ
は
今

か
ら
お
よ
そ
三
〇
数
年
以
前
に
遡
る
。
そ
の
こ
ろ
東
京
都
港
区
で
は
、
文
化
財
保
護
条
例
の
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施
行
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
に
、
昭
和
五
三
年（
一

九
七
八
）の
条
例
施
行
に
先
立
っ
て
区
文
化
財
に
指
定
す
る
に
相
応
し
い
文
化
財
の
選
定
も

進
め
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
区
内
の
名
刹
で
あ
る
増
上
寺
の
碩
学
・
村
上
博
了

先
生
を
お
訪
ね
し
ご
教
示
を
請
い
、
同
寺
の
宝
物
の
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
一
山
の

協
力
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
調
査
の
際
に
、
経
蔵
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
絵
画
の
な

か
に
、
桐
製
五
段
重
ね
の
箱
四
棹（
一
段
に
五
幅
、
一
棹
二
五
幅
ず
つ
）に
納
め
ら
れ
た
一
〇

〇
幅
か
ら
な
る
「
五
百
羅
漢
図
」（
一
幅
に
五
羅
漢
ず
つ
、
百
幅
で
五
百
羅
漢
を
表
す
）が
あ

っ
た
。

　

の
ち
に
「
狩
野
派
の
伝
統
的
な
描
法
に
加
え
、
洋
風
の
陰
影
法
な
ど
、
新
来
の
画
法
を
も

と
り
い
れ
た
江
戸
時
代
末
期
の
貴
重
な
作
例
」
と
し
て
、
文
化
財
保
護
条
例
施
行
の
初
年
度

に
当
た
る
昭
和
五
四
年（
一
九
七
九
）に
港
区
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
、

こ
の
「
五
百
羅
漢
図
」
の
最
初
の
印
象
は
、
ま
ず
、
一
〇
〇
幅
と
い
う
そ
の
量
の
多
さ
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
各
一
幅
に
五
羅
漢
と
囲
繞
す
る
弟
子
、
供
養
者
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
諸

人
物
、
禽
獣
、
草
木
、
堂
宇
な
ど
が
、
自
然
の
景
を
背
景
に
、
濃
厚
な
彩
色
と
精
緻
な
筆
致

に
よ
っ
て
、
じ
つ
に
精
細
に
、
ま
さ
に
執
拗
と
も
思
え
る
ほ
ど
の
描
き
ぶ
り
で
画
面
を
埋
め

尽
く
し
、
観
る
者
に
迫
る
異
様
な
力
を
そ
の
中
に
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

羅
漢
を
主
題
に
、
そ
こ
に
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
、
奇
観
と
称
す
べ
き
世
界

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
応
供
、
応
真
、
真
人
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
る
、
阿
羅
漢（
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
い
う
「
ア
ル
ハ
ッ
ト
」）、
す
な
わ
ち
、
悟
り
を
得
て
、
人
々
の
供
養
尊
敬

を
受
け
る
に
値
す
る
、
超
越
的
、
超
俗
的
な
聖
人
の
姿
で
は
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
難
行

苦
行
を
経
験
し
た
修
行
者
の
姿
と
言
え
、
か
つ
、
仏
に
代
り
、
煩
悩
の
淵
に
た
っ
て
苦
し
む

わ
れ
わ
れ
凡
夫（
衆
生
）の
傍
ら
に
あ
っ
て
、
解
脱（
悟
り
）に
導
く
存
在
で
あ
る
救
済
者
と
し

て
の
羅
漢
の
そ
れ
で
あ
る
。
と
、
同
時
に
、
こ
の
図
の
注
文
者
で
あ
る
増
上
寺
の
学
僧
の
意

を
反
映
し
て
、
浄
土
宗
的
な
意
味
か
ら
の
仏
教
的
解
釈
が
そ
こ
に
は
多
分
に
加
え
ら
れ
、
そ

の
絵
解
が
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
わ
た
し
に
は
思
え
た
。
幕
末
の
江
戸
に
お
け
る
浄
土
宗

の
本
山
で
あ
る
増
上
寺
で
行
わ
れ
る
羅
漢
会
・
羅
漢
供
養
の
本
尊
に
そ
れ
は
、
ま
こ
と
に
相

応
し
い
表
現
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
時
期
の
増
上
寺
に
は
、
の
ち
に
触
れ
る
、
こ
の
増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
の
願
主

で
も
あ
る
源
興
院
の
了
瑩
、
亮
迪
を
は
じ
め
、
大
雲
、
蜜
順
、
徹
定
な
ど
の
学
僧
た
ち
が
お

り
、
源
興
院
は
増
上
寺
の
学
寮
、
す
な
わ
ち
学
僧
た
ち
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
彼

ら
は
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）六
月
の
黒
船
来
航
に
よ
っ
て
人
々
が
、
西
洋
に
対
す
る
関
心

や
そ
れ
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に
あ
っ
た
、
ま
さ
し
く
日
本
が
近
代
を
迎
え
よ
う
と

す
る
そ
の
時
に
、
仏
教
擁
護
の
立
場
に
立
ち
、
時
代
の
要
求
に
応
え
得
る
仏
教
、
な
か
ん
ず

く
浄
土
宗
の
教
え
と
は
何
か
を
、
依
拠
す
る
仏
典
の
研
究
に
よ
っ
て
導
き
出
し
、
こ
れ
を
如

何
に
大
衆
に
示
す
こ
と
が
出
来
る
か
を
論
議
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
五
百
羅
漢
図
の
制
作

を
願
う
一
信
は
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
意
に
従
い
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
、
説
き
聞
か
せ
ら
れ

る
教
え
に
基
づ
き
な
が
ら
、
同
時
に
絵
師
と
し
て
古
典
と
な
る
羅
漢
図
を
は
じ
め
と
す
る
も

ろ
も
ろ
の
手
本
と
す
べ
き
絵
画
に
学
び
倣
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
画
像
と
し
て
い
か
に
具
現
化

す
る
か
に
腐
心
し
た
に
相
違
な
い（
注
9
）。
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
に
は
、
あ
る
種
の
物
語
性
が
込
め

ら
れ
る
と
い
う
、
絵
画
表
現
上
看
過
し
難
い
一
つ
の
特
徴
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
出
来
よ
う
。

従
っ
て
中
国
か
ら
請
来
さ
れ
、
そ
れ
に
学
ん
で
、
鎌
倉
時
代
後
半
か
ら
室
町
時
代
に
、
主
と

し
て
禅
宗
寺
院
の
周
辺
で
制
作
、
礼
拝
さ
れ
た
多
く
の
羅
漢
図
と
は
、
そ
の
性
格
を
異
に
す

る
の
で
あ
る
。

三

　

増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
の
各
幅
に
は
、「
法
眼
一
信
画
」
の
款
記
と
「
法
眼
」「
一
信
」

の
二
印
の
あ
る
も
の
と
「
法
眼
」「
一
信
」
の
二
印
の
み
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
法

眼
一
信
と
は
、
ど
ん
な
画
家
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
五
百
羅
漢
図
」
に
は
、
文
久
三
年（
一
八
六
三
）釈
迦
成
道
の
日（
一
二
月
八
日
）

に
、
翌
四
年
一
月
一
三
日
の
開
眼
供
養
を
控
え
て
、
増
上
寺
の
学
頭（
学
僧
）で
あ
っ
た
大
雲



10

が
撰
述
し
た
『
新
図
五
百
大
阿
羅
漢
記
』（
増
上
寺
蔵
）と
題
す
刊
本
が
付
い
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
図
の
制
作
に
至
る
経
緯
、
図
に
描
か
れ
る
主
題
、
そ
の
内
容
や
意
味
、
画
家
一
信

の
経
歴
な
ど
の
お
お
よ
そ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る（
注
10
）。
同
時
代
の
根
本
史
料
と
言
え
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
信
は
狩
野
素
川
に
学
ん
だ
狩
野
派
の
絵
師
で（
注
11
）、
前
述
の
よ
う
に

浅
草
で
被
災
、
芝
浜
松
町
に
転
居
の
の
ち
、
増
上
寺
の
源
興
院
に
し
ば
し
ば
出
入
り
し（
一

説
に
源
興
院
に
一
時
仮
寓
し
た
と
も
い
う
）、
院
主
の
了
瑩（
同
院
第
十
世
法
譽
上
人
）や
そ

の
跡
を
継
い
だ
亮
迪
と
も
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
了
瑩
は
、
一
信
が
、
江
戸

市
内
に
全
備
す
る
も
の
を
未
だ
見
な
い
五
百
羅
漢
図
一
〇
〇
幅
を
描
い
て
「
信
仰
の
微
善
を

営
む
」、
す
な
わ
ち
、
仏
に
対
す
る
報
恩
の
念
を
示
し
た
い
と
い
う
強
い
願
い
を
聞
き
入
れ
、

そ
の
造
主
と
な
っ
て
、
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）の
春
か
ら
図
の
制
作
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
な

ど
を
伝
え
て
い
る（
注
12
）。

　
「
五
百
羅
漢
図
」
の
成
っ
た
同
じ
文
久
三
年
に
、
増
上
寺
の
学
頭
を
務
め
、
の
ち
知
恩
院

七
五
世
と
な
り
、
浄
土
宗
初
代
管
長
を
つ
と
め
た
学
僧
で
あ
る
養
鸕（
鵜
飼
）徹
定
が
編
述
、

刊
行
し
た
『
羅
漢
図
讃
集
』
に
寄
せ
た
、
増
上
寺
教
頭
の
密
順
の
跋
文
中
に
も
、
一
信
筆

「
五
百
羅
漢
図
」
制
作
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
お
り
、
図
は
描
き
始
め
て
か
ら
一
〇
年
の
歳
月

を
費
や
し
、
一
〇
〇
幅
の
完
備
が
目
指
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
九
六
幅
を
描
き
終
え
た
時

点
で
、
絵
師
は
病
を
得
て
亡
く
な
り
、
残
余
の
図
の
制
作
は
妻
や
弟
子
に
よ
っ
て
引
き
継
が

れ
、
遂
に
そ
の
完
成
を
見
た
こ
と
が
こ
こ
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
〇
幅
の
図
は
、
増

上
寺
の
大
殿
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
開
眼
は
貫
主
闔
山
に
よ
っ
て
修
さ
れ
、
以
後
、
毎
年
の
彼

岸
会
の
中
日
に
羅
漢
供
養
の
法
会
が
行
わ
れ
た
と
い
う（
注
13
）。

　

ほ
か
に
『
源
興
院
過
去
帳
』（
源
興
院
蔵
）な
ど
の
史
料
が
あ
り
、「
妙
安
禅
尼
」
忌
日
の
明

治
三
〇
年
六
月
二
九
日
の
条
に
は
、
源
興
院
の
亮
迪
が
、
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
の
来
歴

等
を
懐
顧
し
つ
つ
、
一
信
の
没
後
、
妻
の
妙
安
が
、
春
秋
二
回
の
羅
漢
供
養
会
の
再
興
に
尽

力
し
た
こ
と
や
増
上
寺
の
境
内
に
羅
漢
堂
を
建
立
し
、
そ
の
供
養
を
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、『
新
東
京
名
所
図
会
』
第
八
編
「
芝
公
園
之
部
下
」
の
羅
漢
堂
の
項
に
は
、
大
雲

撰
の
『
新
図
五
百
大
阿
羅
漢
記
』
と
と
も
に
羅
漢
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
、
源
興
院

の
亮
迪
の
撰
し
た
『
新
図
一
百
幅
五
百
羅
漢
縁
起
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と

堂
内
に
は
、
一
度
に
六
幅
ず
つ
掛
け
ら
れ
、
月
に
一
度
の
掛
替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
羅
漢
堂
は
、
中
断
し
て
い
た
羅
漢
供
養
の
復
活
と
一
信
の
五
百
羅
漢
図
を
「
列
べ

掛
け
る
」
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
、
妙
安
が
私
財
投
じ
、
ま
た
賛
意
を
示
す
人
々
を
募
縁
し

て
、
明
治
一
一
年
八
月
に
建
立
し
た
の
で
あ
る（
注
14
）。

　

以
上
が
、
一
信
の
生
前
に
身
近
に
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
側
近
く
に
あ
っ
た
人
か
ら
の
情

報
を
得
や
す
い
立
場
に
あ
っ
た
者
に
よ
っ
て
、
一
信
没
後
さ
ほ
ど
時
間
を
隔
て
な
い
時
期
に

伝
え
ら
れ
た
一
信
の
伝
歴
で
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
は
一
信
研
究
の
た
め
の
基
本
的
な
史
・
資
料

と
言
え
る
で
あ
ろ
う（
注
15
）。

　

一
方
、
い
ま
も
簡
便
に
使
わ
れ
る
澤
田
章
編
『
日
本
画
家
辞
典
』（
大
学
堂
書
店
、
昭
和
二

年
刊
）に
は
「
カ
ズ
ノ
ブ
逸
見
一
信（
紀
元
二
四
七
六
―
二
五
三
二
）（
西
暦
一
八
一
六
―
一
八

六
三
）通
称
豊
次
郎
、
顕
幽
斎
と
号
す
、
江
戸
の
人
、
狩
野
素
川
に
学
び
、
後
に
狩
野
氏
を

称
す
。
芝
増
上
寺
の
蔵
す
る
五
百
羅
漢
を
安
政
元
年
よ
り
揮
毫
し
、
百
幅
中
、
九
十
幅
を
完

成
し
て
終
に
歿
す
。
時
に
文
久
二
年
九
月
二
十
三
日　

歳
四
十
八
。
法
名
法
雲
院
一
信
居

士
。
芝
公
園
内
鑑
蓮
社
に
葬
る
。
然
る
に
『
狩
野
派
大
観
』
に
芝
増
上
寺
五
百
羅
漢
図
を
昌

運
の
男
、
狩
野
一
信
の
画
く
所
と
し
、
一
信
の
両
者
を
混
同
せ
る
は
非
な
り
」
と
あ
っ
て
、

一
信
伝
に
関
す
る
基
本
情
報
を
伝
え
る
。
な
お
同
書
は
、
別
に
「
狩
野
一
信
」
の
項
を
立

て
、「
昌
運
の
男
な
り
、
筑
州
の
太
守
に
仕
ふ
」、「
實
保（
一
七
四
一
―
四
四
）こ
ろ
の
人
」、

「
江
戸
浅
草
稲
荷
拝
殿
に
三
十
六
歌
仙
の
絵
あ
り
」
と
し
て
別
人
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
に
出
会
っ
た
同
じ
こ
ろ
、
細
野
正
信
編
『
江
戸
狩

野
と
芳
崖
』（『
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ブ
ッ
ク
ス
日
本
の
美
術
52
巻
』
小
学
館
、
昭
和
五
三
年
）が

刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
増
上
寺
本
と
ほ
と
ん
ど
図
様
を
同
じ
く
す
る
が
、
そ
れ
を
縮
小

し
て
二
図
を
一
幅
に
仕
立
て
た
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
五
百
羅
漢
図
五
〇
幅
の
う
ち
の
、
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二
幅
分
四
図
「
十
二
頭
陀
・
節
食
之
部
」、「
同
・
中
後
不
飲
将
水
・
座
食
節
食
」
お
よ
び
「
同
・

家
間
樹
下
」「
同
・
露
地
常
坐
」
が
図
版
と
し
て
載
せ
ら
れ
、
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
の
を
知

っ
た
。
こ
の
解
説
で
は
、
一
信
を
、
深
川
水
場
狩
野
家
の
「
狩
野
梅
笑
一
信
」
で
あ
る
と
さ

れ
た（
注
16
）。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
『
狩
野
派
大
観
』
が
、
一
信
を
「
狩
野
梅
笑
一
信
」
と
す
る

記
述
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
朝
岡
興
禎
の
『
古
画
備
考
』
三
九
「
狩

野
譜
」
に
「
梅
笑
一（
カ
ズ
）信　

学
画
于
伊
川
院
」
と
あ
る
の
を
採
用
し
て
、
深
川
水
場
狩

野
家
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
一
信
で
あ
る
と
混
同
さ
れ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
言
説

に
は
疑
問
と
さ
れ
る
点
も
少
な
く
な
く
俄
か
に
採
用
さ
れ
難
い
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
浅
草
寺
発
行
の
『
金
龍
山
浅
草
寺　

絵
馬
図
録
』（
林
功
解
説
、
昭
和
五
三
年
刊
）

に
は
、
先
述
の
一
信
の
描
い
た
「
牛
若
弁
慶
」
絵
馬
が
の
せ
ら
れ
て
い
た
。
他
方
、
黒
田
清

輝
が
パ
リ
の
美
術
館
で
一
信
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
。
答
え
に
窮
し
、
帰
国
後
、
一
信
の
事
跡

を
調
査
し
、
改
め
て
そ
の
力
量
に
感
嘆
し
た
、
と
い
う
網
野
宥
俊
師
の
記
事
を
、
浅
草
寺
発

行
の
小
冊
子（『
浅
草
寺
』
94
号
、
昭
和
三
六
年
一
一
月
）の
中
に
あ
る
の
を
知
っ
た
。（
注
17
）

　

そ
の
間
に
、
区
教
育
委
員
会
学
芸
員
の
松
本
健
君
と
増
上
寺
を
訪
ね
、
同
寺
の
宝
物
係
で

あ
っ
た
藤
木
雅
清
氏
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
伺
う
な
か
で
、
一
信
の
子
孫
で
あ
る
逸
見
太

郎
氏
が
都
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
早
速
、
逸
見
氏
に（
電
話
で
）連
絡
を
取

り
、
一
信
に
関
す
る
こ
と
を
お
尋
ね
す
る
と
、
逸
見
家
に
は
、
粉
本
、
縮
図
等
の
絵
画
資
料

の
ほ
か
、
根
本
史
料
と
な
り
う
る
文
字
資
料
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、
併
せ
て
、
昭

和
二
〇
年
の
戦
災
に
よ
る
焼
失
時
ま
で
、
逸
見
氏
は
、
増
上
寺
境
内
の
羅
漢
堂
に
住
ん
で
お

ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
を
伺
っ
た
。
逸
見
氏
に
は
あ
ら
た
め
て
資
料
を
拝
見
し
調
査
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
、
快
諾
さ
れ
た
の
で
、
他
日
の
訪
問
を
期
し
た
。
こ
の
時

点
で
、
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
は
、
港
区
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

逸
見
家
所
蔵
の
諸
資
料
の
な
か
に
は
多
数
の
画
稿
、
粉
本
類
の
ほ
か
、『
新
図
五
百
羅
漢

画
軸
寄
付
回
向
記
』（
明
治
二
六
年
三
月
序　

逸
見
家
蔵
）、『
五
百
羅
漢
新
規
御
建
築
御
仕
様

書
』（
明
治
二
六
年
三
月
、」
逸
見
家
蔵
）な
ど
の
貴
重
な
史
・
資
料
も
あ
り
、
一
信
研
究
に
重

要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

指
定
さ
れ
た
「
五
百
羅
漢
図
」
一
〇
〇
幅
は
、
昭
和
五
八
年（
一
九
八
三
）に
開
館
し
た

「
港
区
郷
土
資
料
館
」
で
、
区
内
の
文
化
財
を
公
開
す
る
こ
と
目
的
と
し
て
、
二
週
間
充
て
、

二
幅
ず
つ
、
昭
和
五
八
年
か
ら
六
二
年
ま
で
に
、
百
幅
の
全
て
を
公
開
展
示
す
る
と
と
も

に
、
当
時
区
教
育
委
員
会
の
文
化
財
担
当
の
係
長
で
あ
っ
た
戸
田
栄
之
氏
か
ら
、
折
角
の
機

会
な
の
で
、
区
民
に
対
し
広
く
こ
の
作
品
の
重
要
性
を
説
き
、
区
民
が
「
区
の
文
化
財
に
関

心
を
深
め
る
一
助
に
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
多
く
の
研
究
者
の
皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
調
査
の
報
告
書
を
刊
行
し
て
は
如
何
か
と
い
う
提
案

が
あ
っ
た（
注
18
）。
そ
れ
に
従
っ
て
、
わ
た
し
が
そ
の
責
め
塞
ぐ
こ
と
と
な
り
、
執
筆
、
編
集

の
運
び
と
な
っ
た
。
作
品
が
展
示
さ
れ
、
報
告
書
も
出
版
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
こ
ろ
東
京

国
立
文
化
財
研
究
所
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
鈴
木
廣
之
さ
ん
な
ど
一
部
の
若
い
研
究
者
が
、

幾
分
の
関
心
を
示
さ
れ
、
報
告
書
を
購
入
し
て
く
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
反
響
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
た
だ
岡
部
昌
幸
君（
現
帝
京
大
学
教
授
）に
求
め
ら
れ
、
明
治
美
術
研
究
会
の
席

上
で
、
幕
末
に
洋
風
の
技
法
を
取
り
入
れ
て
仏
画
を
画
い
た
、
狩
野
派
に
属
す
る
特
異
な
、

あ
る
い
は
異
端
的
画
家
と
し
て
一
信
に
関
す
る
報
告
を
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

四

　

報
告
書
作
成
に
と
も
な
い
、
改
め
て
資
料
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
港
区
立
港
郷
土

資
料
館
の
調
査
員
と
し
て
中
嶋
真
弓
さ
ん
が
そ
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、

本
格
的
に
報
告
書
刊
行
に
む
け
て
の
作
業
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
京

都
・
清
凉
寺
に
、
増
上
寺
本
の
著
色
下
絵（
大
下
絵
）の
あ
る
こ
と
や
港
区
内
に
あ
っ
て
、
増

上
寺
と
も
縁
の
深
い
大
円
寺
や
大
松
寺
に
墨
描
き
の
下
絵
が
あ
る
こ
と
を
松
本
健
君
か
ら
の

報
告
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
他
方
、
成
田
山
新
勝
寺
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
、
不
動
堂
天
井
画
お

よ
び
所
蔵
さ
れ
る
「
十
六
羅
漢
図
」
や
「
五
百
羅
漢
下
画
」、「
本
堂
周
囲
彫
物
五
百
羅
漢
尊

御
首
下
図
」
ほ
か
の
調
査
も
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
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こ
れ
ら
の
調
査
に
は
、
郷
土
資
料
館
の
楢
林
八
重
子
さ
ん
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
中
嶋
さ
ん
が
同
資
料
館
を
退
職
し
、
代
り
の
調
査
員
と
し
て
畑
麗

さ
ん
が
採
用
さ
れ
、
畑
さ
ん
の
提
案
で
逸
見
氏
か
ら
資
料
の
寄
託
を
受
け
、
港
郷
土
資
料
館

で
さ
ら
に
資
料
す
べ
て
の
写
真
撮
影
を
含
む
、
詳
細
な
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
簡
単
な
報
告
書
と
し
て
「
逸
見
家
所
蔵
の
絵
画
資
料
に
つ
い
て
」（
港
郷
土
資
料
館
館
報　

三
号
、
昭
和
五
九
年
）を
公
に
し
た（
挿
図
5
）（
注
19
）。

　

そ
れ
よ
り
先
、
昭
和
五
七
年
に
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
会
議
に
出
席
し
て

研
究
発
表
を
行
っ
た
際
に
、
一
信
の
「
羅
漢
図
」
を
紹
介
す
る
と
、
同
席
し
た
真
鍋
俊
照
さ

ん
が
興
味
を
も
た
れ
た
。
帰
国
後
、
真
鍋
さ
ん
が
、
関
係
さ
れ
た
板
橋
区
立
美
術
館
で
開
催

の
「
近
代
の
仏
画
―
修
羅
と
菩
薩
の
間
で
」（
一
九
八
四
年
）に
増
上
寺
本
の
一
信
筆
「
五
百

羅
漢
図
」
が
出
品
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
た
が
、
今
回
、
同
館
の
安
村
敏
信
前
館
長
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
五
〇
幅
本
の
う
ち
の
数
点
が
展
示
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
た
。
板
橋
区
立
美
術
館
に
は
出
陳
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
真
鍋
氏
責
任
編
集
の

『
明
治
・
大
正
・
昭
和
近
仏
画
仏
像
1　

明
治
・
大
正
編
』（
小
学
館
、
昭
和
六
一
年
）に
「
二

一
幅　

六
道　

地
獄
」
と
「
四
五
幅　

十
二
頭
陀　

節
食
之
分
」
が
カ
ラ
ー
図
版
と
し
て
掲

載
さ
れ
、
短
い
解
説
文
を
書
い
た
。

　

そ
の
後
、
安
村
敏
信
氏
が
、
板
橋
区
立
美
術
館
の
江
戸
時
代
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
展
や

特
別
展
に
お
い
て
数
度
に
わ
た
り
展
示
し
て
お
り
、
す
こ
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
一
信
の
名

や
作
品
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

安
村
氏
は
、
同
美
術
館
で
、
一
信
筆
の
表
面
に
「
源
平
合
戦
図
」
裏
面
に
「
龍
虎
図
」
を

描
い
た
六
曲
一
双
の
屏
風
を
、
昭
和
六
〇
年（
一
九
八
五
）に
購
入
し
て
い
る
。「
嘉
永
癸
丑

（
一
八
五
三
）仲
春
穀
旦　

顕
幽
斎
一
信
筆
」
の
款
記
を
持
つ
こ
の
屏
風
の
出
現
で
、
法
橋
や

法
眼
に
叙
任
さ
れ
る
以
前
の
、
比
較
的
若
い
こ
ろ
の
貴
重
な
作
品
の
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
た
。
一
信
は
若
い
こ
ろ
こ
う
し
た
古
典
の
物
語
を
主
題
と
す
る
図
を
描
い
て
い
た
の

だ
。

　

一
信
に
注
目
し
、
近
年
す
な
わ
ち
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
そ
の
造
形
的
価
値
や
芸
術

性
を
高
く
評
価
し
、
江
戸
絵
画
史
上
に
お
け
る
一
信
の
重
要
性
を
喧
伝
し
、
そ
の
位
置
づ
け

努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
安
村
氏
と
山
下
裕
二
氏
の
二
人
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
四
月

の
江
戸
東
京
博
物
館
で
の
「
一
信
筆
五
百
羅
漢
」
展
開
催
の
企
画
監
修
も
両
氏
で
あ
る
。

　

山
下
裕
二
氏
が
、
一
信
の
羅
漢
図
に
注
目
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
秋
に
静
岡
県
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
狩
野
派
の
巨
匠
た
ち
」
展
の
折
だ
と
そ
の
著
書
の
な
か
に
書
い
て
お
ら

れ
る
が
、
そ
の
展
覧
会
に
は
一
信
筆
の
増
上
寺
本
の
う
ち
か
ら
「
十
二
頭
陀
・
節
食
之
分
」

ほ
か
一
〇
図
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
わ
た
し
が
増
上
寺
で
「
五
百
羅
漢
図
」

一
〇
〇
幅
を
調
査
し
た
際
に
、
大
学
院
生
と
し
て
助
手
を
務
め
て
く
れ
た
同
館
学
芸
員
で
あ

っ
た
玉
蟲
玲
子
さ
ん
の
発
議
に
よ
っ
て
の
作
品
選
択
で
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

大
英
博
物
館
、
リ
ン
デ
ン
美
術
館
ベ
ル
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
な
ど
海
外

の
美
術
館
に
一
信
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
ま
で
で
、
わ

た
し
の
一
信
研
究
は
頓
挫
す
る
。
研
究
の
中
止
な
い
し
は
研
究
放
棄
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

五

　

以
降
、
安
村
、
山
下
両
氏
の
主
導
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
一
信
の
積
極
的
な
紹
介
や
研

図
5　

増
上
寺
什
宝　
五
百
羅
漢
下
画　

富
山
県
瑞
泉
寺
蔵
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究
に
よ
る
新
た
な
知
見
の
披
瀝
、
そ
の
美
術
史
上
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
試
み
な
ど
が
な
さ

れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
後
半
以
降
、
一
信
に
対
す
る
関
心
は
、
一
段
の
昂
り

見
せ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

以
下
に
、
そ
の
業
績
を
凡
そ
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。　

　

安
村
敏
信
『
妖
と
艶
―
幕
末
の
情
念
』（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
三
年
）　

　

安
村
敏
信
「
驚
愕
の
仏
画　

狩
野
一
信
筆
五
百
羅
漢
図
観
覧
記
」（『
別
冊
太
陽　

日
本
の

こ
こ
ろ
一
三
一
号　

狩
野
派
決
定
版
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）

　

安
村
敏
信
『
も
っ
と
知
り
た
い
狩
野
派
―
探
幽
と
江
戸
狩
野
派（
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）』（
東
京
美
術
、
二
〇
〇
六
年
）

　

安
村
敏
信
「
幕
末
・
明
治
の
狩
野
派（
江
戸
絵
画
入
門　

驚
く
べ
き
奇
才
た
ち
の
時
代
）」

（『
別
冊
太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ
一
五
〇
号
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）

　

安
村
敏
信
『
江
戸
の
絵
師
』「
暮
ら
し
と
稼
ぎ
」（
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
）

　

板
橋
区
立
美
術
館
『
諸
国
畸
人
伝
』（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
一
〇
）

　

こ
れ
ら
の
論
考
の
な
か
で　

安
村
氏
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
そ
の
没
年
齢

に
、
四
八
歳
と
四
九
歳
の
二
説
が
あ
る
こ
と
に
注
目
、
諸
説
を
検
討
し
て
そ
の
内
か
ら
源
興

院
主
で
一
信
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
亮
迪
に
よ
る
過
去
帳
に
「
文
久
三
亥
年
」「
四
十
八
才

ニ
テ
西
化
ス
」
と
あ
る
こ
と
や
墓
誌
に
「
文
久
三
癸
亥
年
九
月
二
十
二
日
」
と
あ
る
の
を
拠

り
所
と
し
て
、
文
化
一
三
年（
一
八
一
六
）に
生
ま
れ
、
文
久
三
年（
一
八
六
三
）九
月
二
二
日

に
四
八
歳
で
没
し
た
と
さ
れ
た
。
文
化
一
二
年
生
ま
れ
と
し
な
が
ら
、
文
久
三
年
四
八
歳
没

と
す
る
わ
た
し
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
。

　

次
に
そ
の
師
承
関
係
に
つ
い
て
、
安
村
氏
は
、
前
述
し
た
大
雲
撰
の
『
新
図
五
百
大
羅
漢

記
』
以
来
、
一
信
が
狩
野
素
川
に
、
ま
た
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
素
川
章
信（
一
七
六
五
―
一

八
二
六
）に
学
ん
だ
と
す
る
言
説
に
対
し
て
疑
義
を
呈
さ
れ
、
素
川
没
年
の
時
に
一
信
の
年

齢
は
一
一
歳
で
あ
り
、
こ
の
説
の
成
立
に
は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
素
川
を
章
信
よ
り
三

代
あ
と
の
素
川
寿
信（
一
八
二
〇
―
一
九
〇
〇
）を
師
に
位
置
づ
け
こ
と
は
、
十
分
に
検
討
に

値
す
る
今
後
研
究
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
二
二
歳
の
と
き
に
寄
宿
し
た
素
川

は
寿
信
で
あ
っ
た
が
、
素
川
と
し
て
は
寿
信
よ
り
有
名
な
章
信
に
就
い
た
と
、
後
世
の
人
が

考
え
て
「
深
川
扇
橋
」
の
素
川
と
伝
え
た
か
、
ま
た
初
め
章
信
に
就
き
、
そ
の
ま
ま
寿
信
の

代
ま
で
画
塾
に
通
っ
て
い
た
か
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
」、「
し
か
し
、
そ
れ
を
決
定
す
る
資
料

は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
」
と
述
べ
る
。
説
得
力
の
あ
る
指
摘
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
、
わ
た

し
は
、
そ
れ
が
「
後
世
の
人
」
で
は
な
く
、
一
信
自
身
か
ら
出
て
い
る
可
能
性
も
検
討
す
べ

き
だ
と
考
え
る
。
逸
見
家
伝
来
の
い
わ
ゆ
る
「
一
信
関
係
絵
画
資
料
」
の
な
か
に
は
、
章
信

の
絵
画
を
縮
図
に
し
た
も
の
や
章
信
の
款
記
を
絹
片
に
敷
写（
謄
写
）な
い
し
は
臨
模
し
た
も

の
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
仮
に
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
い
わ
ば
私

淑
的
な
意
識
を
も
っ
て
、
よ
り
名
の
知
ら
れ
た
素
川
章
信
を
自
ら
の
師
と
し
て
位
置
づ
け
た

と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
画
系
の
権
威
付
け
の
た
め
に
章
信
を
師
と
す
る
こ

と
を
表
明
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
狩
野
伊
川
院
に
師
事
し

「
深
川
水
場
狩
野
家
を
継
ぎ
、
梅
笑
討
一
信
と
称
し
た
」、
ま
た
「
狩
野
昌
運
の
男
一
信
と
す

る
」
な
ど
の
説
は
無
理
が
あ
る
と
い
え
る
。
安
村
氏
は
、
一
信
を
今
日
通
例
と
し
て
「
狩
野

一
信
」
と
呼
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
現
存
す
る
史
・
資
料
か
ら
の
検
討
を
経
て
、
む
し
ろ

「
逸
見
一
信
」
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
一
信
が
狩
野
を
称
し
た
こ
と
は
否

定
出
来
な
い
も
の
の
、
わ
た
し
も
安
村
氏
の
こ
の
提
案
に
同
調
し
た
い
と
思
う
。

　

安
村
氏
と
わ
た
し
の
見
解
に
相
違
が
あ
る
の
は
、
増
上
寺
本
と
東
博
本
の
制
作
年
代
の
先

後
関
係
で
あ
る
。
安
村
氏
は
、
東
博
本
が
、
一
信
没
後
に
後
継
者
で
あ
る
一
純
な
い
し
は
友

信
が
一
信
の
下
絵
を
も
と
に
制
作
し
た
と
す
る
の
に
対
し
て
、
わ
た
し
は
、
増
上
寺
本
を
描

く
に
当
た
っ
て
、
一
信
自
身
が
、
そ
の
試
み
の
作
、
あ
る
い
は
、
伺
い
下
絵
的
な
性
格
を
持

つ
図
と
し
て
五
〇
幅
を
描
い
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
安
村
氏
も
自
説
を
さ
ら
に
練
り
直

し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
わ
た
し
自
身
も
論
を
深
め
よ
り
具
体
的
な
証
明
と
論
理
性
を
も
つ

考
察
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
現
在
ま
で
の
両
者
の

行
き
着
く
と
こ
ろ
を
記
す
こ
と
に
止
め
た
い
。
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山
下
裕
二
氏
は
、『
変
容
す
る
神
仏
た
ち
―
近
世
宗
教
美
術
の
世
界
』（
渋
谷
区
立
松
涛
美

術
館
、
一
九
九
五
）の
展
覧
会
企
画
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
か
と
思
う
が
、
N
H
K
テ
レ
ビ

の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
も
一
信
を
取
り
上
げ
る
番
組
の
制
作
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら

く
監
修
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

山
下
裕
二
解
説
「
知
ら
れ
ざ
る
超
大
作
の
扉
が
今
ひ
ら
く　

五
百
羅
漢
の
絵
師
・
狩
野
一

信
」（『
芸
術
新
潮
』
二
〇
一
一
年
五
月
号
、
新
潮
社
、
二
〇
一
一
）。「
羅
漢
様
の
デ
ィ
リ
ー

ラ
イ
フ
」「
良
い
子
か
ら
チ
ョ
ィ
不
良（
わ
る
）お
や
じ
ま
で
羅
漢
学
院
た
だ
い
ま
入
学
受
付

中
」「「
羅
漢
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、
六
道
へ
」
な
ど
、
描
か
れ
る
内
容
を
噛
み
砕
き
、
一
信
画
の

魅
力
や
羅
漢
図
の
意
味
を
平
明
に
説
い
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
開
催
の

「
増
上
寺
秘
蔵
の
仏
画　

五
百
羅
漢　

幕
末
の
絵
師　

狩
野
一
信
」
展（
二
〇
一
一
年
）に
平

行
し
て
出
版
さ
れ
た
。

そ
れ
以
前
、
あ
る
い
は
、
そ
の
間
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
一
信
筆
五
百
羅
漢
図
の
展
示
の

あ
っ
た
も
の
を
見
れ
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

　
『
近
代
日
本
画
へ
の
招
待
Ⅰ
―
洋
風
化
へ
の
軌
跡
』（
山
種
美
術
館
、
一
八
八
二
年
）

　
『
近
世
の
絵
画
―
西
か
ら
東
へ
の
風
』（
三
重
県
立
美
術
館
、
一
九
九
二
年
）

　
『
羅
漢
―
そ
の
美
術
と
信
仰
―
』（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
、
一
九
九
四
年
）

　
『
狩
野
派
の
三
百
年
』（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
一
九
九
八
年
）

　

東
京
国
立
博
物
館
『
幕
末
の
妖
し
き
仏
画
―
狩
野
一
信
の
五
百
羅
漢
図
』（
二
〇
〇
六
年
）

は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
狩
野
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
五
〇
幅
の
全
て
を
一
堂
に
展

示
す
る
と
い
う
企
画
展
の
際
に
刊
行
さ
れ
た
図
録
で
あ
り
、
松
嶋
雅
人
氏
が
「
概
説　

狩
野

一
信
の
伝
記
と
そ
の
作
品
」
を
、
沖
松
健
次
郎
氏
が
「
概
説　

東
京
国
立
博
物
館
蔵　

五
百

羅
漢
図
」
と
題
す
る
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。

　

田
口
大
輔
、
竹
内
義
亨
、
篠
原
昭
二
「
狩
野
一
信
筆
「
増
上
寺
五
百
羅
漢
図
」
中
に
描
か

れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
柔
道
整
復
術
固
定
法
の
観
察
」『
柔
道
整
復
術
・
接
骨
医
学
』
第
一
四

巻
四
号（
日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学
会
）（
二
〇
〇
六
）、『
医
学
と
芸
術
』（
森
美
術
館
）（
二
〇

〇
九
）の
二
本
は
、
医
療
関
係
の
研
究
者
が
一
信
図
像
の
羅
漢
表
現
に
注
目
し
た
例
で
あ
り
、

そ
の
関
心
の
広
ま
り
を
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　

佐
々
木
英
理
子
「
狩
野
一
信
筆
「
源
平
合
戦
図
屏
風
と
一
信
の
作
品
に
つ
い
て
」（『
板
橋

区
立
美
術
館
蔵
狩
野
派
全
図
録
』
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
六
）は
、
展
覧
会
図
録
に
寄

せ
た
、
板
橋
区
立
美
術
館
所
蔵
の
前
に
触
れ
た
作
品
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
っ
た
。
佐
々
木

さ
ん
は
、
こ
れ
を
機
に
一
信
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
と
り
わ
け
一
信
の
作
品
に
関
す
る
絵

画
様
式
の
分
析
と
考
察
に
よ
っ
て
従
来
に
見
な
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
佐
々
木
さ
ん
に

は
、
一
信
画
に
見
ら
れ
る
描
法
、
筆
致
な
ど
の
特
徴
を
は
じ
め
作
品
に
就
い
て
の
徹
底
し
た

形
式
分
析（
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ア
ナ
リ
ン
ス
）に
よ
っ
て
、
一
信
の
絵
画
様
式
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
村
・
山
下
監
修
の
『
狩
野
一
信
筆　

五
百
羅
漢
図
』（
小
学

館
）に
は
、「
逸
見
家
資
料
に
つ
い
て
」
を
寄
せ
、
こ
こ
で
は
、
新
出
の
資
料
で
あ
る
一
信
の

『
日
記
』
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
そ
の
作
画
活
動
の
ほ
か
生
活
者
と
し
て
の
こ
の
絵
師
の
一

面
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
点
が
特
記
さ
れ
、
今
後
、『
日
記
』
を
通
し
て
佐
々
木
さ

ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
知
見
や
考
察
の
示
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。　

　

松
嶋
雅
人
「
狩
野
一
信
」（『
日
本
の
美
術
』
五
三
四
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
）は
、

前
に
触
れ
た
東
博
本
の
展
示
の
際
の
研
究
成
果
を
通
し
て
得
た
諸
知
見
に
基
づ
き
一
信
論
を

展
開
す
る
。
こ
こ
で
は
現
在
フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
四
面
の
「
羅
漢

図
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
旧
源
興
院
の
壁
画
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
し
、
兼
子
伴
雨

が
「
増
上
寺
源
興
院
に
あ
っ
た
と
い
う
作
品
が
ド
イ
ツ
に
あ
る
と
い
う
伝
聞
を
廃
し
て
い
る

の
は
、
お
そ
ら
く
正
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
前
に
紹
介
し
た
黒
田
清
輝
の
挿
話
を
、
黒
田
の

日
記
な
ど
で
補
い
報
告
し
た
の
を
初
め
と
し
て
、
多
く
の
新
し
い
情
報
や
知
見
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
海
外
で
、
わ
た
し
も
一
信
画
の
幾
ら
か
を
目
の
当
た
り
に
す
こ
と
も
あ

り
、
他
方
、
一
信
画
に
外
国
人
研
究
者
の
関
心
も
向
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
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は
、
米
国
で
発
表
さ
れ
た
一
信
に
関
す
る
初
め
て
の
ま
と
ま
っ

た
論
考
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
パ
ト
リ
シ
ア
・
グ
ラ
ハ
ム
博
士
は
、
旧
知
の
研
究
者
で
、
長
く
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た

仏
画
に
関
心
を
示
し
、
禅
画
や
黄
檗
系
の
仏
画
に
関
す
る
研
究
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
同
博
士
の
関
係
し
て
い
る
カ
ン
サ
ス
大
学
の
ス
ペ
ン
サ
ー
美
術
館
の
所
蔵
す
る
「
苦
行

釈
迦
像
」
を
紹
介
す
る
の
を
機
会
に
、
一
信
論
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
あ
る
ク
ラ
ー
ク
・
コ
レ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
有

す
る
「
十
六
羅
漢
図
」
一
幅
も
併
せ
て
紹
介
す
る
な
ど
貴
重
な
報
告
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
い
ま
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
「
増
上
寺
秘
蔵
の
仏
画
　
五
百
羅
漢
　
幕
末
の
絵
師
　

狩
野
一
信
」
展
が
開
催
の
運
び
と
な
り
、
こ
の
機
を
得
て
お
け
る
現
状
お
け
る
一
信
研
究
の

決
定
版
と
も
い
え
る
安
村
敏
信
・
山
下
裕
二
監
修
・
小
学
館
編
『
狩
野
一
信
　
五
百
羅
漢
図
』

（
小
学
館
、
二
〇
一
一
）が
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
佐
々
木
英

理
子
さ
ん
が
、
新
し
く
逸
見
家
に
よ
っ
て
公
開
、
提
供
さ
れ
た
新
出
の
資
料
で
あ
る
一
信
の

『
日
記
』
を
紹
介
し
、
一
信
研
究
の
上
で
の
貴
重
な
情
報
を
示
す
と
も
に
、
自
か
ら
多
く
の

知
見
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
今
後
の
一
信
研
究
の
展
開
に
と
っ
て
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
考
え
る
。

　
二
〇
一
二
年
春
に
は
、
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
サ
ッ
ク
ラ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
増
上

寺
本
を
展
示
す
る
展
覧
会
が
開
か
れ
、
米
国
に
お
い
て
も
大
い
に
注
目
さ
れ
、
高
い
評
価
が

与
え
ら
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
開
会
後
数
日
で
図
録
が
完
売
し
た
と
聞
い
た
時
は
、
少
し
ば

か
り
驚
か
さ
れ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
に
続
く
若
い
世
代
の
研
究
者
の
間
に
も
、
山
下
裕
二
氏
が
、
前
の
『
狩
野
一

信
　
五
百
羅
漢
図
』
の
参
考
文
献
一
覧
に
付
記
し
、
夙
に
紹
介
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
佐
久
間

恵
「
狩
野
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」（
明
治
学
院
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
）、
白
木
菜
保
子

「
狩
野
一
信
、
そ
の
画
風
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
」（
山
口
大
学
教
育
学
部
卒
業
論
文
）な
ど
、
一

信
な
い
し
は
そ
の
筆
に
な
る
「
五
百
羅
漢
図
」
に
つ
い
て
研
究
的
な
関
心
を
も
持
つ
人
た
ち

が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
に
、
一
信
研
究
の
将
来
を
期
待
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
か
で
も
白
木

さ
ん
は
、
二
〇
〇
二
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
美
術
研
究
に
関
す
る
国
際
大
学
院
生
会

議
」
で
「
狩
野
一
信
筆
『
五
百
羅
漢
図
』
と
増
上
寺
に
お
け
る
羅
漢
信
仰
」
の
題
目
の
も
と

に
研
究
発
表
を
行
い
、「
増
上
寺
の
学
僧
の
羅
漢
信
仰
を
分
析
し
、
一
信
が
ど
の
よ
う
な
着

想
を
得
て
増
上
寺
本
を
描
く
に
至
っ
た
か
」
に
つ
い
て
論
じ
る
と
い
う
、
魅
力
的
な
視
点
を

見
出
し
て
い
る（
注
20
）。
こ
れ
は
、
本
論
で
も
わ
た
し
が
再
三
触
れ
、
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
が
、
絵
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
周
囲
の
状
況
や
環
境
、
な
か
ん
ず

く
、
注
文
者
の
意
図
が
如
何
に
作
者
の
絵
画
に
反
映
す
る
か
と
い
う
問
題
に
結
び
付
い
て
い

る
。
こ
れ
は
今
日
的
な
美
術
史
方
法
論
で
あ
り
、
増
上
寺
本
の
研
究
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い

え
よ
う
。
白
木
さ
ん
は
、
現
在
、
東
洋
仏
教
絵
画
史
研
究
の
今
や
泰
斗
で
あ
る
井
出
誠
之
輔

教
授
の
指
導
の
も
と
で
研
究
を
継
続
し
博
士
学
位
論
文
を
作
成
中
で
あ
り
、
わ
た
し
に
は
そ

の
成
果
が
待
た
れ
る
の
で
あ
る
。

○

　
羅
漢
図
は
、
中
国
で
は
「
胡こ

貌ぼ
う

」、
す
な
わ
ち
西
域
に
住
む
異
民
族
の
容
貌
で
あ
る
こ
と

に
基
づ
い
て
表
わ
す
た
め
に
、
イ
ン
ド
や
西
域
風（
あ
る
い
は
中
央
ア
ジ
ア
に
住
み
民
族
の

姿
）に
、
一
方
、
日
本
で
は
、
努
め
て
異
国
的
で
あ
る
た
め
に
中
国
風
に
描
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
絵
師
・
一
信
に
よ
る
増
上
寺
蔵
の
「
五
百
羅
漢
図
」
の
特
徴
は
、
西
洋
画
法

が
そ
こ
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
こ
と
は
、
港
区
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

時
点
か
ら
、
す
で
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
増
上
寺
本
が
制
作
さ
れ

た
文
久
三
年（
一
八
六
三
）の
時
点
に
お
い
て
の
異
国
は
、
い
う
も
で
も
な
く
中
国
で
は
す
で

に
な
く
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
西
洋
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
信
は
、
こ
の
図
を
制
作
に
す
る
に
あ
っ
た
、
そ
の
こ
と
を
含
め
、
注
文
者
で
あ
る
増
上

寺
の
學
僧
た
ち
の
要
求
や
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
指
導
の
下
で
、
こ
れ
を
具
現
化
し
た
の
で
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あ
る
。
と
同
時
に
、
当
時
の
増
上
寺
周
辺
に
は
、
多
く
の
学
僧
が
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
、

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
、
仏
教
信
仰
、
な
か
ん
ず
く
浄
土
宗
教
学
の
時
代
に
相
応
し
い
あ

り
方
や
そ
の
布
教
の
た
め
の
方
策
が
さ
ま
ざ
ま
に
講
じ
ら
れ
る
な
か
で
、
本
図
の
制
作
も
行

わ
れ
た
こ
と
を
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

こ
の
図
の
制
作
背
景
を
さ
ら
に
探
り
求
め
、
筆
者
で
あ
る
一
信
が
羅
漢
絵
師
と
し
て
そ
の

集
大
成
を
果
し
て
こ
こ
に
求
め
得
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
的
な
興
味
は
残
る
も
の
の
、

い
ま
は
、
今
後
の
増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
お
よ
び
そ
の
筆
書
で
あ
る
逸
見
一
信
に
関
す

る
研
究
の
課
題
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

注
1 

『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
第
五
編　

浅
草
公
園
之
部
下
「
観
音
堂
内
扁
額（
其
ニ
）」（『
臨
時
増
刊
風
俗
画

報
』
第
一
四
一
号
、
東
陽
堂
、
明
治
三
〇
年
）に
、
歌
川
国
芳
の
「
一
ッ
家
」、
長
谷
川
雪
旦
の
「
錣

引
」
な
ど
と
と
も
に
彩
色
石
版
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
林
功
解
説
『
金
龍
山
浅
草
寺
絵
馬
図
録
』

（
金
龍
山
浅
草
寺
、
昭
和
五
三
年
）、
東
京
都
教
育
委
員
会
編
『
浅
草
寺
絵
馬
扁
額
調
査
報
告
』（
東
京
都

教
育
庁
教
育
部
文
化
課
、
平
成
二
年
）な
ど
参
照
。

注
2 

澤
田
章
編
『
日
本
画
家
辞
典
人
名
編
』（
大
学
堂
書
店
、
昭
和
二
年
））に
「
ソ
メ
イ　

素
明（
紀
元
二
五

〇
〇
）天
保
一
一
年（
一
八
四
〇
）　

林
元
と
称
す
。
肥
後
の
人
、
画
を
以
っ
て
世
に
名
あ
り
、
天
保
年

中（
一
八
三
〇
―
一
八
四
四
）の
人（
本
朝
画
家
人
名
辞
書
）」
と
あ
る
。　

注
3 

森
大
狂
の
「
狩
野
一
信
伝
」（『
近
世
名
匠
談
』
所
収
、
春
陽
堂
、
明
治
三
三
年
）は
、
幕
末
明
治
期
に
活

躍
し
た
著
名
絵
師
で
あ
る
菊
池
容
斎（
一
七
八
八
―
一
八
七
三
）や
佐
竹
永
海（
一
八
〇
二
―
一
八
八
三
）

が
、
一
信
の
絵
馬
を
絶
賛
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
浅
草
寺
に
は
、
容
斎
の
大
絵
馬
「
堀
川
夜

討
」
も
伝
わ
り
、
注
1
の
文
献
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』「
観
音
堂
内
扁
額（
其
一
）に
載
る
。

注
4 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
大
本
山
増
上
寺
、
日
本
経
済
新

聞
社
の
主
催
に
よ
り
、
特
別
展
『
増
上
寺
秘
蔵　

五
百
羅
漢　

幕
末
の
絵
師　

狩
野
一
信
』（
江
戸
東
京

博
物
館
、
二
〇
一
一
）が
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
二
〇
一
一
年
四
月
二
九
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
開
催

さ
れ
た（
当
初
は
三
月
一
五
日
〜
五
月
二
九
日
で
あ
っ
た
が
開
会
初
日
の
四
日
前
の
三
月
一
一
日
に
東

日
本
大
地
震
が
お
き
た
た
め
に
延
期
開
催
と
な
っ
た
）。
こ
の
展
覧
会
は
、
明
治
学
院
大
学
教
授
の
山

下
裕
二
氏
の
監
修
、
浅
野
研
究
所
の
広
瀬
麻
美
氏
の
企
画
協
力
。
論
考
は
山
下
氏
が
〈
日
本
第
一
ノ
美

術
」―
一
信
「
五
百
羅
漢
図
」
へ
の
道
の
り
〉
を
高
橋
利
郎
氏
が
〈
成
田
山
の
一
信
〉
を
寄
せ
て
い
る
。

注
5 

『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
第
八
編
〈
芝
公
園
之
部
下
〉（『
臨
増
刊
時
風
俗
画
報
』
第
百
四
十
九
、
東
陽

堂
、（
一
八
九
七
・
明
治
三
〇
年
九
月
）、
東
陽
堂
）の（
増
上
寺
境
内
）「
羅
漢
堂
」
の
項
に
、
そ
の
建
立

の
由
来
や
堂
内
の
様
子（
内
部
を
描
い
た
挿
絵
も
添
え
ら
れ
る
）お
よ
び
一
信
伝
が
載
せ
る
。
こ
の
項
の

解
説
に
あ
っ
た
の
は
、
同
『
画
報
』
編
輯
所
員
の
大
田
才
次
郎
で
、
一
信
の
伝
歴
を
知
る
重
要
な
手
懸

り
を
多
く
提
供
す
る
。
す
な
わ
ち
基
本
文
献
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
発
行
の
明
治
三
〇
年
は
、
一
信
の

妻
妙
安
の
没
年
に
あ
た
る
。
源
興
院
の
亮
迪
や
大
田
は
、
一
信
未
亡
人
の
妙
安
か
ら
直
接
に
話
を
聞
く

機
会
が
あ
っ
た
ろ
う
。
他
に
『
新
図
五
百
羅
漢
画
軸
修
覆
講
回
向
簿
』（
逸
見
家
蔵
）参
照
。
な
お
、
小

網
町
の
火
災
は
、
天
保
一
二
年（
一
八
四
一
）に
あ
っ
た
と
い
う
。

注
6 

大
雲
撰
『
新
図
五
百
阿
羅
漢
記
』
に
「
観
音
不
動
の
二
尊
、
そ
の
最
も
崇
信
す
る
と
こ
ろ
な
る
が
故

に
、
浅
草
お
よ
び
成
田
に
至
り
、
誠
を
致
し
て
祈
り
求
む
」
と
あ
る
。
本
羅
漢
記
は
、
文
久
三
年
十
二

月
八
日
に
誌
さ
れ
た
も
の
で
、
一
信
の
経
歴
や
五
百
羅
漢
図
の
制
作
に
至
る
経
緯
が
事
細
か
く
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
同
年
九
月
に
没
し
た
一
信
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
同
時
代
の
根
本
史
料
と
な
る
。
刊
本

（
句
読
訓
点
付
、
一
紙
十
八
字
詰
十
六
行
、
六
紙
）が
あ
る
ほ
か
、
能
書
の
林
粗
洞
が
昭
和
七
年
に
こ
れ

を
写
し
二
軸
に
し
た
も
の
が
、
現
在
「
五
百
羅
漢
図
」
に
付
属
し
て
い
る
。

注
7 

網
野
宥
俊
編
『
浅
草
寺
志
』
巻
三
、
一
四
四
頁
〜
一
四
六
頁
。（
浅
草
寺
出
版
部
、
昭
和
一
四
年
）参

照
。
注
1
の
文
献
中
の
「
成
田
不
動
尊
」
の
項
に
は
「
成
田
不
動
は
仁
王
門
外
左
の
方
な
る
大
行
院
内

に
在
り
」
と
あ
る
。

注
8 

兼
子
伴
雨
「
狩
野
一
信
の
墓
」（『
見
ぬ
世
之
友
』
一
二
、
東
都
掃
墓
会
刊
、
一
九
〇
一
・
明
治
三
四
年
）

参
照
。
伴
雨
は
、
堤
等
琳
派
の
絵
師
に
就
い
た
こ
と
、
薬
研
堀
に
住
む
狩
野
直
信
の
幼
名
を
受
け
て
一

信
と
号
し
た
こ
と
。
浅
草
福
井
町
近
い
石
切
河
岸
に
住
ん
で
い
た
柴
田
是
真
と
風
交
が
深
か
っ
た
こ

と
。
浅
草
寺
の
絵
馬
、
成
田
不
動
尊
本
堂
の
天
井
画
お
よ
び
後
門
の
壁
画
、
堂
周
囲
の
装
飾
彫
刻
・
五

百
羅
漢
の
下
絵
等
の
制
作
こ
と
な
ど
に
触
れ
て
い
る
。

注
9 

大
雲（
注
6
の
文
献
）、
兼
子（
注
8
の
文
献
）ら
は
、
一
信
が
五
百
羅
漢
図
の
制
作
に
あ
っ
た
っ
て
、
金

沢
称
名
寺
や
鎌
倉
の
名
刹
を
訪
ね
、
古
典
と
な
る
名
作
に
学
ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、

『
源
興
院
過
去
帳
』（
明
治
三
〇
年
六
月
二
九
日
の
条
）に
「
亮
迪
ト
同
道
シ
テ
鎌
倉
光
明
寺
ニ
至
り
禅
月

大
師
ノ
十
八
羅
漢
を
拝
見
シ
、
又
円
覚
寺
ニ
詣
で
白
雲
庵
を
訪
フ
、
円
覚
の
什
宝（
五
十
幅
之
五
百
羅

漢
）を
拝
し
…
」
と
あ
る
。
な
お
、
一
説
に
柴
田
是
真
と
交
流
が
あ
っ
た
と
伝
え
る
が
、
是
真
は
、
安

政
元
年（
一
八
五
四
）三
月
に
京
都
・
東
福
寺
塔
頭
・
三
聖
寺
の
釈
迦
・
十
八
天
・
十
六
羅
漢
図
一
九
幅

（
現
在
、
米
国
・
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
）を
購
入
し
て
い
る
の
で
、
一
信
は
こ
れ
ら
の
図
を
見
た
可
能
性
は

あ
る
。

注
10 

注
6
の
文
献
に
同
じ
を
参
照
。

注
11 

注
6
の
文
献
大
雲
の
羅
漢
記
に
「
初
め
狩
野
素
川
の
門
に
入
る
」
と
あ
る
の
を
始
め
と
す
る
。
注
1
の

文
献
で
大
田
は
「
狩
野
章
信
に
従
い
て
」
と
あ
り
、
注
8
の
文
献
で
兼
子
は
、「
深
川
扇
橋
な
る
狩
野

素
川
の
門
に
就
学
し
て
」
と
し
て
お
り
、
一
信
は
、
表
絵
師
猿
屋
町
代
地
狩
野
家
五
代
目
の
狩
野
素
川

章（
彰
信
）信（
一
七
六
五
―
一
八
二
六
）に
師
事
し
た
と
い
う
言
説
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
近
年
安
村

敏
信
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
章
信
没
年
の
時
に
一
信
の
年
齢
は
一
一
歳
で
あ
り
、
こ
の
説
の
成
立

に
無
理
が
あ
る
。
素
川
を
章
信
よ
り
三
代
あ
と
の
素
川
寿
信（
一
八
二
〇
―
一
九
〇
〇
）と
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
さ
れ
よ
う
。

注
12 
注
6
の
文
献
に
「
嘉
永
七
年
甲
寅
の
春
を
以
っ
て
筆
を
起
こ
す
」
あ
る
。
こ
の
記
述
は
大
雲
が
述
べ
る

の
を
初
出
と
す
る
。

注
13 

増
上
寺
の
記
録
に
も
「
羅
漢
講
式　

例
年
春
秋
彼
岸
中
日
、
永
世
御
修
行
被
遊
候
事
、
嘉
永
七
寅
八
月

御
達
」
と
あ
る
。（『
増
上
寺
史
料
集
』
二
巻
）参
照
。
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注
14 
注
5
の
文
献
に
同
じ
を
参
照
。

注
15 

注
8
の
文
献
の
兼
子
伴
雨
も
お
そ
ら
く
、
増
上
寺
境
内
の
羅
漢
堂
に
住
ん
で
い
た
一
信
未
亡
人
の
妙
安

か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
16 

細
野
氏
は
解
説
で
、
一か
ず

信の
ぶ

を
深
川
水
場
狩
野
家
梅
笑
一
信
と
し
た
も
の
の
、「
本
姓
逸
見
、
名
豊
次
郎
、

号
顕
幽
斎
。
は
じ
め
土
佐
・
四
条
派
に
学
ん
だ
が
、
狩
野
伊
川
院
に
師
事
す
る（
一
説
に
素
川
章
信
に

師
事
）狩
野
派
に
と
ら
わ
れ
ず
諸
派
の
長
を
と
り
、
仏
画
を
描
い
て
世
に
知
ら
れ
る
」
と
し
た
上
、
成

田
山
不
動
堂
の
壁
画
の
こ
と
、
源
興
院
の
再
興
に
際
し
て
描
い
た
「
十
六
羅
漢
図
」
が
い
ま
パ
リ
の
ギ

メ
美
術
館
に
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
渉
猟
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ

ら
の
情
報
を
整
理
さ
れ
る
段
階
で
混
同
が
起
こ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

注
17 

網
野
宥
俊
「
浅
草
寺
の
什
物（
扁
額
の
部
）牛
若
・
弁
慶
格
闘
の
図
」（『
浅
草
寺
』
九
四
号
、
浅
草
寺
教

化
部
、
一
九
六
一
・
昭
和
三
六
年
一
一
月
）に
、「
洋
画
家
の
黒
田
清
輝
が
、
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
巴
里

美
術
館
を
訪
ね
た
折
、
館
長
か
ら
狩
野
一
信
の
こ
と
を
問
わ
れ
て
、
返
答
に
窮
し
、
大
い
に
慙
愧
し

て
、
帰
朝
後
そ
の
事
跡
を
調
査
し
、
改
め
て
そ
の
力
量
に
感
嘆
し
た
」
と
あ
る
の
を
知
っ
た
が
、
こ
の

挿
話
は
こ
れ
よ
り
前
に
、
浅
田
澱
橋
「
狩
野
一
信
の
こ
と
」（『
浅
草
寺
時
報
』
三
九
号
、
浅
草
寺
、
一

九
三
一
・
昭
和
六
年
四
月
）で
、
観
音
堂
下
陣
に
掲
げ
て
あ
っ
た
牛
若
・
弁
慶
の
絵
馬
と
そ
の
筆
者
で

あ
る
一
信
の
略
伝
を
述
べ
る
と
こ
ろ
に
見
え
、
網
野
師
は
そ
れ
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ギ
メ
東

洋
美
術
館
蔵
の
羅
漢
図
四
幅
に
つ
い
て
は
『
狩
野
一
信　

五
百
羅
漢
図
』（
小
学
館
）に
、
佐
々
木
英
理

子
さ
ん
に
よ
る
解
説
が
載
る
。

注
18 

東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
『
狩
野
一
信
筆　

五
百
羅
漢
図
』（
港
区
文
化
財
調
査
報
告
）（
東
京
都
港
区
教

育
委
員
会
、
昭
和
五
八
年
一
九
八
三
）の
序
文
か
ら
引
用
。
こ
の
報
告
書
に
は
、
そ
の
刊
行
時
に
集
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
一
信
及
び
増
上
寺
本
羅
漢
図
に
関
す
る
史
・
資
料
を
努
め
て
収
録
し
た
。

注
19 

畑
麗
さ
ん
か
ら
、
清
凉
寺
所
蔵
の
増
上
寺
本
大
下
絵
の
連
れ
と
思
わ
れ
る
一
幅
が
富
山
県
小
矢
部
市
の

光
琳
寺
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
、
未
だ
十
分
な
調
査
を
し
な
い
ま
ま
だ
っ

た
。
こ
の
度
、
佐
々
木
英
理
子
さ
ん
が
改
め
て
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
図
の
管
理
は
同
県
南
砺
市
の
井

波
別
院　

瑞
泉
寺
に
移
っ
て
い
た
と
い
う（
挿
図
5
）。
画
風
は
清
凉
寺
本
に
通
じ
、
増
上
寺
本
の
第
三

九
幅
目
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
12
年
に
光
琳
寺
が
購
入
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
の

旧
蔵
者
は
、
黄
鵠
山
善
光
寺（
石
川
県
能
登
の
浄
土
宗
寺
院
）で
あ
っ
た
と
い
う
。
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「
狩
野
一
信
筆
『
五
百
羅
漢
図
』』
と
増
上
寺
に
お
け
る
羅
漢
信
仰
」『
第
一
〇
回
記
念　

日
本
美
術
史
に

関
す
る
国
際
大
学
院
生
会
議
報
告
書
』（
東
京
芸
術
大
学
・
第
一
〇
回
J
A
W
S
実
行
委
員
会
、
二
〇
一

二
）。
こ
の
発
表
で
「
ま
っ
た
く
新
し
い
構
想
に
従
い
、
伝
統
図
像
を
部
分
的
に
採
用
に
留
め
て
い
る

点
で
革
新
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
一
信
に
助
言
を
与
え
た
増
上
寺
の
学
僧
の
思
想
が
少
な
か
ら
ず
反

映
さ
れ
て
い
る
」
ま
た
「
身
近
な
、
異
界
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
描
き
だ
す
こ
と
で
、
従
来
の
伝
統
的

な
五
百
羅
漢
図
の
影
響
下
か
ら
脱
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
」
と
い
う
傾
聴
す
べ
き
指
摘
を
し
て
い

る
。
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“The Five Hundred Arhats” by Kazunobu in the Zōjōji Temple 
Collection: a first encounter and later developments

Masatomo Kawai 

	 “Gohyaku Rakan Zu (The Five Hundred Arhats)” by the artist, Kazunobu, and housed in Zōjōji 
Temple, Minato Ward, Tokyo, has drawn the attention of scholars in recent years. The spring of 2011 
saw the momentous occasion of its public display at the Edo-Tokyo Museum. I had the fortunate 
opportunity to research the hundred illustrated scrolls back in the summer of 1977. In 1979, “The Five 
Hundred Arhats” was designated Tangible Cultural Property of Minato Ward, Tokyo. My paper here 
narrates its route to acclaim since then and the circumstances surrounding it in the form of memoranda, 
shedding light on part of the research history concerning the illustrations and their painter, Kazunobu. 
	 Kazunobu was an artist active at the end of the Edo Period, who studied the Kanō School of 
painting and who, it is told, was bestowed the use of the Kanō surname: nowadays he is often referred 
to as Kanō Isshin or Kazunobu. His descendants, the Henmi family, however, is still in possession of 
much material relating to its past painting activities, and historical sources there would suggest it 
correct to call him by his original name of Henmi Kazunobu, while his artistic name was Kenyūsai. He is 
accredited chiefly with Buddhist paintings, and in particular with the unusual works of Arhat illustration 
such as “The Five Hundred Arhats” of Zōjōji Temple. 
	 Arhats are those who attained religious enlightenment at the end of strict religious discipline, and 
are revered by people as sacred beings. Their existence became a substitute for Buddha in guiding and 
saving us ordinary people with our many hardships and cares. Consequently their existence also gave 
direction to the individual religious discipline of priests – the practitioners of Buddhism – so that in 
Japan from the Kamakura Period all temples carried out “Rakan-ku (Arhat memorial services)” for 
which “Rakan zu (Arhat illustrations)” were produced as the main object of worship. 
	 In China, Arhat illustrations sought “Humao (fanxiang)”; that is, the facial configurations of Central 
Asia and Indians in order to portray the appearance of the foreign peoples living in Central Asia and 
India, whilst those in Japan strongly depict a Chinese style. 

	 One distinctive feature of the Zōjōji Temple Collection “The Five Hundred Arhats” by artist, 
Kazunobu, lies in its adoption of Western painting methods, and this has been noted on several 
occasions. We cannot overlook the fact that in 1863, when the illustrations were produced, the notion of 
“foreign lands” no longer signified China, but the West. 
	 At the time of production of the illustrations, Kazunobu would have included that notion, alongside 
requests from the Zōjōji priests (the commissioners) and guidance for realising the project, in their 
composition. We must also bear in mind that these illustrations were produced whilst the many learned 
priests in the area of Zōjōji of that time lectured on Buddhist faith; in particular, on the Pure Land Sect 
(its teaching and significance), and methods for preaching appropriate for a new era. Further 
exploration of the background to the production of the illustrations reveals various points of scholarly 
interest, such as whether we can pursue through this great work its painter, Kazunobu, as an artist of 
Arhat illustrations. These remain future topics of research relating to Zōjōji’s “The Five Hundred 
Arhats” and their painter, Henmi Isshin. 
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千
葉
市
美
術
館
所
蔵
『
狂
言
尽
図
巻
』
は
、
上
方
浮
世
絵
の
祖
と
言
わ
れ
る
流
光
斎
如
圭

の
肉
筆
で
、
紙
本
着
色
一
巻
、
二
六
・
七
×
八
五
七
・
五
糎
に
も
及
ぶ
大
作
で
あ
る
。
無
款

で
は
あ
る
が
、
題
簽
に
「
狂
言
尽　

浪
花
流
光
斎
筆
」
と
あ
り
、
そ
の
画
風
か
ら
も
流
光
斎

真
筆
を
疑
う
余
地
は
な
い
。

　

本
作
は
従
来
か
ら
注
目
を
浴
び
、
展
覧
会
へ
の
出
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
美
術
書
や
図

録
に
収
録
さ
れ
作
品
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
四
書
が
主
要
な
解
説
で
あ
る
。

Ａ　

松
平
進
氏
解
説
『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
10　

千
葉
市
美
術
館
』（
一
九
九
五
年
、
講
談
社

刊
）

Ｂ　

浅
野
秀
剛
氏
解
説
『
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
浮
世
絵
名
品
選
』（
二
〇
〇
一
年
、
千
葉
市
美

術
館
刊
）

Ｃ　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
解
説
『
日
英
交
流　

大
坂
歌
舞
伎
展
| 
上
方
役
者

絵
と
都
市
文
化
|
』（
二
〇
〇
五
年
、
大
阪
歴
史
博
物
館
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
刊
）

Ｄ　

矢
野
明
子
氏
解
説
『
流
光
斎
図
録
| 

上
方
役
者
似
顔
絵
の
黎
明
|
』（
二
〇
〇
九
年
、

武
庫
川
女
子
大
学
関
西
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
）

本
稿
で
は
こ
れ
ら
先
行
解
説
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、
内
容
を
再
吟
味
し
、
制
作
の
意
図
を

見
出
し
た
い
。

一
　
絵
巻
世
界
へ
の
誘
い

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
の
冒
頭
は
「
変
幻
無
尽
」
と
い
う
題
辞
で
始
ま
る
。
松
平
氏
は
先
行
解

説
Ａ
で
、

　
　

巻
頭
の
四
文
字
の
題
辞
「
変
幻
無
尽
」
は
、
芝
居
の
世
界
の
無
限
の
多
様
さ
、
目
を
う

ば
う
役
者
の
変
容
ぶ
り
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
自
在
に
描
く
絵
師
へ
の
讃
美
に

も
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
絵
の
依
頼
者
＝
所
蔵
者
が
、
画
巻
に
仕
立
て
た
時
、

題
辞
を
加
え
押
印
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
題
辞
の
左
右
の
押
印
の
解
読
を
試
み
た
が
、
篆
刻
や
印
譜
の
書
籍

を
見
て
も
自
力
で
の
解
読
が
困
難
で
、
全
面
的
に
日
本
近
世
文
学
の
専
門
家
水
田
紀
久
氏
の

ご
教
示
を
賜
っ
た
。
題
辞
右
に
押
さ
れ
て
い
る
印
は
「
耽
琴
書
」、「
琴
書
ニ
耽
ル
」
と
は
依

頼
者
が
歌
舞
伎
を
文
化
と
し
て
楽
し
む
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
大
坂
の

役
者
絵
は
こ
の
よ
う
な
文
化
人
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
左
の
印

の
上
は
「
照
之
印
」（「
照
之
ノ
印
」
と
読
む
か
）、
下
は
「
字
貞
玉
」
で
「
字
ハ
貞
玉
」、「
貞

玉
ト
字
ス
」
ど
ち
ら
に
読
ん
で
も
よ
い
、
と
の
ご
教
示
で
あ
る
。
現
時
点
で
こ
の
人
物
を
特

定
す
る
資
料
を
見
出
し
て
は
い
な
い
。

　

こ
の
「
変
幻
無
尽
」
に
続
き
、
芝
居
小
屋
の
櫓
を
や
や
上
空
か
ら
見
下
ろ
し
た
芝
居
街
が

描
か
れ
る
。
こ
れ
は
流
光
斎
の
役
者
絵
本
『
画
本
行
潦
』（
寛
政
二
年
刊
）の
冒
頭
と
ほ
ぼ
同

じ
構
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、
見
る
人
を
芝
居
小
屋
内
部
、
つ
ま
り
絵
巻
に
描
か
れ
た
舞
台
へ

と
誘
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

流
光
斎
肉
筆
役
者
絵
『
狂
言
尽
図
巻
』
考

北
　
川
　
博
　
子
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二
　
描
か
れ
た
役
者
た
ち

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
に
は
三
四
人
も
の
歌
舞
伎
役
者
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
先
行
解
説
で
は

全
員
の
役
者
を
特
定
し
て
い
な
い
。
先
行
解
説
Ｂ
は
基
本
的
に
は
Ａ
を
踏
襲
し
て
い
て
、
松

平
氏
は
そ
の
特
定
に
、
主
と
し
て
流
光
斎
画
の
一
枚
絵
、
役
者
絵
本
『
旦
生
言
語
備
』（
天
明

四
年
刊
）、『
画
本
行
潦
』（
寛
政
二
年
刊
）、『
絵
本
花
菖
蒲
』（
寛
政
六
年
刊
）等
を
参
考
に
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
現
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
流
光
斎
・
耳
鳥
斎
に
よ
る

画
帖
『
梨
園
書
画
』（
天
明
八
年
序
）が
出
現
し
、
似
顔
絵
の
判
定
材
料
が
増
え
た
。
従
っ
て
、

Ｃ
、
Ｄ
は
『
梨
園
書
画
』
と
の
比
較
検
討
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
改
め
て
役
者
を
特
定
し
た
が
、
出
て
く
る
順
番
に
番
号
を
付
し
、
没
年
を

も
記
し
て
次
に
挙
げ
て
お
く
。
併
せ
て
Ａ
か
ら
Ｄ
の
先
行
解
説
が
行
っ
た
考
証
も
記
し
て
い

る
。

1　

二
代
目
嵐
三
五
郎（
享
和
三
年
五
月
没
）

2　

二
代
目
中
村
野
塩（
寛
政
一
二
年
三
月
没
）

3　

初
代
浅
尾
為
十
郎（
文
化
元
年
四
月
没
）

4　

加
賀
屋
歌
七（
寛
政
三
年
一
〇
月
没
）

　

Ｄ　

二
代
目
山
村
儀
右
衛
門

5　

中
村
京
十
郎（
没
年
未
詳
）

　

Ａ　

中
村
京
十
郎

6　

初
代
嵐
吉
三
郎（
安
永
九
年
一
二
月
没
）

　

A　

二
代
目
嵐
吉
三
郎

7　

初
代
山
下
八
百
蔵（
没
年
未
詳
、
文
化
九
年
頃
ま
で
活
躍
）

　

Ａ　

花
桐
鶴
蔵

　

Ｄ　

初
代
山
下
八
百
蔵

8　

初
代
三
枡
徳
次
郎（
文
化
九
年
八
月
没
）

　

Ａ　

初
代
三
枡
徳
次
郎

9　

初
代
芳
沢
い
ろ
は（
文
化
七
年
八
月
没
）

　

Ａ　

初
代
芳
沢
い
ろ
は

10　

二
代
目
三
保
木
儀
左
衛
門（
寛
政
元
年
九
月
没
）

　

Ａ　

四
代
目
松
本
幸
四
郎

11　

初
代
尾
上
菊
五
郎（
天
明
三
年
一
二
月
没
）

12　

中
山
他
蔵（
没
年
未
詳
）

13　

初
代
尾
上
新
七（
文
化
六
年
三
月
没
）

14　

二
代
目
山
村
儀
右
衛
門（
享
和
三
年
一
月
没
）

15　

三
代
目
花
桐
豊
松（
寛
政
八
年
二
月
没
）

16　

四
代
目
市
川
団
蔵（
文
化
五
年
一
〇
月
没
）

17　

四
代
目
姉
川
新
四
郎（
文
化
二
年
二
月
没
）

18　

二
代
目
中
山
来
助（
寛
政
五
年
一
一
月
よ
り
二
代
目
中
山
文
七
、
寛
政
一
〇
年
二
月
没
）

　

Ｄ　

二
代
目
中
山
文
七

19　

二
代
目
三
枡
大
五
郎（
寛
政
五
年
七
月
没
）

20　

七
代
目
片
岡
仁
左
衛
門（
天
保
八
年
三
月
没
）

21　

三
代
目
藤
川
八
蔵（
文
化
二
年
五
月
没
）

22　

二
代
目
山
下
金
作（
寛
政
一
一
年
九
月
没
）

23　

三
代
目
市
川
八
百
蔵（
文
政
元
年
一
二
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

二
代
目
小
川
吉
太
郎

24　

三
代
目
吾
妻
藤
蔵（
寛
政
一
〇
年
六
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

三
代
目
吾
妻
藤
蔵

25　

初
代
沢
村
国
太
郎（
文
政
元
年
七
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

初
代
沢
村
国
太
郎
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26　

初
代
叶
雛
助（
天
明
六
年
五
月
ま
で
初
代
嵐
雛
助
、
寛
政
八
年
三
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

初
代
嵐
雛
助

27　

市
山
太
治
郎（
没
年
未
詳
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

姉
川
み
な
と

28　

嵐
文
五
郎（
没
年
未
詳
）

　

Ａ
Ｂ　

嵐
文
五
郎

　

Ｃ　

二
代
目
嵐
三
五
郎

29　

二
代
目
中
村
十
蔵（
天
明
八
年
六
月
没
）

　

Ａ　

中
村
十
蔵（
代
数
特
定
せ
ず
）

30　

三
代
目
中
村
十
蔵（
寛
政
一
三
年
二
月
没
）

　

Ａ　

初
代
嵐
吉
三
郎

31　

坂
東
岩
五
郎（
寛
政
七
年
八
月
没
）

　

Ａ　

坂
東
岩
五
郎

32　

初
代
中
村
富
十
郎（
天
明
六
年
八
月
没
）

　

Ａ
Ｄ　

初
代
中
村
富
十
郎

33　

初
代
関
三
十
郎（
関
三
右
衛
門
と
三
十
郎
を
交
互
に
名
乗
る
時
期
あ
り
、
文
化
五
年
六

　
　

月
没
）

　

Ａ　

四
代
目
嵐
新
平

34　

初
代
市
川
門
三
郎（
寛
政
三
年
七
月
没
）

　

Ａ　

三
代
目
小
川
吉
太
郎

　

右
は
今
日
知
ら
れ
る
流
光
斎
作
品
を
参
照
し
な
が
ら
、
純
粋
に
似
顔
絵
で
識
別
し
た
の
だ

が
、
先
行
解
説
と
若
干
の
相
違
が
生
じ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
に
理
由
を
述
べ
て
お
き
た

い
。

　

ま
ず
は
4
の
役
者
で
あ
る
が
、
矢
野
氏
は
Ｄ
に
お
い
て
、
二
代
目
山
村
儀
右
衛
門
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
儀
右
衛
門
は
紋
と
風
貌
か
ら
、
14
の
役
者
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な

い
。
こ
の
絵
巻
の
役
者
は
全
員
が
似
顔
で
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
重
複
し
て
出
て
く
る
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
４
の
人
物
は
『
梨
園
書
画
』
の
初
代
加
賀
屋
歌
七
と
同
じ

顔
を
し
て
い
る
。

 

次
に
6
の
役
者
を
見
て
み
る
と
、
同
じ
嵐
吉
三
郎
で
も
松
平
氏
は
二
代
目
と
さ
れ
て
い

る
。
単
な
る
代
数
間
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
風
貌
は
『
画
本
行
潦
』
で
描
か
れ
る
初
代

の
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
二
代
目
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
顔
が
異
な
り
、
貫
禄
か
ら
し
て

も
初
代
で
あ
ろ
う
。

　

7
の
役
者
を
矢
野
氏
と
同
じ
く
初
代
山
下
八
百
蔵
と
し
た
が
、
松
平
氏
は
花
桐
鶴
蔵
と
し

て
い
る
。
こ
れ
も
流
光
斎
の
役
者
絵
本
や
『
梨
園
書
画
』
の
八
百
蔵
の
風
貌
と
同
じ
と
判
断

し
た
。

　

10
の
役
者
に
つ
い
て
、
松
平
氏
は
江
戸
役
者
の
四
代
目
松
本
幸
四
郎
と
さ
れ
た
が
、『
梨
園

書
画
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
癖
の
あ
る
幸
四
郎
と
は
明
ら
か
に
別
人
で
、
同
画
帖
で
半
身

像
に
描
か
れ
る
三
保
木
儀
左
衛
門
と
同
じ
容
貌
を
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
従
来
、
最
も
よ
く
紹
介
さ
れ
て
き
た
23
か
ら
28
に
つ
い
て
も
先
行
解
説
と
意
見

が
異
な
っ
た
。
中
央
の
二
人
25
・
26
と
24
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
が
、
そ
の
他
の
三
人
に

つ
い
て
で
あ
る
。
先
行
解
説
Ａ
を
受
け
、
従
来
、
二
代
目
小
川
吉
太
郎
と
さ
れ
て
き
た
23
に

つ
い
て
は
、『
画
本
行
潦
』
か
ら
三
代
目
市
川
八
百
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
27
に
つ
い

て
も
同
様
で
、
先
行
解
説
は
す
べ
て
姉
川
み
な
と
説
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
重
ま
ぶ
た
の
描
き
方
か
ら
見
て
、『
画
本
行
潦
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
市
山
太
治
郎
と
し
た
。
最
後
の
28
に
つ
い
て
は
、
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
が
松
平
氏
の
説
を
否
定

し
二
代
目
嵐
三
五
郎
と
さ
れ
た
が
、『
梨
園
書
画
』
の
三
五
郎
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、『
画

本
行
潦
』
の
文
五
郎
と
同
じ
風
貌
を
し
て
い
る
。
な
お
、
三
五
郎
は
そ
の
似
顔
か
ら
も
本
絵

巻
1
の
役
者
と
断
定
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
29
の
役
者
に
つ
い
て
は
代
数
を
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
梨
園
書
画
』
か
ら
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二
代
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
30
の
役
者
に
つ
い
て
は
、
6
の
役
者
が
初
代
吉
三
郎
で

あ
る
こ
と
と
、『
絵
本
花
菖
蒲
』
と
の
同
一
性
か
ら
、
三
代
目
中
村
十
蔵
と
し
た
。

　

最
後
の
裃
を
着
た
二
人
に
つ
い
て
、
33
は
『
梨
園
書
画
』
に
収
録
さ
れ
る
関
三
十
郎
と
顔

と
紋
が
一
致
し
て
い
る
。
34
の
判
定
が
最
も
難
し
か
っ
た
が
、
現
時
点
で
は
『
梨
園
書
画
』

に
全
身
像
が
収
録
さ
れ
て
い
る
初
代
市
川
門
三
郎
と
し
て
お
き
た
い
。

　

先
行
解
説
Ａ
は
「
い
ず
れ
も
寛
政
・
享
和
期
に
活
躍
し
て
い
た
役
者
で
あ
る
」
と
し
、
Ｂ

も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
右
の
三
四
人
を
見
渡
し
た
と
き
、
安
永
末
か
ら
寛
政
年
間
に

没
し
て
い
る
役
者
も
多
く
、「
安
永
か
ら
寛
政
に
か
け
て
活
躍
し
た
役
者
」
と
す
る
の
が
妥

当
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
描
か
れ
た
演
目

　

役
者
の
特
定
を
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
描
か
れ
た
演
目
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

先
行
解
説
Ａ
と
そ
れ
を
受
け
た
Ｂ
は
「
全
体
は
十
か
十
一
の
場
面
よ
り
成
る
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
Ａ
は
い
く
つ
か
の
演
目
を
特
定
し
て
い
る
も
の
の
、
す
べ
て
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
Ｃ
は
23
か
ら
28
の
役
者
で
構
成
さ
れ
る
演
目
の
み
特
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
順
次
、
演
目
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
1
か
ら
3
の
役
者
で
構

成
さ
れ
る
場
面
は
「
寿
式
三
番
叟
」
で
、
1
は
嵐
三
五
郎
の
千
歳
、
2
は
中
村
野
塩
の
翁
、

3
は
浅
尾
為
十
郎
の
三
番
叟
で
あ
る
。
歌
舞
伎
の
三
番
叟
は
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
を
祝
う
顔

見
世
の
時
、
櫓
下
太
鼓
が
打
た
れ
た
後
に
舞
わ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
、
舞
台
開
き
な
ど
祝
賀

的
な
時
に
も
舞
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に
、
絵
巻
世
界
の
舞
台
開
き
を
祝
う
演
目
と

し
て
描
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

4
か
ら
7
ま
で
の
役
者
は
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
の
役
で
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
解
説
Ａ

で
は
、
5
か
ら
7
ま
で
の
役
者
に
つ
い
て
、

　
　

桜
下
の
三
名
の
役
者
は
、
右
か
ら
中
村
京
十
郎
、
二
代
目
嵐
吉
三
郎
、
花
桐
鶴
蔵
と
推

定
す
る
。
家
紋
は
描
か
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
剥
落
し
て
十
分
に
読
め
な
い
。
従
っ
て

あ
く
ま
で
も
風
貌
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。
役
名
は
吉
三
郎
が
「
新
薄
雪
物
語
」
の
奴
妻

平
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、
左
側
の
女
は
ま
が
き
、
京
十
郎
は
来
国
行
と
み

る
。
配
役
は
見
立
で
実
際
の
も
の
で
は
な
い
。

と
さ
れ
て
い
る
。
特
定
し
た
役
者
の
相
違
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」

の
人
物
と
し
て
は
4
の
人
物
も
同
様
で
、
そ
の
扮
装
か
ら
秋
月
大
膳
役
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
『
許
多
脚
色
帖
』
に
は
、
天
明
八
年
一
一
月
二
七
日
付

の
辻
番
付
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
が
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
座
本
市
山
太
治
郎
と

加
賀
屋
歌
七
の
「
乍
憚
口
上
」
が
載
っ
て
い
る
。
歌
七
の
口
上
に
「
大
膳
正
宗
之
二
役
一
世

一
代
と
し
て
相
勤
た
ら
ば
よ
か
ら
ふ
と
御
勧
ニ
預
り
候
得
共
」
と
あ
り
、
こ
の
演
目
が
歌
七

の
一
世
一
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
立
者
の
歌
七（
前
名
初
代
中
村
歌
右
衛
門
）の
一

世
一
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
記
憶
に
残
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
5
の
役
者
を
中
村
京

十
郎
と
す
る
の
に
は
異
論
な
く
、『
画
本
行
潦
』
に
も
「
来
国
俊　

中
村
京
十
郎
、
正
宗　

加
賀
屋
可
七
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
扮
装
か
ら
す
る
と
京
十
郎
は
園
部
左
衛
門
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
京
十
郎
が
左
衛
門
を
演
じ
た
記
録
を
現
時
点
で
見
出
し
て
は
い
な
い

が
、
そ
も
そ
も
『
狂
言
尽
図
巻
』
す
べ
て
を
実
写
と
す
る
必
要
は
、
冒
頭
の
「
寿
式
三
番

叟
」
か
ら
し
て
な
い
。
た
だ
し
、
歌
七
の
大
膳
か
ら
の
連
想
で
、
一
世
一
代
に
出
演
し
て
い

た
京
十
郎
を
違
う
役
に
描
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
単

独
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
場
面
を
構
成
し
て
い
な
い
が
、
6
の
妻
平
と
7
の
ま
が

き
に
つ
い
て
は
、
二
人
が
呼
応
し
て
描
か
れ
る
役
者
絵
は
多
く
、
一
場
面
を
構
成
し
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
初
代
嵐
吉
三
郎
は
安
永
元
年
一
二
月
に
、
山
下
八
百
蔵
は

寛
政
二
年
一
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
演
じ
て
お
り
、
実
際
の
上
演
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

8
か
ら
10
ま
で
は
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
先
行
解
説
Ａ
が
、
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次
の
城
外
ら
し
い
背
景
の
前
の
三
人
は
、
右
か
ら
三
枡
徳
次
郎
、
初
代
芳
沢
い
ろ
は
、

四
代
目
松
本
幸
四
郎
。「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
勘
平
と
お
軽
に
、
全
く
別
場
面
の
由

良
之
助
を
並
べ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
お
軽
勘
平
の
二
人
は
三
段
目
「
裏
門
の
場
」、
由
良
之
助
は
四
段
目

「
城
明
け
渡
し
の
場
」
と
、
こ
れ
も
異
な
る
場
面
の
人
物
を
並
べ
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
の
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
同
様
、
演
目
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
異
な
る
場
面
の

役
者
を
並
べ
る
、
と
い
う
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
配
役
に
つ
い
て
も
、
三

枡
徳
次
郎
は
天
明
八
年
九
月
に
勘
平
を
、
芳
沢
い
ろ
は
は
安
永
八
年
一
一
月
と
天
明
四
年
閏

正
月
に
お
か
る
を
、
三
保
木
儀
左
衛
門
は
安
永
八
年
一
一
月
と
天
明
八
年
九
月
に
由
良
之
助

を
演
じ
て
い
る
の
で
、
記
憶
に
残
る
実
際
の
舞
台
を
組
み
合
わ
せ
て
描
い
て
い
る
可
能
性
は

否
定
で
き
ま
い
。

　

11
と
12
は
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
の
二
段
目
「
道
成
寺
の
場
」
の
二
人
、
尾
上
菊
五
郎
の

菅
相
丞
と
中
山
他
蔵
の
判
官
代
輝
国
を
描
い
て
い
る
。
菊
五
郎
は
上
方
出
身
の
役
者
で
あ
っ

た
が
、
長
ら
く
江
戸
へ
下
り
、
安
永
二
年
に
三
二
年
ぶ
り
に
大
坂
へ
戻
っ
た
。
一
〇
月
二
六

日
の
船
乗
込
が
華
々
し
く
行
わ
れ
、
続
く
顔
見
世
も
賑
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同

三
年
九
月
に
角
の
芝
居
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
で
菅
相
丞
と
松
王
丸
の
二
役
を
演
じ
、
菊
五

郎
の
追
善
一
代
記
『
梅
幸
集
』（
天
明
四
年
刊
）に
も
「
松
王
は
少
し
泣
過
し
と
も
い
へ
ど
菅

公
の
年
比
と
い
ひ
位
高
き
所
申
分
ン
な
く
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
八
月
に
も
京
都
四
条

北
側
東
芝
居
で
同
役
を
つ
と
め
、
上
方
の
人
々
に
と
っ
て
は
記
憶
に
残
る
菅
相
丞
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
な
お
、
輝
国
に
つ
い
て
は
、
寛
政
三
年
八
月
、
北
新
地
芝
居
の
役
割
番
付
に
中

山
他
蔵
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

13
と
14
は
、
俗
に
「
佐
野
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
田
沼
意
知
殺
害
事
件
を
扱
っ
た
芝
居
で
あ

る
。
事
件
そ
の
も
の
は
天
明
四
年
三
月
二
四
日
に
起
こ
っ
た
。
江
戸
城
中
で
若
年
寄
の
意
知

が
旗
本
の
佐
野
善
左
衛
門
政
言
に
斬
り
つ
け
ら
れ
、
八
日
後
に
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。
事
件

直
後
か
ら
芝
居
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に
寛
政
元
年
に
は
こ
の
事
件
を
素

材
と
し
た
芝
居
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
ず
は
、
八
月
に
北
堀
江
芝
居
で
人
形

浄
瑠
璃
「
有
職
鎌
倉
山
」
が
初
演
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
一
〇
月
、
京
都
四
条
北
側
東
芝

居
で
同
名
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
た
。
続
い
て
一
二
月
に
は
、
二
の
替
と
し
て
中
の
芝
居
「
け

い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」
と
角
の
芝
居
「
鎌
倉
比
事
青
砥
銭
」
が
同
日
に
幕
を
開
け
て
い
る
。

13
は
尾
上
新
七
演
じ
る
佐
野
源
左
衛
門（
史
実
の
佐
野
善
左
衛
門
）で
、
本
来
、
舞
台
で
斬
り

つ
け
る
相
手
は
、
三
浦
荒
次
郎（
史
実
の
田
沼
意
知
）で
あ
る
が
、
左
の
役
は
三
浦
泰
村（
史

実
の
田
沼
意
次
）役
の
山
村
儀
右
衛
門
で
あ
る
。
絵
尽
し
を
み
て
も
、
こ
の
二
人
が
舞
台
で

刀
を
抜
き
合
っ
て
対
峙
す
る
場
面
は
な
い
が
、
自
身
の
悪
事
が
露
見
し
た
と
き
に
刀
に
手
を

添
え
る
泰
村
の
姿
が
、
絵
尽
し
と
『
画
本
行
潦
』
の
半
丁
「
三
浦
や
す
む
ら　

山
村
儀
右
衛

門
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
見
す
る
と
両
者
が
対
峙
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

の
場
面
も
、
異
な
る
場
面
の
人
物
を
並
べ
描
く
、
と
い
う
こ
の
絵
巻
特
有
の
手
法
が
採
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
寛
政
元
年
「
け
い
せ
い
佐
野
の
船

橋
」
の
配
役
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　

続
く
15
と
16
に
つ
い
て
は
演
目
の
特
定
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
佐
野
事
件
に
関
連
づ
け
て

考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
先
に
触
れ
た
、
寛
政
元
年
一
〇
月
、
京
都
四
条
北
側

西
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
「
有
職
鎌
倉
山
」
の
新
左
衛
門
女
房
小
雪
役
の
花
桐
豊
松
と
桜
井
新

左
衛
門
役
の
市
川
団
蔵
で
は
な
い
か
、
と
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
芝
居
で
は
新
左
衛
門
が
女

房
に
暇
を
や
る
場
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
豊
松
が
持
つ
書
状
を
三
行
半
と
見
て
、
そ
の
場
面

と
し
て
お
き
た
い
。

　

次
の
17
か
ら
19
に
つ
い
て
は
「
容
競
出
入
湊
」
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
頭
巾
を
か

ぶ
る
17
は
黒
船
忠
右
衛
門
で
あ
る
が
、
こ
の
役
は
初
代
姉
川
新
四
郎
が
得
意
と
し
た
、
い
わ

ゆ
る
お
家
の
芸
で
、
そ
の
縁
も
あ
っ
て
四
代
目
の
似
顔
で
描
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
歌
舞

伎
年
表
』（
岩
波
書
店
刊
）に
は
天
明
六
年
二
月
、
京
都
で
新
四
郎
が
忠
右
衛
門
を
演
じ
た
記

録
が
載
る
が
、
現
時
点
で
は
上
演
資
料
の
確
認
が
で
き
な
い
。
18
は
鎌
倉
屋
五
郎
八
役
の
中

山
来
助
で
あ
る
が
、
天
明
八
年
八
月
に
同
役
を
演
じ
て
い
る
。
19
は
判
じ
物
喜
兵
衛
と
思
わ
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れ
、
そ
の
姿
は
『
梨
園
書
画
』
所
収
の
半
身
像
の
三
枡
大
五
郎
と
刀
、
着
物
の
柄
が
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
大
五
郎
が
判
じ
物
喜
兵
衛
を
演
じ
た
記
録
が
見
出
せ
な
い
。

　

続
く
20
か
ら
22
は
、
扮
装
か
ら
「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
天
明
七
年
三

月
、
中
の
芝
居
初
演
「
大
功
真
顕
記
」
で
あ
ろ
う
。
外
題
と
配
役
か
ら
、
彦
山
権
現
に
太
閤

記
物
を
取
り
入
れ
た
芝
居
の
よ
う
で
、
初
演
に
続
き
、
同
年
八
月
、
京
都
四
条
北
側
西
芝
居

で
も
上
演
さ
れ
、
こ
の
時
、
浅
尾
国
五
郎（
片
岡
仁
左
衛
門
の
前
名
）が
京
極
内
匠
を
演
じ

た
。
21
は
毛
谷
村
六
助
役
の
藤
川
八
蔵
で
あ
る
が
「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
ま
で
広
げ
て
も
、

現
時
点
で
こ
の
配
役
を
実
際
の
上
演
資
料
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
22
の
山
下
金
作
は

初
演
の
天
明
七
年
三
月
に
お
園
を
演
じ
て
い
る
。
な
お
、
20
は
『
画
本
行
潦
』
に
出
て
く
る

「
京
極
内
匠　

浅
尾
為
十
郎
」
と
ほ
ぼ
同
じ
姿
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
左
に
「
お
き
く　

花

桐
鶴
蔵
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
21
と
22
は
彦
山
権
現
の
芝
居
で
い
う
九
段
目
「
毛
谷

村
」
の
二
人
で
あ
ろ
う
が
、
20
は
別
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
虚
実
の
配
役
を
組
み
合
わ

せ
、
異
な
る
場
面
の
人
物
を
並
べ
て
描
く
、
と
い
う
手
法
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
23
か
ら
28
ま
で
は
、
先
行
解
説
が
す
べ
て
触
れ
て
き
た
場
面
で
あ
る
。
松

平
氏
は
先
行
解
説
Ａ
に
お
い
て
「
国
太
郎
・
雛
助
は
小
町
・
業
平
の
役
と
思
わ
れ
る
が
、
外

題
が
特
定
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
は
Ｃ
に
お
い
て
、「
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）一
一
月
、
中
の
芝
居
で
の
『
化
粧
六
歌
仙
』
に
取
材
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
演
目
は
所
作
事
で
、
初
代
嵐
雛
助
の
一
世
一
代
の
一
貫
と
し
て
上
演
さ
れ
た
」
と

し
、
再
演
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

厳
密
に
言
え
ば
こ
の
時
、
雛
助
は
「
嵐
」
で
は
な
く
「
叶
」
姓
を
名
乗
っ
て
お
り
、
一
世

一
代
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
一
代
記
『
眠
獅
選
』（
寛
政
二
年
刊
）に
は
、
こ
の
所
作
事
の

歌
詞
が
載
り
、「
○
所
作
事
之
次
第
」
と
し
て
「
其
答
を
小
町
と
し
て
初
め
に
仕
丁
と
な
り

て　

姿
を
替
て
口
説
き
落
さ
ん
事
を
請
合
て
後
五
役
の
早
替
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
雛
助
改
嵐
小
六
の
追
善
一
代
記
『
玉
の
光
』（
寛
政
八
年
刊
）に
は
初
演
時
の
舞
台
が

か
な
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
小
野
小
町
役
の
沢
村
国
太
郎
と
雛

助
、
山
村
儀
右
衛
門
、
三
枡
大
五
郎
、
姉
川
新
四
郎
、
市
川
八
百
蔵
、
関
三
十
郎
の
七
人
は

仕
丁
姿
で
、
左
近
国
常
役
の
山
村
友
右
衛
門
に
付
き
添
い
出
て
、「
小
町
を
入
内
さ
せ
よ
」

と
伝
え
る
の
だ
が
、
中
村
京
十
郎
演
じ
る
恋
人
深
草
少
将
が
嘆
く
の
を
察
し
、
落
と
す
こ
と

を
請
け
合
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仕
丁
外
平
役
の
雛
助
が
、
僧
正
遍
照
、
文
屋
康
秀
、
在

原
業
平
、
喜
撰
法
師
、
大
伴
黒
主
の
五
役
を
次
々
に
演
じ
た
。『
狂
言
尽
図
巻
』
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
業
平
役
で
、『
玉
の
光
』
で
は
「
大
時
代
の
雲
上
の
所
作
事　

誠
に
古
今
こ
れ

又
お
も
ひ
合
す
に
三
都
に
な
し
と
覚
ゆ
る
と
の
町
中
の
と
り
ざ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
絵

尽
し
や
『
眠
獅
選
』、『
玉
の
光
』
の
記
述
と
絵
巻
の
画
面
は
完
全
に
一
致
す
る
の
で
、
ガ
ー

ス
ト
ル
氏
は
慎
重
に
「
可
能
性
が
高
い
」
と
さ
れ
た
が
、「
化
粧
六
歌
仙
」
と
断
定
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
な
お
、
国
太
郎
と
雛
助
を
挟
ん
で
描
か
れ
る
四
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
初
演

の
役
割
番
付
に
は
「
仕
丁
多
田
平　

市
川
八
百
蔵
」「
〃（
官
女
）む
め
が
香　

吾
妻
藤
蔵
」「
官

女
そ
の
は
な　

市
山
太
次
郎
」
と
あ
り
、
こ
の
絵
巻
の
23
、
24
、
27
の
役
者
と
合
致
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
似
顔
か
ら
嵐
文
五
郎
と
断
定
で
き
る
28
に
つ
い
て
は
、
上
演

の
配
役
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
配
役
に
一
部
虚
構
を
交
え
る
手
法
は
、
流
光
斎
や
松

好
斎
の
役
者
絵
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
を
当
て
は
め
た
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
こ
の
所
作
事
に
出
て
く
る
仕
丁
や
官
女
の
配
役
は
、
初
演
番
付
に
は
記
さ
れ
て

い
る
が
、
再
演
以
降
は
番
付
類
に
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
初
演
時
に
は
名
の
あ
る
役

者
が
演
じ
て
い
た
こ
れ
ら
の
役
を
、
端
役
が
勤
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
絵
巻
は
六

人
で
形
成
さ
れ
る
華
や
か
な
場
面
と
な
っ
て
い
る
が
、
絵
尽
し
を
見
る
と
、
雛
助
が
五
役
を

演
じ
る
と
き
に
、
官
女
や
仕
丁
が
登
場
し
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
こ
れ
も
中
央
の
二
人

に
、
官
女
と
仕
丁
の
四
人
を
は
め
込
ん
だ
画
面
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

29
と
30
に
つ
い
て
、
先
行
解
説
Ａ
で
は
、

　
　

右
の
二
人
が
中
村
十
蔵
と
初
代
嵐
吉
三
郎
で
独
立
の
場
面
だ
ろ
う
。
十
蔵
を
秩
父
の
重

忠
と
見
た
い
が
、
吉
三
郎
の
姿
を
樋
口
次
郎
と
す
る
の
は
無
理
か
と
思
う
。

と
さ
れ
て
い
る
。
役
者
絵
本
や
後
の
一
枚
絵
な
ど
を
見
て
も
、
重
忠
は
も
ち
ろ
ん
樋
口
次
郎
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と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
描
か
れ
た
役
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
を
演
じ
て
い
る
資
料
を
現
時
点
で
見
出
せ
て
い
な
い
。
先
代
と
当
代
の
十
蔵
を
お
馴
染

み
の
芝
居
に
当
て
は
め
た
、
と
し
て
お
き
た
い
。

　

最
後
31
か
ら
34
を
先
行
解
説
Ａ
で
は
、

　
　

左
の
四
名
は
所
作
事
の
体
で
あ
る
。
右
か
ら
坂
東
岩
五
郎
、
初
代
中
村
富
十
郎
、
四
代

目
嵐
新
平
、
三
代
目
小
川
吉
太
郎
で
あ
る
。
菊
花
の
咲
く
前
で
笠
を
被
り
杖
を
手
に
踊

る
姿
は
「
信
田
妻
」
の
道
行
で
あ
ろ
う
。
初
代
富
十
郎
の
当
た
り
役
で
あ
っ
た
。

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
四
人
す
べ
て
を
同
じ
場
面
と
し
て
よ
い
の
か
疑
問
が
残
る
。
32
に

つ
い
て
は
、
そ
の
扮
装
か
ら
ご
指
摘
の
通
り
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
葛
の
葉
の
道
行
で
あ

る
。
富
十
郎
は
実
際
に
安
永
八
年
七
月
に
こ
の
道
行
を
演
じ
て
い
る
し
、
富
十
郎
三
回
忌
に

当
た
る
天
明
八
年
二
月
に
も
こ
の
演
目
が
出
さ
れ
て
い
る
。『
狂
言
尽
図
巻
』
の
最
後
を
飾

る
に
ふ
さ
わ
し
く
大
立
者
の
「
大
切
所
作
事
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
道
行

に
31
の
人
物
が
入
る
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
人
物
だ
け
で
別
の
演

目
を
指
摘
す
る
こ
と
も
現
状
で
は
で
き
な
い
。
滑
稽
味
あ
ふ
れ
る
敵
役
と
し
て
親
し
ま
れ
た

坂
東
岩
五
郎
を
こ
の
絵
巻
に
描
き
込
む
た
め
、
そ
れ
ら
し
い
描
き
方
で
、
と
い
う
見
方
も
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
巻
末
で
も
あ
り
、
一
日
の
最
後
の
挨
拶
を
述
べ
る
口
上
役
で

は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。『
増
補
戯
場
一
覧
』（
寛
政
一
二
年
刊
）の
「
口
上
役
」
の
項
に

は
、

　
　

狂
言
の
初
り
に
狂
言
外
題
を
よ
み
上　

并
に
役
割
を
い
ひ
の
べ　

切
に
い
た
り
て
終
日

繁
昌
の
祝
ひ
惣
座
中
名
代
と
し
て
見
物
へ
一
礼
を
の
べ　

末
の
た
い
こ
が
惣
や
う
様
へ

御
暇
乞
と
口
上
を
い
ふ
也

 

と
あ
る
。
口
上
役
が
二
人
、
と
い
う
点
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
が
、
見
台
も
な
い
の
で
、

所
作
事
の
太
夫
で
は
な
い
と
考
え
た
。

　

以
上
、
演
目
を
確
定
し
て
み
た
が
、
実
際
の
舞
台
を
映
し
た
も
の
が
か
な
り
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
程
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
た
、
先
行
解
説
Ａ
、
Ｂ
は
「
全
体
は
十
か
十
一
の
場
面
よ
り
成
る
」
と
さ
れ
た
が
、
人

物
た
ち
は
必
ず
し
も
場
面
を
構
成
し
て
お
ら
ず
、
演
目
ご
と
に
登
場
人
物
を
並
べ
て
い
く
、

と
い
う
手
法
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
は
先
行
解
説

Ｃ
で
、

　
　

本
作
品
は
流
光
斎
の
現
存
肉
筆
作
品
の
う
ち
で
は
大
作
で
あ
る
。
近
年
再
発
見
さ
れ
た

流
光
斎
と
耳
鳥
斎
に
よ
る
画
帖
『
梨
園
書
画
』（
図
版
19
）と
比
較
す
れ
ば
、
流
光
斎
が

い
か
に
し
て
役
者
同
士
が
舞
台
上
で
互
い
に
呼
応
し
合
う
構
図
を
発
展
さ
せ
た
か
理
解

さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
構
図
法
は
、
流
光
斎
の
役
者
絵
本
『
絵
本
行
潦
』（
寛
政
二
年

﹇
一
七
九
〇
﹈
図
版
21
）『
絵
本
花
菖
蒲
』（
寛
政
六
年
﹇
一
七
九
四
﹈
図
版
36
）で
も
見
ら

れ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
が
、
流
光
斎
や
そ
れ
に
続
く
松
好
斎
の
役
者
絵
本
は
実
際
の
舞
台
を
切
り
取

っ
て
お
り
、
正
し
く
「
舞
台
で
互
い
に
呼
応
し
合
う
」
構
図
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
狂
言
尽
図
巻
』
は
そ
う
い
っ
た
構
図
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
　『
狂
言
尽
図
巻
』
の
制
作
時
期
と
そ
の
目
的

　

役
者
と
演
目
の
特
定
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
巻
の
制
作
時
期
を
考
え
て
み
た
い
。

先
行
解
説
Ａ
、
Ｂ
は
「
寛
政
年
間
」
と
し
て
い
る
が
、
Ｃ
で
は
「
寛
政
中
・
後
期
」
と
し
、

Ｄ
で
は
、

　
　
　

松
平
進
氏
は
こ
の
作
品
の
制
作
年
代
を
寛
政
年
間（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）と
幅
を

も
た
せ
ら
れ
た
。
人
物
の
顔
面
に
白
色
顔
料
を
塗
っ
た
上
に
細
墨
線
で
目
鼻
立
ち
を
書

き
起
こ
し
、
目
の
き
わ
と
顔
の
輪
郭
に
淡
朱
の
暈
取
り
を
施
す
手
法
は
、
大
英
博
物
館

の
忠
臣
蔵
掛
軸（
図
49
）と
よ
く
似
て
い
る
。
着
物
の
裾
の
跳
ね
上
が
り
な
ど
の
表
現
に
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は
、
描
き
慣
れ
か
ら
く
る
よ
う
な
形
式
化
が
見
ら
れ
、
か
つ
背
景
に
な
る
風
景
や
家
屋

の
描
写
は
的
確
な
が
ら
も
か
な
り
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
様
式
的
に
見

て
、
本
作
品
の
制
作
時
期
は
、
流
光
斎
に
と
っ
て
役
者
絵
を
描
く
こ
と
が
か
な
り
マ
ン

ネ
リ
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
、
寛
政
期
後
半
に
置
い
て
お
き
た
い
。（
中
略
）流
光

斎
が
こ
の
よ
う
な
制
作
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
る
に
は
、
一
枚
摺
役
者
絵
の
制
作
で
役

者
絵
師
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

と
さ
ら
に
年
代
を
絞
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
中
で
背
景
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
簡
略

化
の
理
由
は
、
目
的
が
舞
台
面
を
描
く
こ
と
に
は
な
く
、
役
者
に
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
一
見
舞
台
面
を
描
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
役
者
の
対
峙
も
、
実
は
別
々
の
場

面
の
合
成
、
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
た
の
で
、
背
景
は
当
た
り
障
り
の
な
い
も
の
を
描
い

て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
制
作
時
期
を
矢
野
氏
の
よ
う
に
「
寛
政
期
後
半
」
と
す
る
の
に
は
躊
躇
い
を
感

じ
る
。
ま
ず
は
実
際
の
上
演
と
の
関
連
で
あ
る
。
先
行
解
説
の
う
ち
、
実
上
演
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
た
の
は
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
の
Ｃ
の
み
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
か
な
り
の
描
写
が
実
際

の
舞
台
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
示
せ
た
か
と
思
う
。
特
に
一
世
一
代
な
ど
記
念
碑
的
な
演

目
や
話
題
と
な
っ
た
新
作
な
ど
、
天
明
末
か
ら
寛
政
初
年
に
か
け
て
の
実
際
の
舞
台
を
虚
実

織
り
交
ぜ
な
が
ら
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
狂
言
尽
図
巻
』
中
、
配
役
だ
け
で
な
く
、

上
演
そ
の
も
の
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
少
な
く
と
も
次
の
五
つ
で
あ
る
。

4　
　
　

天
明
八
年
一
二
月　

中
の
芝
居
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」（
加
賀
屋
歌
七
一
世
一
代
）

13
、
14　

寛
政
元
年
一
二
月　

中
の
芝
居
「
け
い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」（
新
作
）

15
、
16　

寛
政
元
年
一
〇
月　

京
都
四
条
北
側
西
芝
居
「
有
職
鎌
倉
山
」（
新
作
）

20
〜
22　

天
明
七
年
三
月　

中
の
芝
居
「
大
功
真
顕
記
」（
新
作
）

23
〜
28　

寛
政
元
年
一
一
月 

中
の
芝
居
「
化
粧
六
歌
仙
」（
新
作
、
叶
雛
助
一
世
一
代
）

こ
の
よ
う
に
天
明
末
か
ら
寛
政
元
年
に
か
け
て
集
中
的
に
実
上
演
を
意
識
し
な
が
ら
、
時
間

を
隔
て
た
寛
政
後
期
に
描
く
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
絵
巻
は
後
の
一
枚
絵
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
「
今
」
を
描
い
た
も
の
で
は

な
く
、
右
の
演
目
中
、
一
番
新
し
い
「
け
い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」
時
点
で
、
6
の
初
代
嵐
吉

三
郎
、
10
の
二
代
目
三
保
木
儀
左
衛
門
、
11
の
初
代
尾
上
菊
五
郎
、
29
の
二
代
目
中
村
十

蔵
、
32
の
初
代
中
村
富
十
郎
は
故
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
憶
に
残
る
名
優
を
描
く
こ
と
に

目
的
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
寛
政
後
期
な
ら
ば
、
そ
の
間
に
も
次
々
と
新

作
は
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
寛
政
五
年
正
月
に
中
の
芝
居
で
初
演
さ
れ
た
「
け
い
せ
い

楊
柳
桜
」
に
つ
い
て
は
、
流
光
斎
自
身
が
五
枚
の
細
判
錦
絵
を
手
掛
け
て
い
る
し
、
そ
の
後

も
上
演
を
繰
り
返
す
人
気
の
演
目
と
な
っ
て
い
る
。
寛
政
後
期
の
制
作
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

な
演
目
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
に
思
え
る
。

　

そ
れ
に
加
え
、
役
者
の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
寛
政
中
期
以
降
な
ら
ば
、
役
者
評
判
記
や
『
絵

本
花
菖
蒲
』
か
ら
見
て
も
、
中
山
兵
太
郎
、
二
代
目
嵐
吉
三
郎
、
初
代
藤
川
友
吉
、
中
山
一

徳
ら
が
描
か
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
彼
ら
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
役

者
特
定
時
に
は
没
年
を
記
し
て
お
い
た
が
、
寛
政
期
に
没
し
て
い
る
役
者
が
多
い
の
で
、
か

な
り
の
役
者
が
故
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

最
後
に
「
寛
政
二
庚
戌
年
初
冬
発
行
」
の
奥
付
を
持
つ
『
画
本
行
潦
』
と
の
関
係
を
考
え

て
お
き
た
い
。
浅
野
秀
剛
氏
は
先
行
解
説
Ｂ
で
「『
画
本
行
潦
』
を
絵
巻
に
構
成
し
た
も
の

と
考
え
て
も
よ
い
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、『
狂
言
尽
図
巻
』
と
『
画
本
行
潦
』
と
の
共
通

点
は
あ
ま
り
多
い
と
は
言
え
な
い
。
冒
頭
に
芝
居
小
屋
の
櫓
を
斜
め
上
空
か
ら
描
く
こ
と
と

三
浦
泰
村
役
の
山
村
儀
右
衛
門
の
姿
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
不
思
議
な
ほ
ど
重

な
ら
な
い
。
逆
に
『
画
本
行
潦
』
と
の
一
致
を
避
け
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
で
4
か
ら
7
に
描
か
れ
て
い
る
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
は
、『
画
本
行

潦
』
で
は
天
明
八
年
の
加
賀
屋
歌
七
一
世
一
代
に
取
材
し
な
が
ら
も
、「
渋
川
藤
馬　

坂
東

岩
五
郎
、
奴
妻
平　

関
三
十
郎
」
と
「
来
国
俊　

中
村
京
十
郎
、
正
宗　

加
賀
屋
可
七
」
の

二
場
面
を
採
用
し
、
絵
巻
と
は
場
面
や
人
物
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
寛
政
元
年
に
次
々
と
生
み
出
さ
れ
た
佐
野
事
件
の
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、『
画

本
行
潦
』
は
、「
け
い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」
か
ら
「
く
ん
八　

市
川
門
十
郎
、
佐
野
源
左
衛

門　

尾
上
新
七
」、「
鎌
倉
比
事
青
砥
銭
」
か
ら
「
三
う
ら
荒
次
郎　

三
枡
徳
次
郎
、
さ
の
源

左
衛
門　

中
山
来
助
」
の
一
場
面
ず
つ
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
本
絵
巻
の
13
・
14
、
15
・

16
と
は
重
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、「
大
功
真
顕
記
」
の
京
極
内
匠
は
、
姿
は
同
じ
な
が
ら
も
、『
狂
言
尽
図
巻
』
の
役

者
20
は
片
岡
仁
左
衛
門
、『
画
本
行
潦
』
は
浅
尾
為
十
郎
と
役
者
を
替
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
大
立
者
の
得
意
芸
も
、
重
な
り
を
避
け
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。『
狂
言

尽
図
巻
』
に
描
か
れ
た
23
か
ら
28
の
「
化
粧
六
歌
仙
」
は
、
叶
雛
助
一
世
一
代
の
演
目
で
あ

っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
の
芝
居
で
の
こ
と
で
、
雛
助
は
同
時
期
、
角

の
芝
居
で
も
一
世
一
代
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寛
政
元
年
九
月
か
ら
上
演
さ
れ
た
「
清

和
源
氏
山
伏
摂
待
之
段　

忠
臣
は
た
揃
」
で
、『
画
本
行
潦
』
は
役
名
を
明
記
し
て
い
な
い

も
の
の
「
叶
雛
助
」
と
し
て
、
こ
の
所
作
事
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
故
初
代
中
村
富
十

郎
の
得
意
芸
も
、『
狂
言
尽
図
巻
』
で
は
巻
末
に
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
葛
の
葉
道
行
を
描

い
て
い
る
が
、『
画
本
行
潦
』
で
は
こ
れ
も
ま
た
役
名
な
し
で
「
中
村
富
十
郎
」
と
記
し

「
娘
道
成
寺
」
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
で
き
る
だ
け
同
演
目
の
同
場
面
を

避
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
逆
に
『
狂
言
尽
図
巻
』
と
『
画
本
行
潦
』
と
の
近
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。

　

右
の
よ
う
に
天
明
末
か
ら
寛
政
元
年
に
か
け
て
の
実
際
の
舞
台
を
意
識
し
て
描
い
た
場
面

が
あ
る
こ
と
、
役
者
の
活
躍
時
期
、
そ
し
て
『
画
本
行
潦
』
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、『
狂

言
尽
図
巻
』
は
『
画
本
行
潦
』
の
発
行
と
同
じ
寛
政
二
年
頃
の
制
作
と
考
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、『
狂
言
尽
図
巻
』
に
描
か
れ
た
配
役
、
例
え
ば
12
の
中
山
他
蔵
の
判
官
代
輝
国
役
を

寛
政
三
年
八
月
の
上
演
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
寛
政
二
年
以
降
の
実
上
演
の
中

に
見
出
す
こ
と
は
い
く
つ
か
で
き
る
。
し
か
し
、
絵
巻
制
作
後
に
役
者
が
そ
の
役
を
演
じ
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
何
の
問
題
も
な
い
。
し
か
も
、『
画
本
行
潦
』
と
『
狂
言
尽
図
巻
』
の
絵

師
は
と
も
に
流
光
斎
な
の
で
、
絵
本
発
行
前
に
制
作
す
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
流

光
斎
の
一
枚
絵
が
出
さ
れ
る
の
は
寛
政
三
年
一
二
月
か
ら
で
、
矢
野
氏
は
制
作
時
期
を
「
一

枚
摺
役
者
絵
の
制
作
で
役
者
絵
師
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
流
光
斎
は
蔀
関
月
を
師
と
し
た
大
坂
画
壇
の
絵
師
で
あ
り
、
近

年
、
役
者
絵
以
外
の
肉
筆
作
品
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
天
明
二
年
春
か
ら
、
役
者

似
顔
の
肉
筆
扇
面
で
名
を
は
せ
て
い
た
流
光
斎
で
あ
る
か
ら
、
寛
政
二
年
に
こ
の
よ
う
な
依

頼
が
く
る
の
は
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
は
、
物
故
者
も
含
め
な
が
ら
時
の
名
優
を
描
く
こ
と
、
ま
た
、
有
名
な

演
目
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
記
憶
に
新
し
い
舞
台
を
虚
実
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
描
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
『
画
本
行
潦
』
を
補
完
す
る
内
容
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
目
的
と
し
て
、
寛
政

二
年
頃
に
歌
舞
伎
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
上
方
文
化
人
が
流
光
斎
に
制
作
を
依
頼
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

　

本
文
中
に
も
記
し
た
が
、『
狂
言
尽
図
巻
』
冒
頭
題
辞
に
押
さ
れ
た
印
に
つ
い
て
は
、
全

面
的
に
水
田
紀
久
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
上
方
浮
世
絵
展
企
画
に

向
け
て
の
国
内
外
所
蔵
調
査
と
作
品
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
2
2
5
2
0
1
1
3
）の

研
究
成
果
の
一
環
で
あ
る
。

（
阪
急
文
化
財
団
）
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The Painting of Kabuki Actors Kyōgen zukushi zukan 
by Ryūkōsai Jokei

Hiroko Kitagawa

	 Kyōgen zukushi zukan (Kabuki play collection: an illustrated scroll) in the Chiba City Museum of 
Art collection is hand-painted by Ryūkōsai Jokei. It is a large work in the form of one scroll with colour 
on paper that measures 36.7× 857.5 centimetres. Although it is unsigned, a label reads “Kyōgen zukushi: 
Naniwa Ryūkōsai hitsu (Kabuki play collection: illustrated by Ryūkōsai of Osaka”, and there can be little 
doubt from the style of painting that it is by Ryūkōsai. It begins with the title “Hengen mujin (Endless 
transformations)”, possibly written by the person who commissioned the scroll. Next comes a scene of 
a play-house, and this is followed by portraits of 34 Kabuki actors. 
	 In order of appearance, the actors can be identified as Arashi Sangorō II, Nakamura Noshio II, Asao 
Tamejūrō I, Kagaya Kashichi, Nakamura Kyōjūrō, Arashi Kichisaburō I, Yamashita Yaozō I, Mimasu  
Tokujirō I, Yoshizawa Iroha I, Mihogi Gizaemon II, Onoe Kikugorō I, Nakayama Tazō, Onoe Shinshichi 
I, Yamamura Giemon II, Hanagiri Toyomatsu III, Ichikawa Danzō IV, Anegawa Shinshirō IV, Nakayama 
Raisuke II, Mimasu Daigorō II, Kataoka Nizaemon VII, Fujikawa Hachizō III, Yamashita Kinsaku II, 
Ichikawa Yaozō III, Azuma Tōzō III, Sawamura Kunitarō I, Kanō Hinasuke I, Ichiyama Tajirō, Arashi 
Bungorō, Nakamura Jūrō II, Nakamura Jūrō III, Bandō Iwagorō, Nakamura Tomijūrō I, Seki Sanjūrō I, 
Ichikawa Monzaburō I. The actors portrayed were active from the Anei period (1772 —1781) into the 
Kansei period (1789 —1801). 
	 Furthermore, the plays depicted can be identified as Kotobuki shikisanbasō, Shin usuyuki 
monogatari, Kanadehon chūshingura, Sugawara denju tenarai kagami, Keisei Sano no funahashi, Yūshoku 
Kamakurayama”, Sugata kurabe deiri no minato, Taikō shinkenki Keshō rokkasen, Hiragana seisuiki, and 
Ashiya dōman ōuchi kagami. The majority of these reflect plays actually performed on stage from the 
end of the Tenmei era (1781—1789) to the first year of Kansei (1789). In other words, Kyōgen zukushi 
zukan represents  a fanciful   interweaving of actors and plays that both preceded the creation of the 
scroll and were contemporaneous with its creation, and in this regard appears to function as a sort of 
supplement, produced perhaps in 1790, to Ryūkōsai’s illustrated actor book Ehon niwatazumi.  
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田
中
抱
二（
一
八
一
二
〜
一
八
八
五
）は
、
文
政
七
年（
一
八
二
四
）八
月
、
十
三
歳
の
年
に

酒
井
抱
一（
一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）に
入
門
し
、
師
風
を
よ
く
受
け
継
い
だ
画
と
そ
の
名
前

で
認
識
さ
れ
る
絵
師
で
あ
る
。
抱
一
は
文
政
十
一
年
十
一
月
に
没
し
た
の
で
、
六
十
歳
代
後

半
の
四
年
の
み
を
知
る
、
最
晩
年
の
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
抱
二
に
寄
せ
ら
れ
る
関
心

や
知
ら
れ
る
こ
と
は
わ
ず
か
で
、
作
品
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
『
琳
派
』
全
五
巻（
紫
紅
社
、

一
九
八
九
〜
九
二
年
刊
）に
紹
介
さ
れ
た
の
は
十
四
点
。
花
鳥
画
を
中
心
と
し
、
立
雛
図
の

よ
う
な
節
句
画
は
も
と
よ
り
仏
画
や
大
和
絵
人
物
画
も
手
堅
く
こ
な
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か

る
。
こ
れ
と
い
う
代
表
作
を
欠
く
こ
と
も
あ
っ
て
認
知
度
は
低
い
が
、
一
方
で
、
晩
年
に
回

顧
し
て
描
い
た
「
雨
華
庵
図
」（
註
1
）【
図
1
】
が
、
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
抱
一
の
住
居
、
僧
庵
で
あ
り
画
房
で
あ
っ
た

雨
華
庵
の
往
時
を
し
の
ぶ
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
か
の
抱
一
《
夏
秋
草
図
屏
風
》
の
下
絵（
出
光
美
術

館
蔵
）を
保
管
し
て
き
た
の
は
抱
二
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

抱
一
に
関
す
る
第
一
級
の
資
料
を
伝
え
た
直
弟
子
と
し
て

大
切
な
存
在
と
い
え
る
。

　

二
〇
一
一
年
に
当
館
ほ
か
で
開
催
し
た
展
覧
会
「
酒
井

抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
の
準
備
中
に
、
こ
の
抱
二
の

写
生
帖
な
ど
資
料
一
括
の
存
在
を
知
り
、
新
出
資
料
と
し

て
一
部
は
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た（
註
2
）。
本
稿
は
、
そ

の
後
当
館
寄
託
と
な
っ
た
こ
の
資
料
の
全
容
を
紹
介
し
、
幕
末
か
ら
明
治
と
い
う
時
期
を
抱

一
派
の
一
人
の
絵
師
が
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か
、
資
料
を
通
じ
て
新
た
に
知
ら
れ
る
抱
二

自
身
の
姿
と
画
業
を
追
っ
て
み
た
い
。
ま
た
抱
一
や
周
辺
の
状
況
も
極
力
抽
出
し
て
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
資
料
の
概
要

　

本
資
料
は
、
田
中
抱
二
を
先
生
と
呼
ぶ
者
が
最
終
的
に
は
整
理
し
た
よ
う
だ
が
、
抱
二
自

身
に
よ
る
整
理
を
含
め
二
、
三
の
段
階
を
経
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
註
3
）。
抱
二
だ
け
で
な

く
、
次
世
代
の
田
中
克
二
ら
の
も
の
も
一
部
に
含
ま
れ
、
冊
子
を
中
心
に
、
一
枚
ご
と
の
下

絵
や
粉
本
類
、
蔵
書
・
写
本
類
も
若
干
あ
る
。
下
絵
類
は
小
さ
い
も
の
が
主
で
、
多
数
あ
っ

た
も
の
の
ご
く
一
部
だ
ろ
う
。
蔵
書
に
は
、『
観
音
経
現
身
図
像
』（
文
政
十
一
年
序
）、『
観

音
経
和
談
抄
』（
文
政
五
年
版
）の
写
本
な
ど
、
観
音
像
を
描
く
に
長
じ
た
と
伝
え
ら
れ
た
抱

二
ら
し
い
も
の
の
ほ
か
、
交
友
関
係
を
伝
え
る
『
群
芳
暦
』（
梅
屋
敷
鞠
塢
居
士
撰
、
文
政
十

一
年
刊
）、
絵
師
と
し
て
の
関
心
を
見
る
「
狩
野
家
起
流
」『
調
度
図
会
』、
俳
諧
等
の
趣
味
を

伝
え
る
句
集
「
誰
が
家
」
の
写
本
や
『
日
課
華
摘
』『
撫
箏
雅
譜
集
』
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
抱
二
筆
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
、
冊
子
状
の
も
の
の
み
を
挙
げ
た

の
が
【
表
】
で
あ
る
。

田
中
抱
二
の
「
画
史
」

｜

酒
井
抱
一
の
晩
年
の
弟
子
が
伝
え
た
も
の

｜

松
　
尾
　
知
　
子

図
1　
「
雨
華
庵
図
」
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本
来
の
帳
面
に
、
後
に
揃
い
の
表
紙
を
付
け
「
畫
史
」（
一
部
に
は
年
号
も
入
れ
る
）と
題

さ
れ
た
一
群
、
計
三
十
冊
を
、﹇
画
史
1
〜
30
﹈
と
し
て
仕
分
け
た
。
番
号
は
、
内
容
か
ら

推
察
し
、
表
紙
の
表
記
や
装
幀
な
ど
を
鑑
み
て
導
い
た
、
お
お
よ
そ
の
筆
写
年
代
の
順
だ

が
、
確
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
や
各
冊
並
行
し
て
い
る
時
期
も
あ
る
の
で
、
厳
密
で
は
な
い
。

元
の
表
紙
に
は
、
抱
二
の
自
筆
で
「
縮
図
」「
寫
生
」「
寫
集
」「
寫
本
」「
図
本
」「
模
本
」「
畫
史
」

な
ど
と
題
さ
れ
て
お
り
、
一
部
に
は
番
号
も
振
り
、「
抱
二
」「
𨿸
旭
」
あ
る
い
は
「
隅
田
川　

抱
二
」
な
ど
と
署
名
、
捺
印
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
草
花
な
ど
の
写
生
を
中
心
に
、
自
作

の
絵
や
句
の
控
え
、
簡
略
に
記
し
た
構
想
の
よ
う
な
も
の
、
見
た
作
品
の
縮
図
や
、
故
事
な

ど
の
覚
え
他
多
岐
に
わ
た
り
、
絵
に
関
す
る
雑
記
帳
と
い
え
る
。
こ
の
他
に
、「
畫
史
」
の

題
で
は
整
理
さ
れ
な
か
っ
た
主
に
縮
図
の
み
の
冊
や
写
本
を
﹇
縮
図
類
1
〜
16
﹈
と
し
て
掲

げ
た
。

　

本
稿
で
は
こ
の
【
表
】
に
掲
げ
た
資
料
を

扱
う
こ
と
に
す
る
【
図
2
】。
時
期
が
早
い

も
の
は
、
文
政
九
年
の
﹇
縮
図
類
2
﹈
や
、

文
政
十
年
か
ら
の
も
の
と
判
明
す
る
﹇
画
史

2
﹈
で
あ
り
、
ほ
か
に
文
政
八
年
の
年
紀
と

署
名
を
伴
う
元
表
紙
の
紙
の
み
も
あ
り
、
こ

れ
は
ま
さ
に
入
門
の
年
で
あ
る
。
以
後
、
没

す
る
前
年
の
明
治
十
七
年
の
も
の
ま
で
あ

る
。
写
生
の
日
時
ほ
か
折
々
に
年
月
日
を
書

き
添
え
、
ま
た
、
年
頭
の
「
書
始
」
の
絵
や

句
を
よ
く
書
き
留
め
て
い
る
の
が
、
各
冊
の
年
代
を
知
る
の
に
役
立
つ
。
明
治
に
入
っ
て
は

さ
ら
に
丁
寧
に
「
旧
○
月
、
新
○
月
」
と
併
記
し
て
い
る
時
期
も
あ
る
。
暦
改
正
に
伴
う
こ

と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
几
帳
面
と
思
わ
れ
る
抱
二
の
性
質
に

よ
っ
て
か
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年
代
が
わ
か
る
こ
と
は
有
り
難
い
。
要
す
る
に
、
入
門
時
か
ら

最
晩
年
ま
で
の
も
の
が
、
内
容
は
断
片
的
な
が
ら
平
均
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
様
子
か

ら
想
像
す
る
に
、
他
に
も
相
当
量
の
多
様
な
資
料
が
整
理
し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
も
の
の
な
か
に
、
雨
華
庵
伝
来
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
写
し
た
、
例
え
ば

《
夏
秋
草
図
屏
風
》
の
下
絵
の
よ
う
な
資
料
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
半

は
表
紙
に
朝
顔
の
押
し
花
の
よ
う
に
し
て
模
様
を
つ
け
た
紙
を
統
一
し
て
使
っ
て
お
り（﹇
画

史
20
〜
30
﹈）、
本
人
の
真
摯
な
心
持
ち
も
思
量
ら
れ
る
。

二
、
抱
二
の
履
歴
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
こ
の
資
料
か
ら
推
察
で
き
る
履
歴
関
係
の
事
項
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
抱
二
の
履
歴
は
、〝
旧
幕
府
御
用
達
に
し
て
、
通
称
金
兵
衛

と
い
う
〞〝
抱
一
に
画
法
を
受
け
、
四
天
王
の
一
人
と
さ
れ
た
〞〝
俳
諧
も
よ
く
し
俳
号
を
鶯
居

と
い
う
〞〝
両
替
町
に
生
ま
れ
、
向
島
に
隠
れ
、
明
治
十
八
年
一
月
廿
二
日
に
没
す
。
年
七
十

余
。
寺
島
村
法
泉
寺
に
葬
る
〞（
以
上
、『
大
日
本
人
名
辞
書
』
大
正
十
五
年
な
ど
）に
ほ
ぼ
尽

く
さ
れ
て
い
る
。
没
年
を
明
治
十
七
年
、
命
日
を
一
月
十
一
日
あ
る
い
は
二
十
三
日
と
す
る

紹
介
も
あ
る
が
、
墨
田
区
東
向
島（
旧
寺
島
町
）法
泉
寺
に
現
存
す
る
墓
石
「
青
々
抱
二
墓
」

の
裏
面
に
刻
ま
れ
る
文
字
は
「
明
治
十
八
年
乙
酉
一
月
二
十
二
日
」
と
読
め
る（
註
4
）。

　
﹇
画
史
30
﹈
に
は
、
展
覧
会
へ
の
出
品
に
関
連
し
て
明
治
十
五
年
九
月
六
日
付
で
届
け
出

た
「
履
歴
書
」
の
控
え
の
記
述
が
あ
り
【
図
3
】、「
田
中
金
兵
衛
眞
昌
」
と
名
乗
り
、「
文

化
九
壬
申
二
月
十
六
日
出
生
」「
当　

七
十
一
才
」
と
し
て
い
て
、
生
年
月
日
が
確
認
さ
れ

る
。
住
所
は
「
東
京
府
下
南
葛
飾
郡
寺
嶋
村
千
四
十
五
番
地
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
期

の
地
図
で
場
所
を
明
示
で
き
る
適
当
な
も
の
が
な
い
が
、
の
ち
に
、
伊
藤
晴
雨
の
弟
・
櫟
堂

が
「
向
島
に
い
た
人
々
」（
註
5
）の
中
で
、
記
憶
を
た
ど
り
「
明
治
年
代
に
於
け
る
向
嶌
に
住

名
家
分
布
図
」
を
書
き
残
し
て
お
り
、
図
中
に
「
田
中
抱
二
」
の
名
が
確
認
で
き
る
。
秋
葉

図
2　
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神
社
の
向
か
い
で
、
は
す
向
か
い
に
は
「
清
親
」
の
文
字
が
見
え
る
の
も
興
味
深
い
。
も
っ

と
も
各
期
の
地
図
及
び
現
地
で
対
照
し
て
み
る
と
、
こ
れ
に
は
若
干
の
変
形
と
ず
れ
は
あ
る

よ
う
だ
。
ま
た
、
昭
和
初
年
に
は
ま
だ
家
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
抱
二
の
孫
弟
子

に
当
た
る
岡
田
梅
邨
が
「
百
花
園
の
傍
ら
で
玉
の
井
の
近
く
で
あ
る
」（
註
6
）と
記
し
て
い
る

そ
の
家
で
、
最
晩
年
ま
で
過
ご
し
没
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
父
に
つ
い
て
「
父
姓
名
／
田
中
源
蔵
江
戸
本
両
替
丁
出
生
／
文
化
三
寅

年
霊
巌
島
蝦
夷
會
所
御
用
達
相
勤
／
文
政
十
三
寅
年
九
月
四
日
卒
ス
」
と
記
し
て
い
る
。

　

東
向
島
の
白
髭
神
社
に
は
、
寛
政
十
三
年（
一
八
〇
一
）銘
の
石
灯
籠
が
あ
る
が
、
こ
れ
を

献
じ
た
の
が
、
本
両
替
町
の
田
中
氏
で
あ
る（
註
7
）。
同
じ
境
内
に
享
和
二
年（
一
八
〇
二
）二

月
年
紀
の
白
髭
神
社
縁
起
の
碑
が
あ
り
、「
本
両
替
町　

田
中
伊
助
建
」
と
あ
っ
て
、
橘
千

蔭
に
銘
文
を
依
頼
し
こ
れ
を
建
立
し
た
の
も
、
同
じ
者
で
あ
ろ
う
。
田
中
屋
伊
助
は
、
寛
政

十
一
年（
一
七
九
九
）に
幕
府
が
東
蝦
夷
地
を
直
轄
化
し
た
時
に
、
江
戸
で
の
御
用
取
扱
の
町

人
と
な
っ
た
三
名
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。
会
所
は
ま
も
な
く
霊
巌
島
に
あ
ら
た
に
建
設
さ

れ
た
。
伊
助
は
の
ち
に
金
六
と
な
り
、
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）に
は
御
用
達
と
な
り
苗
字
を

免
ぜ
ら
れ
て
田
中
と
な
り
、
三
人
扶
持
を
得
た
と
い
う（
註
8
）。
ま
た
、
同
じ
東
向
島
に
あ
り

江
戸
三
大
師
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
寺
島
大
師
、
蓮
花
寺
に
は
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）銘

の
大
き
な
六
角
型
春
日
灯
籠
が
あ
り
、「
願
主
田
中
金
六　

行
年
八
十
八
」
と
あ
る（
註
9
）。

前
述
の
岡
田
梅
邨
は
抱
二
の
父
を
金
六
と
伝
え
て
お
り
、﹇
画
史
７
﹈
に
は
「
田
中
金
六
庭

前
遊
」
と
記
し
た
ス
ケ
ッ
チ
【
図
4
】
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
抱
二
こ
と
田
中
金
兵
衛

眞
昌
は
、
こ
の
一
族
の
出
で
あ
ろ
う（
註
10
）。

　
「
抱
二
」
の
号
に
つ
い
て
は
、
本
資
料
で
最
も
早
い
文
政
八
年
の
元
表
紙
よ
り
「
抱
二
」

と
署
名
し
て
お
り
、「
抱
二
」
白
文
方
印
も
翌
年
の
も
の
に
は
す
で
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
本

文
中
で
は
、「
抱
二
」
朱
文
壺
印
が
文
政
十
三
年
四
月
十
三
日
の
写
生
脇
に
捺
さ
れ
て
い
る

（﹇
画
史
3
﹈）。
文
字
で
は
天
保
三
年
四
月
七
日
に
「
雨
華
門
人
抱
二
写
生
」
と
書
い
て
い
る

の
が
早
い
。
元
表
紙
の
自
筆
書
き
入
れ
は
同
時
期
の
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、「
抱
二
」
は
、
十
三
歳
で
入
門
し
て
す
ぐ
、
抱
一
在
世
中
の
当
初
か

ら
の
号
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ほ
か
に
、
初
期
か
ら
「
𨿸（
鶏
）旭
」
と
名
乗
っ
て

お
り
、
生
涯
を
通
じ
「
青
々
」「
華
月
」「
文
村（
邨
）」「
軽
挙
」「
養
真
」「
文
真
」
な
ど
、
比
較
的

後
期
に
「
鶯
居
」「
風
来
」「
元
真
」、
晩
年
の
印
文
に
「
一
司
」、
明
治
十
六
年
よ
り
「
空
阿

弥
」、
ま
た
「
真
昌
」「
宗
冝
」
と
も
名
乗
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
に
は
、「
金
平
改
め
清
右
衛

門
」
と
記
す
と
こ
ろ
が
あ
る（﹇
画
史
25
﹈）。

　

向
島
へ
隠
居
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
い
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
元
表
紙
に
は
し
ば
し
ば

「
隅
田
川
」
と
称
し
て
い
る
が
、
早
い
の
は
﹇
画
史
19
﹈（
安
政
五
年
・
一
八
五
八
か
弘
化
三

年
・
一
八
四
六
）で
あ
る
。
文
久
元
年（
一
八
六
一
）の
『
広
益
諸
家
人
名
録
』
に
も
「
隅
田

川　

田
中
抱
二
」
と
出
て
い
る
が
、
本
書
で
住
所
を
「
隅
田
川
」
と
記
す
の
は
抱
二
の
み
で

あ
る
。
田
中
家
の
出
身
地
で
あ
り
、
近
隣
で
、
墓
所
で
あ
る
晴
河
山
法
泉
寺
へ
は
、
早
く
文

図
3

図
4
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画
史
　（
新
表
紙
に
「
畫
史
」
と
題
さ
れ
た
も
の
）

№

名
称（
外
題
な
ど
）

（
元
表
紙
の
題
と
署
名
）

（
元
表
紙
の
印
）

形
状

寸
法（
㎝
）

制
作
時
期（
推
定
）

備
考

1
「
文
政
十
一　

畫
史
」

「
縮
図　
　

抱
二
」

一
冊

二
三
・
六
×
一
七
・
〇

文
政
一
一
年（
一
八
二
八
）〜

天
保
四
年（
一
八
三
三
）頃

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
十
一

年
三
月
吉
日
」
と
あ
り

2
「
丁
亥
入
門
第
一　

畫
史　

一
」
「
丁
亥　

寫
生　

一　

雞
旭
」／

「
寅
春　

写
生　

二　

抱
二
」

「
抱
二
」
白
文
方
印
／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

合
一
冊

二
二
・
五
×
一
六
・
九

文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）／

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

3
「
文
政
寅
春　

畫
史　

二
」

「
寅
春　

寫
正　

三　

抱
二
」

「
抱
弐
」
朱
文
方
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
五
×
一
六
・
六

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

4
「
文
政
寅
仲
夏　

畫
史
」

「
寅
仲
夏　

寫
正　

四　

抱
二
」　

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
一
×
一
六
・
三

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

5
「
文
政
寅
仲
夏　

畫
史　

五
」

「
寫
生
本　

雞
旭
抱
二　

五
」／

「
寅
仲
夏　

写
生　

五　

抱
二
」

「
抱
弐
」
朱
文
方
印
／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印

合
一
冊

二
四
・
〇
×
一
六
・
七

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

一
冊
目
の
も
と
裏
表
紙
に

「
文
政
丁
亥
四
月
」
と
あ
り

6
「
文
政
畫
史　

六
」

「
寅
初
夏　

写
生　
　

六　

抱
二
」／

「
寅
孟
夏　

寫
正　
　

七　

鶏
旭
」

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、
朱
文
重
郭
長
方
印

（
関
防
）／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

合
一
冊

二
四
・
四
×
一
七
・
〇

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
年

（
一
八
三
〇
）

7
「
文
政
寅　

畫
史　

四
」

「
寅
驕
陽　

寫
正　
　

八　

抱
二
」／

「
寅
仲
夏　

寫
生　
　

抱
二
」

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）／

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

合
一
冊

二
三
・
九
×
一
六
・
二

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
〜
天

保
三
年（
一
八
三
〇
〜
三
二
）

8
「
文
政
寅
仲
秋　

畫
史　

三
」

「
寅
仲
秋　

寫
正　
　

十　

抱
二
」　

「
抱
二
」
朱
文
壺
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
七
×
一
六
・
〇

文
政
一
三
﹇
天
保
元
﹈
〜
天

保
九
年（
一
八
三
〇
〜
三
八
）

9
「
寅
春　

畫
史
」

「
縮
図　
　

文
村
」

「
抱
二
」
白
文
方
印
、「
青
々
園
」
朱
文
重

郭
長
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
九
×
一
七
・
三

天
保
一
一
〜
一
三
年（
一
八

四
〇
〜
四
二
）か

10
「
畫
史
」

「
写
本　

青
々
」

「
文
村
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
〇

天
保
一
三
年（
一
八
四
二
）

11
「
卯
夏　

畫
史
」

「
寫
本　

青
々
」

「
文
村
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
三
×
一
六
・
七

天
保
一
四
〜
一
五
年（
一
八

四
三
〜
四
四
）

12
「
畫
史
」

「
寫
本　
　

青
々
抱
二
」

「
文
村
？
」
朱
文
内
瓢
方
印

一
冊

二
四
・
三
×
一
七
・
二

天
保
一
五
﹇
弘
化
元
﹈
〜
弘

化
二
年（
一
八
四
四
〜
四
五
）

13
「
弘
化
辰
春　

畫
史
」

「
寫
本　

華
月
」

（
方
印
あ
り
）

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
五

天
保
一
五
﹇
弘
化
元
﹈
〜
弘

化
二
年（
一
八
四
四
〜
四
五
）

14
「
畫
史
」

（
題
な
し
）

一
冊

二
四
・
一
×
一
七
・
二

天
保
一
五
﹇
弘
化
元
﹈
〜
弘

化
三
年（
一
八
四
四
〜
四
六
）

15
「
未
夏　

畫
史
」

「
寫
本　
　

養
真
ヵ
」

「
抱
二
」
白
文
方
印

一
冊

二
三
・
八
×
一
七
・
二

弘
化
三
〜
五
﹇
嘉
永
元
﹈
年

（
一
八
四
六
〜
四
八
）

も
と
裏
表
紙
に
「
弘
化
三
丙

む
ま
の
と
し
…
…
」
と
あ
る
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16
「
戊
申
春　

畫
史
」

「
寫
集　
　

戊
申
春　

軽
挙
」

「
軽
挙
道
人
」
朱
文
重
郭
方
印

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
一

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）

17
「
丑
春　

畫
史
」

（
題
な
し
）

一
冊

二
三
・
八
×
一
六
・
九

嘉
永
二
〜
三
年（
一
八
四
九

〜
五
〇
）

（
外
表
紙
の
表
記
は
誤
り
か
）

18
「
庚
戌
秋　

畫
史
」

「
図
本　

庚
戌
秋　
　

青
々
」／

「
人
物
縮
図　
　

華
月（
花
押
）」

「
軽
挙
」
朱
文
瓢
印
／

合
一
冊

二
三
・
二
×
一
六
・
一

嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）

19
「
午
秋　

畫
史
」

「
午
秋　

寫
本　
　

隅
田
か
わ　

軽
挙
」
「
文
村
」
朱
文
内
壺
形
方
印
、「
□
画
□

□
」
白
文
方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
五
×
一
六
・
八

安
政
五（
一
八
五
八
）か

弘
化
三
年（
一
八
四
六
）か

20
「
申
仲
秋　

畫
史
」

「
申
仲
秋　
寫
本　
　

隅
田
か
わ　
抱
二
」
「
□
画
□
□
」
白
文
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
〇

万
延
元
〜
文
久
元
年（
一
八

六
〇
〜
六
一
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

21
「
酉
仲
夏　

畫
史
」

「
酉
仲
夏　
寫
本　
　
隅
田
か
わ　
文
邨
」
（
方
印
あ
り
）

一
冊

二
四
・
〇
×
一
六
・
五

文
久
元
〜
二
年（
一
八
六
一

〜
六
二
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

22
「
戌
初
秋　

畫
史
」

「
戌
初
秋　
模
本　
　
隅
田
か
わ　
抱
二
」
「
抱
弐
子
」
朱
文
方
印
、「
□
画
□
□
」
白

文
方
印（
関
防
）

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
〇

文
久
二
〜
三
年（
一
八
六
二

〜
六
三
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

23
「
寅
春　

畫
史
」

「
畫
史　

抱
二
」／

（「
酉
秋　

角
田
か
わ　

抱
二
」）

朱
文
方
印
「
光
村
」／

（「
青
々
」
朱
文
重
郭
長
方
印
）　

合
一
冊
か

二
三
・
八
×
一
六
・
八

慶
応
元
〜
二
年（
一
八
六
五

〜
六
八
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

24
「
辰
冬　

畫
史
」

「
辰
冬　

畫
史　
　

抱
二
」

（
印
な
し
）

一
冊

二
三
・
七
×
一
六
・
九

明
治
元
〜
三
年（
一
八
六
八

〜
七
〇
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

25
「
午
夏　

畫
史
」

「
午
夏　

畫
史　
　

抱
二
」

「
？
」
朱
文
楕
円
印

一
冊

二
三
・
九
×
一
六
・
八

明
治
三
〜
六
年（
一
八
七
〇

〜
七
三
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

26
「
戌
春　

畫
史
」

「
模
本　
　

隅
田
か
わ　

抱
二
」

「
文
村
」
朱
文
瓢
印
、「
□
画
□
□
」
白
文

方
印（
関
防
）

一
冊

二
三
・
五
×
一
六
・
九

明
治
六
〜
八
年（
一
八
七
三

〜
七
五
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

27
「
子
の
は
る　

畫
史
」

「
子
の
は
る　
畫
史　
　
す
み
た
川　
抱
二
」
「
抱
弐
子
」
朱
文
方
印

一
冊

二
三
・
九
×
一
六
・
五

明
治
九
〜
一
〇
年（
一
八
七

六
〜
七
七
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

28
「
寅
の
は
る　

畫
史
」

「
寅
の
は
る　
畫
史　
　
す
み
た
川　
抱
二
」
「
軽
挙
道
人
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
五
×
一
六
・
七

明
治
一
一
〜
一
五
年
(
一
八

七
八
〜
八
二
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

29
「
畫
史
」

（
表
紙
な
し
）

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
七

明
治
一
三
〜
一
七
年（
一
八

八
〇
〜
八
四
）

30
「
午
の
は
る　

畫
史
」

「
午
の
は
る　
畫
史　
　
す
み
た
川　
抱
二
」
「
寶
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
五
×
一
七
・
二

明
治
一
五
〜
一
七
年（
一
八

八
二
〜
八
四
）

（
朝
顔
押
し
花
模
様
）

も
と
表
紙
残
欠
、
裏
表
紙
残
欠
「
文
政
八
酉
年　

抱
二
」

二
枚

文
政
八
年（
一
八
二
五
）
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政
十
三
年（
一
八
三
〇
、
十
九
歳
）に
は
、
写
生
で
頻
繁
に
訪
れ
て
お
り
、「
四
月
八
日　

於

法
泉
寺
写
之
」「
五
月
八
日　

於
晴
河
精
舎
写
生
」
な
ど
と
記
し
て
い
る（
註
11
）。
次
い
で
梅
屋

敷
へ
も
よ
く
訪
れ
て
い
る
。
抱
二
は
俳
諧
を
よ
く
し
句
作
は
生
涯
続
け
て
い
る
が
、
早
く
か

ら
「
隅
田
川
」
を
詠
み
込
む
こ
と
が
多
い
。
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）、
墨
堤
の
花
勧
進
を
百

花
園
の
二
代
目
鞠
塢
と
蒔
絵
師
の
中
山
胡
民
と
と
も
に
行
っ
た
が
、
そ
こ
に
も
地
元
感
覚
が

に
じ
む
。
か
な
り
早
く
か
ら
向
島
に
居
住
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

成
田
山
、
江
の
島
、
鎌
倉
等
に
赴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
数
点
の
古
物
や
抱
一
の
亀
図
額
な
ど
を

写
し
て
い
る
が
詳
し
い
記
述
は
な
く
、
他
に
出
先
と
し
て
は
、
王
子
稲
荷
、
玉
川
な
ど
の
近

郊
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
遠
出
し
た
形
跡
は
な
い
。
弘
化
五
年（
一
八
四
八
）の
宝
生
大
勧
進

能
に
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
連
日
訪
れ
た
の
か
、
長
々
と
演
目
等
を
記
し
て
い
る
。

　

天
保
十
五
年（
一
八
四
四
）、
抱
二
は
三
十
三
歳
で
あ
る
が
、
婚
礼
の
式
に
つ
い
て
次
第
を

具
体
的
に
書
き
綴
っ
て
い
る（﹇
画
史
11
﹈）。
あ
る
い
は
本
人
の
結
婚
に
際
し
て
の
覚
え
で
あ

縮
図
類

1

抱
一
手
鑑
の
縮
図

「
雨
華
主
人
筆　

手
鑑
」

一
冊

二
八
・
〇
×
二
〇
・
八

2
「
文
政
九
丙
戊　

縮
図
」

「
縮
図
本　

抱
二　

壱
」

一
冊

二
三
・
八
×
一
六
・
六

文
政
九
年（
一
八
二
六
）

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
九
丙

戌
年
／
九
月
□
日
／
抱
二
」

と
あ
り

3
「
文
政　

縮
図
」

「
雞
旭
縮
図　

二
」

「
抱
二
」
朱
文
内
円
外
郭
方
印

一
冊

二
四
・
〇
×
一
七
・
〇

4
「
文
政
十
年　

古
画
縮
図
」

「
古
画
縮
図　

雞
旭
抱
二　

三
」

一
冊

二
四
・
二
×
一
七
・
〇

文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
十
亥

年
／
三
月
廿
日
」
と
あ
り

5
（
縮
図
帖
）

「
縮
図　

鶏
旭
」

一
冊

二
〇
・
九
×
一
三
・
五

文
政
一
二
年（
一
八
二
九
）

も
と
裏
表
紙
に
「
文
政
十
二

丑
年
」
と
あ
り

6
（
縮
図
帖
）

（
表
紙
な
し
）

一
冊

二
六
・
〇
×
一
八
・
〇

7

筆
法
伝

「
筆
法
伝
」

一
冊

二
七
・
三
×
一
九
・
九

8

紋

「
紋　

華
月（
花
押
）」

一
冊

一
九
・
九
×
一
三
・
〇

9
『
和
漢
研
譜
』
写
本

「
文
政
十
年
和
漢
研
譜
／
華
月
抱
二
蔵
」
「
華
月
庵
」
朱
文
扇
形
印

一
冊

二
三
・
四
×
一
六
・
〇

文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）

10

定
家
十
二
月
の
薬
玉

「
定
家
十
二
月
の
薬
玉
」

一
冊

二
七
・
三
×
一
九
・
四

11

三
十
六
歌
仙
図
写
し

「
三
十
六
歌
仙
」

一
冊

二
七
・
五
×
三
九
・
四

12

職
人
歌
合
写
し

「
職
人
歌
合
」

一
冊

一
九
・
八
×
二
五
・
〇

13
「
牛
の
図　

縮
図
」

「
縮
図
本　

花
月
」

「
抱
二
」
朱
文
内
坪
外
郭
長
方
印

一
冊

二
四
・
五
×
一
七
・
一

天
保
一
〇
〜
一
一
年（
一
八
二
九

〜
四
〇
）か

14

正
倉
院
御
物
写
し

「
正
倉
院　

御
物
写
／
明
治
十
一
寅

八
月
日
」

「
抱
二
」
白
文
方
印

一
冊

二
四
・
二
×
一
六
・
八

明
治
一
一
年（
一
八
七
八
）八
月

15

観
古
美
術
会
出
品
物
の
縮
図

「
明
治
十
三
年
辰
五
月
／
美
術
会
出

品
内
縮
図
／
青
々
抱
二
」

「
寶
二
」
朱
文
方
印

一
冊

二
四
・
四
×
一
七
・
四

明
治
一
三
年（
一
八
八
〇
）五
月

16

手
遊
集

「
抱
二
寫
生　

手
遊
集
」

「
百
廿
四
図　

外
三
図
板
摺
」

「
青
々
」
朱
文
円
印

「
青
々
庵
」
朱
文
円
印
「
青
々
」

一
冊

（
一
二
四
図
貼
込
）

二
五
・
〇
×
三
三
・
八

文
政
九
年（
一
八
二
六
）〜
明
治

（
裏
表
紙
）「
明
治
四
十
二
年

九
月
改
」
と
あ
り
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ろ
う
か
。
し
か
し
、
家
族
に
つ
い
て
書
く
と
こ
ろ
は
未
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。「
抱
二
秘
蔵

の
猫
」
に
つ
い
て
は
二
カ
所
以
上
に
出
て
き
て
何
度
も
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
り
、「
猫　

名
ハ

福
ト
号
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
の
だ
が
。

　

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）十
一
月
二
十
九
日
、
抱
二
は
五
十
四
歳
で
あ
る
が
、「
尊
師
抱
一

上
人
の
御
忌
日
な
れ
ば
」「
髪
を
剃
り
こ
ぼ
し
」
と
記
し
て
い
る（﹇
画
史
23
﹈）。
こ
の
と
き
、

剃
髪
に
関
し
て
の
句
作
も
多
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
年
の
八
月
、
雨
華
庵
が
火
災
に
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
触
れ
た
と
こ
ろ
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

　

こ
の
五
十
歳
代
半
ば
頃
よ
り
、
夢
に
関
す
る
記
述
と
絵
が
大
変
多
く
な
る
の
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
寿
老
や
大
黒（﹇
画
史
27
﹈）【
図
5
】、
黄
金
の
大
日
如
来（﹇
画
史
28
﹈）や
観
音
像（﹇
画

史
30
﹈）な
ど
、
夢
中
に
出
た
神
仏
な
ど
に
つ
い
て
は
、
絵
を
念
入
り
に
彩
色
も
し
て
描
き
留

め
て
お
り
、
時
々
内
容
も
文
字
で
綴
っ
て
い
る
。
鯛
二
尾（﹇
画
史
23
﹈）、
貝（﹇
画
史
24
﹈）、

架
鷹
図（﹇
画
史
25
﹈）な
ど
、
丁
寧
に
署
名
ま
で
添
え
て
描
く
と
こ
ろ
の
多
く
が
吉
夢
の
絵
で

あ
る
。「
禁
酒
」
と
書
い
て
あ
る
旭
日
に
猿
の
絵
【
図
6
】
は
、
文
久
二
年（
一
八
六
二
）十

二
月
四
日
夜
に
現
れ
た
夢
ら
し
い（﹇
画
史
22
﹈）。
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）八
月
二
十
日
夜

に
は
、「
抱
一
上
人
御
筆
」
の
絵
で
胸
に
「
抱
一
」
円
印
を
書
い
た
大
黒
も
登
場
す
る
【
図

７
】（﹇
画
史
30
﹈）。
こ
の
よ
う
に
絵
の
枠
線
を
引
き
落
款
も
入
れ
て
一
幅
の
絵
の
縮
図
の
よ

う
に
描
く
こ
と
も
多
い
。【
図
8
】
の
三
幅
対
の
縮
写
も
夢
に
出
て
き
た
抱
一
上
人
の
絵
で
、

各
幅
の
大
き
さ
が
違
っ
た
な
ど
と
記
す（﹇
画
史
28
﹈）。
そ
の
心
性
と
、
掛
物
な
ど
の
形
に
納

め
て
描
く
と
こ
ろ
な
ど
記
録
の
行
為
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
夢
に
関
わ
る
風
習
や
絵

師
の
仕
事
に
つ
い
て
の
多
く
が
含
ま
れ
る
よ
う
だ
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

日
記
的
な
記
述
は
な
く
日
々
の
行
状
は
わ
か
ら
な
い
が
、
六
十
歳
代
の
抱
二
は
、
明
治
維

新
後
の
新
政
府
主
導
の
万
国
博
覧
会
や
内
国
絵
画
共
進
会
な
ど
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
り
、

御
用
に
応
え
つ
つ
も
、
概
ね
、
向
島
の
文
化
圏
に
て
雨
華
庵
の
遺
産
を
物
心
と
も
に
受
け
継

い
で
、
そ
の
道
を
歩
む
こ
と
を
自
他
共
に
認
め
た
絵
師
人
生
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
鈴
木
其
一
や
池
田
孤
邨
の
よ
う
に
抱
二
が
多
く
の
弟
子
と
と
も
に
あ
っ
た
気
配
は

本
資
料
か
ら
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
泉
梅
一
、
抱
叔
、
蒔
絵
師
の
小
川
松
民
な

図
5

図
6

図
7

図
8
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図
9

図
10

図
11

図
12

図
13

図
16

図
15

図
14
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ど
、
抱
二
に
学
ん
だ
と
い
う
者
の
名
前
が
ほ
か
で
若
干
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る（
註
12
）。
抱

一
没
後
の
雨
華
庵
は
、
僧
庵
の
継
承
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
雨
華
庵
代
々
と
か
つ
て

の
門
人
た
ち
と
の
関
わ
り
や
、
門
人
相
互
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
今

後
一
つ
一
つ
の
事
例
か
ら
紡
い
で
解
き
明
か
し
て
い
く
ほ
か
な
い
。
ち
な
み
に
前
述
の
人
名

録（
天
保
七
年
版
）で
は
、「
雨
華
庵
参
議
」
と
さ
れ
た
鶯
蒲
の
と
こ
ろ
に
は
「
会
日
一
六
」、

鈴
木
其
一
の
と
こ
ろ
に
は
「
会
日
五
十
一
」
と
あ
っ
て
、
人
の
出
入
り
が
う
か
が
え
る
。
抱

二
は
後
に
、
雨
華
庵
図
に
「
稽
古
日
一
六
」
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
引
き
継
が

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
資
料
か
ら
察
せ
ら
れ
る
こ
と
は
未
だ
少
な
く
、
名
前
が
出
て

く
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
い
。
現
時
点
で
は
一
箇
所
、
蓬
莱
山
に
鶴
亀
の
横
幅
に
「
必
葊
か

ら
来
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
見
出
せ
る（﹇
画
史
14
﹈）の
を
報
告
し
て
お
く
。

三
、
抱
二
の
作
画
に
つ
い
て

　
﹇
画
史
﹈
の
内
容
の
大
半
を
占
め
る
の
は
写
生
で
あ
る
。
文
政
期
の
写
生
で
は
草
花
が
中

心
で
、
最
初
の
一
冊
は
、
キ
ノ
コ
の
写
生
よ
り
始
ま
り
【
図
9
】、
他
に
は
動
物
や
昆
虫
な

ど
を
別
紙
に
描
い
た
も
の
を
丸
く
切
り
取
り
、
貼
り
付
け
た
も
の
が
多
い
。
カ
ブ
ト
ム
シ
、

モ
グ
ラ
か
ら
目
刺
し
ま
で
、
た
ど
た
ど
し
い
描
き
ぶ
り
な
が
ら
、
真
面
目
な
取
り
組
み
が
ほ

ほ
え
ま
し
い
。
抱
一
の
生
前
の
日
付
が
明
ら
か
な
の
は
縮
図
の
方
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
雨

華
庵
で
の
稽
古
と
し
て
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。﹇
画
史
3
﹈
か
ら
は
絵
に
日
付
を
添
え
る

よ
う
に
な
る
。﹇
画
史
3
〜
8
﹈
は
い
ず
れ
も
文
政
十
三
年
の
も
の
で
、
抱
二
は
十
九
歳
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
草
花
の
写
生
図
で
、
こ
の
日
付
を
見
て
い
く
と
、
三
月
か
ら
七
月
ま
で

の
連
日
で
、
各
冊
で
日
付
が
一
部
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
並
行
し
て
数
冊
を
描
い
て
い
る
よ

う
だ（
註
13
）。
ま
た
、
例
え
ば
﹇
画
史
3
﹈
の
四
月
二
十
四
日
の
写
生
に
、
七
月
三
十
一
日
に

一
部
分
を
描
き
加
え
る
と
い
う
追
記
も
所
々
で
し
て
い
る
。﹇
画
史
6
﹈
で
は
四
月
十
二
日

か
ら
五
月
一
日
ま
で
毎
日
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
一
ペ
ー
ジ
に
つ
き
一
種
を
描
き
、
花
の
名
前

を
添
え
、
図
譜
の
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　

時
期
的
に
ほ
と
ん
ど
途
切
れ
ず
早
期
の
も
の
は
特
に
写
生
が
続
く
本
資
料
か
ら
は
、
次
第

に
筆
遣
い
が
こ
な
れ
、
線
質
が
繊
細
に
、
う
ま
く
な
っ
て
ゆ
く
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う

し
た
草
花
の
写
生
は
、
最
晩
年
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
つ
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
や
、
他
に
二
十
点
程
度
管
見
に
入
っ
た
抱
二
の
作
品
を
見
る

と
、
抱
一
風
の
花
鳥
画
、
抱
一
派
ら
し
い
図
様
の
物
語
絵
、
歌
仙
絵
、
故
事
人
物
図
、
紙
雛

図
な
ど
の
節
句
絵
、
仏
画
等
、
一
通
り
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
こ
な
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

本
資
料
の
﹇
画
史
﹈
冊
に
は
、
抱
二
自
身
の
作
品
の
控
え
の
縮
図
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、

花
鳥
画
の
ほ
か
に
、
仏
画
や
画
賛
も
の
の
制
作
は
多
く
、
屏
風
や
小
襖
な
ど
調
度
品
の
制
作

も
多
数
行
っ
た
よ
う
だ
。
各
種
の
装
飾
模
様
や
紋
な
ど
の
学
習
、
資
料
収
集
の
跡
も
あ
る
。

工
芸
品
の
縮
図
も
丁
寧
に
写
し
た
も
の
が
あ
り
、
光
琳
蒔
絵
の
印
籠
は
い
く
つ
も
写
し
て
い

る
。
工
芸
品
の
下
絵
の
よ
う
な
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
り
、
集
中
し
て
多
数
が
残
る
鶴
の

下
絵（﹇
画
史
29
﹈）の
よ
う
な
存
在
や
描
き
ぶ
り
か
ら
類
推
し
て
、
蒔
絵
の
意
匠
も
少
な
か
ら

ず
手
が
け
た
よ
う
だ
。

　

抱
二
作
品
の
紹
介
自
体
が
少
な
い
だ
け
に
、
現
存
作
と
の
対
応
を
探
る
の
は
困
難
な
が

ら
、
例
え
ば
《
勿
来
関
》
双
幅（
個
人
蔵
【
図
10
】）は
、﹇
画
史
20
﹈（【
図
11
】）に
書
き
留
め

ら
れ
た
作
品
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
、
仕
上
げ
た
直
後
の
控
え
と
す
れ
ば
、
万
延
元
年（
一
八

六
〇
）頃
、
抱
二
四
十
九
歳
頃
の
作
と
わ
か
る
。「
青
々
抱
二
筆
」
の
款
記
に
「
華
月
」
朱
文

方
印
が
あ
る
。
こ
の
時
期
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
画
題
で
、
孤
邨
に
は
抱
一
の
《
絵
手
鑑
》

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）に
あ
る
勿
来
関
図
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
作
例
も
あ
る
が
、
抱
二
は

姿
に
少
し
変
化
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
図
様
の
大
略
と
落
款
の
位
置
を
描
き
留
め
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
時
折
款
記
も
書
き
控
え
て
い
る
。

　

当
館
所
蔵
の
《
伊
勢
物
語
・
四
季
花
鳥
図
》【
図
12
】
は
、
抱
二
が
最
も
期
待
さ
れ
た
で
あ
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ろ
う
典
型
的
な
様
式
と
図
様
を
示
す
作
例
で
あ
る
。
六
図
の
揃
い
で
あ
る
こ
と
と
二
図
が
向

か
い
あ
っ
て
い
た
よ
う
な
傷
み
の
あ
と
か
ら
み
て
、
屏
風
貼
り
込
み
で
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。「
抱
二
筆
」
と
し
「
青
々
」
朱
文
円
印
が
あ
る
。
型
ど
お
り
の
彩
色
が
重
く
平
板
な

こ
と
は
否
め
な
い
が
、
丁
寧
な
描
き
ぶ
り
で
あ
り
、
野
澤
堤
雨（
一
八
三
七
〜
一
九
一
七
）が

傷
ん
だ
部
分
を
補
修
し
た
と
画
中
に
署
名
し
て
い
る
経
緯
に
面
白
味
が
あ
る
。
孤
邨
門
下
の

堤
雨
は
抱
二
の
隣
人
で
あ
り
、
本
資
料
中
に
も
、「
堤
雨
君
」
と
記
す
と
こ
ろ
や
、
堤
雨
の

春
興
摺
物
が
何
枚
も
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
年
齢
は
二
十
五
歳
下
と
離
れ
る
が
、
向
島

の
文
人
と
し
て
の
性
質
も
近
く
、
交
流
が
想
定
さ
れ
る
。﹇
画
史
23
﹈
に
は
本
図
の
冬
の
図

と
よ
く
似
た
構
図
が
構
想
さ
れ
て
い
る
の
が
見
出
せ
る
。
こ
の
と
き
は
慶
応
二
年
、
抱
二
は

五
十
五
歳
で
あ
る
が
、
本
図
は
も
う
少
し
早
い
制
作
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
今
後
も
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　
﹇
画
史
15
﹈
に
は
自
身
の
印
を
印
譜
の
よ
う
に
多
数
捺
す
と
こ
ろ
が
あ
る
【
図
13
】。
弘
化

五
年（
一
八
四
八
）、
抱
二
三
十
七
歳
当
時
の
も
の
で
あ
る
。「
文
村
」
朱
文
円
印
の
左
に
は

「
弘
申
正
月
十
六
日
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
が（
申
は
弘
化
五
年
）、
こ
の
印
の
で
き
た

日
で
あ
ろ
う
か
。「
文
村
」
円
印
は
、
抱
二
の
《
垣
に
秋
草
図
屏
風
》（
細
見
美
術
館
蔵
）に
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
弘
化
五
年
以
降
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ

こ
に
は
見
ら
れ
な
い
梵
字
の
楕
円
印
が
、《
騎
龍
観
音
》（
個
人
蔵
）【
図
14
】
に
用
い
ら
れ
る

が
、﹇
画
史
25
﹈
中
に
捺
印
し
て
「
庚
午
夏
日
刀
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
図
は
、

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）以
降
晩
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
少
し
前
の
同
年
、
こ
の

文
字
を
書
き
、「
抱
二
ト
云
ト
申
義
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
印
に
し
た
よ
う
だ
。

　

通
覧
す
る
と
、
三
十
歳
代
半
ば
頃
か
ら
、
筆
線
も
明
ら
か
に
こ
な
れ
た
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、﹇
画
史
20
﹈
辺
り
か
ら
屏
風
や
襖
な
ど
の
制
作
が
相
次
い
で
い
る
様
子
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
作
に
は
、
四
季
の
花
鳥
画
を
主
と
し
て
、
抱
二
が
期
待
さ
れ
得

意
と
し
た
領
域
が
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

抱
一
派
に
多
数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
抜

き
出
し
派
生
さ
せ
た
よ
う
な
一
幅
、
双
幅
、
三
幅
対
な
ど
を
含
め
、
抱
一
派
の
得
意
分
野
と

し
て
多
く
の
要
望
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
抱
二
も
よ
く
制
作
し
て
お
り
、
部
分
に
少
し
ず
つ
変

化
を
加
え
な
が
ら
、
あ
る
い
は
俳
賛
を
加
え
て
趣
を
変
え
な
が
ら
手
が
け
て
い
た
様
子
が
伝

わ
る
。
明
ら
か
な
十
二
図
セ
ッ
ト
の
作
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、﹇
画
史
20
﹈
に
「
□
月
頼

ミ　

十
二
月
屏
風
」【
図
15
】（
文
久
元
年
・
一
八
六
一
、
五
十
歳
）が
あ
り
、
右
端
の
一
月
か

ら
順
に
、
竹
に
鶯
ヵ
、
菜
の
花
に
雲
雀
ヵ
、
藤
図
、
麦
と
芥
子
に
小
禽
、
立
葵
に
鶏
、
太
藺

と
水
葵
、
女
郎
花
な
ど
の
秋
草
図
、
雨
中
芙
蓉
に
小
禽
、
柿
に
目
白
ヵ
、
枯
芦
に
水
禽
、
枇

杷
ヵ
に
小
禽
、
月
下
木
菟
と
い
う
十
二
図
で
屏
風
に
仕
立
て
て
い
る
。
菜
の
花
に
雲
雀
の
図

は
、
下
に
春
草
を
小
さ
く
配
す
る
と
こ
ろ
な
ど
抱
一
の
宮
内
庁
本
の
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
の
そ

れ
を
反
転
し
つ
つ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
柿
に
目
白
の
図
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
木
菟

の
姿
や
木
と
の
関
係
は
、《
絵
手
鑑
》
の
図
を
応
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。
立
葵
に
鶏
を
取
り

合
わ
せ
る
こ
と
や
、
何
月
に
何
を
当
て
る
か
と
い
う
よ
う
な
月
の
構
成
は
異
な
る
と
こ
ろ
も

多
い
。
そ
の
少
し
後
、「
萬
や
」
依
頼
に
よ
る
花
鳥
画
【
図
16
】
で
は
、
雨
中
の
紫
陽
花
図

と
対
に
な
る
秋
草
図
な
ど
の
取
り
合
わ
せ
を
検
討
し
、
最
終
的
に
水
鶏
の
い
る
草
花
図
と
し

た
と
い
う
過
程
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
左
ペ
ー
ジ
に
紙
が
貼
り
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

秋
草
図
は
、
抱
一
の
《
夏
秋
草
図
屏
風
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）右
隻
に
あ
る
朝
顔
の
絡
ま

る
薄
や
、
透
か
し
見
え
る
ハ
カ
タ
ユ
リ
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
反
転
し
た
格
好
で
型
と
し
て
利

用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
縮
図
、
原
寸
の
写
し
、
下
絵
等
々
を
活
用
し
、
こ
の

よ
う
に
し
て
抱
一
派
と
し
て
の
型
の
蓄
積
に
努
め
て
い
た
と
わ
か
る
。

　

自
作
の
縮
写
で
は
、
絵
の
依
頼
主
の
名
前
も
時
折
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
○
○
頼
ミ　

×
月
×
日
認
メ
」
と
い
う
書
き
添
え
を
よ
く
行
っ
て
お
り
、
○
○
が
納
入
先
ら
し
く
、「
市

川
圓
蔵
」「
千
家
」「
松
田
氏
」「
吉
池
氏
」「
東
民
」「
小
泉
」「
二
葉
殿
」【
図
17
】「
小
川
」「
今
戸
」
な

ど
、
中
に
は
何
度
か
出
る
名
も
あ
る
。
詳
細
は
今
後
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
其
一
や
孤

邨
の
周
辺
で
は
見
か
け
な
い
名
前
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
会
所
」【
図
18
】（﹇
画
史
23
﹈）
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と
は
、
田
中
家
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
独
自
の
顧
客
だ
ろ
う
。「
金
座　

山
本
」【
図
19
】

（﹇
画
史
21
﹈）と
あ
る
の
は
、
金
座
の
役
人
で
あ
ろ
う
か（
註
14
）。
山
本
家
へ
は
、
こ
の
文
久
元

年（
一
八
六
一
）、
松
鶴
図
二
曲
屏
風
、
金
銀
地
の
蝶
図
と
蓮
池
図
小
襖
、
金
地
四
季
草
花
二

曲
屏
風
ほ
か
を
納
め
て
い
る
。《
草
花
図
屏
風
》（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）を
思
わ
せ
る
、
華

や
か
な
作
例
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
手
控
え
の
な
か
で
も
彩
色
も
施
し
念
入
り
に
書

き
留
め
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

　

明
治
に
入
っ
て
の
抱
二
の
作
画
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
博
覧
会
等
へ
の
出
品
が
目
録
に
よ
り

確
認
さ
れ
て
き
た
。
明
治
政
府
と
し
て
初
め
て
参
加
し
た
明
治
六
年
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
「
月

に
鶉
」「
菊
流
水
」（
註
15
）を
、
続
く
明
治
九
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
に
は
「
水
色
自
画
」

（
秋
卉
ノ
図
）（
註
16
）を
出
品
し
て
い
る
。﹇
画
史
25
﹈﹇
画
史
26
﹈
に
は
、「
朝
帝
御
用
に
つ
き
認

メ
上
ル
」
な
ど
と
し
て
こ
の
手
控
え
と
し
て
縮
図
を
残
し
て
お
り
【
図
20
】【
図
21
】、
両
万

博
へ
の
出
品
作
の
図
様
が
判
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
秋
に
完
成
し
て
明
治
五
年

九
月
二
十
七
日
及
び
明
治
八
年
十
一
月
二
十
七
日
に
博
覧
会
事
務
局
へ
届
け
た
な
ど
の
若
干

の
い
き
さ
つ
が
わ
か
る
。
ま
た
、
明
治
七
年
一
月
十
三
日
「
朝
帝
御
用
ニ
付
」
玉
椿
図
賛
を

描
い
た
り（﹇
画
史
26
﹈）、
同
十
三
年
五
月
十
八
日
「
上
野
於
博
物
局
御
用
図
写
生
」
と
し
て

蘭
を
描
い
て
い
る（﹇
画
史
28
﹈）。
明
治
十
一
年
と
表
紙
に
記
し
た
正
倉
院
御
物
の
縮
図（﹇
縮

図
類
14
﹈）の
存
在
な
ど
か
ら
も
、
博
覧
会
等
に
関
係
し
て
古
物
と
の
接
触
や
公
用
も
あ
っ
た

こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
翌
明
治
十
二
年
に
正
倉
院
御
物
の
「
金
銀
平
文
琴
」
の
模
造

品
の
制
作
を
小
川
松
民
ら
三
名
が
完
成
さ
せ
て
い
る（
註
17
）。
抱
二
は
明
治
以
前
か
ら
、
印
籠

な
ど
蒔
絵
の
意
匠
へ
の
関
心
や
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
中
山
胡
民
や
小
川
松
民

ら
と
行
動
を
共
に
し
た
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寸
法
や
箱
の
作
り
の
細
部
ま
で
写
す
抱
二
の

こ
の
縮
図
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い（
註
18
）。
羊
遊
斎
以
後
の
抱

一
風
の
蒔
絵
意
匠
が
、
同
様
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

　

明
治
三
年
に
は
、
抱
二
の
下
絵
で
松
民
の
蒔
絵
に
よ
る
、
縁
が
貝
尽
し
意
匠
の
額
を
制
作

し
、
観
音
開
帳
の
機
に
奉
納
し
て
い
る
【
図
22
】（
註
19
）（﹇
画
史
24
﹈）。
な
お
、
柴
田
是
真
と

も
、
絵
の
共
作
《
首
引
図
》（『
琳
派
』
四
巻
二
九
五
図
）が
あ
っ
た
り
、
是
真
の
団
扇
絵
が
本

資
料
に
含
ま
れ
て
お
り
、
世
代
が
等
し
く
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
が
未
詳
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
明
治
十
三
年
美
術
会
出
品
内
縮
図
」（﹇
縮
図
類
15
﹈）は
、
古
画
を
簡
略
に
縮

写
し
た
手
控
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
三
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
観
古
美
術
会

の
こ
と
で
、
出
品
作
品
の
中
か
ら
絵
画
の
一
部
を
写
し
て
い
る
。
は
じ
め
は
「
明
治
十
三
年

美
術
会
出
品
縮
図
」
と
題
し
た
も
の
の
、「
内
」
と
あ
と
で
挿
入
し
た
と
見
え
、
裏
表
紙
に

は
、「
眼
う
つ
り
の　

し
て
写
さ
れ
す　

花
あ
や
め
」
と
の
句
が
走
り
書
か
れ
て
お
り
、
心

持
ち
が
伝
わ
っ
て
面
白
い
。
多
種
多
数
の
美
術
工
芸
品
の
う
ち
、
応
挙
、
乾
山
、
一
蝶
、
宗

達
、
大
雅
、
高
然
暉
、
顔
輝
、
浮
世
又
平
と
さ
れ
た
大
津
絵
の
鬼
ま
で
、
関
心
を
惹
い
た
も

の
が
知
ら
れ
る
。
観
古
美
術
会
の
出
品
作
の
一
部
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
古

写
真
ア
ル
バ
ム（
重
要
文
化
財
）に
よ
っ
て
画
像
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
抱
二
が
こ
こ
で

縮
写
し
た
絵
の
う
ち
、
秋
月
の
龍
頭
観
音
や
呉
春
の
花
鳥
図
双
幅
な
ど
の
図
は
実
際
に
こ
の

古
写
真
で
照
合
で
き
る
。
な
お
こ
の
と
き
、
博
物
局
か
ら
抱
一
の
《
四
季
花
鳥
図
巻
》（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）も
出
品
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
第
一
回
観
古
美
術
会
に
は
、
抱
二
自
身
も
所
蔵
品
を
出
品
し
た
よ
う
で
、「
観
古
美

術
会
出
品
目
録　

七
号
」（
明
治
十
三
年
五
月　

博
物
局
）に
名
前
を
見
出
せ
る
。
そ
れ
は

「
不
動
尊
之
像　

甲
州
柏
尾
山
什
物
寫
抱
一
筆
」
と
あ
っ
て
、
抱
一
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の

抱
一
画
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
抱
二
の
《
不
動
明
王
図
》（「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」

展
の
出
品
番
号
274
）は
、
共
箱
に
「
甲
州
柏
尾
山
什
物
巨
勢
金
岡
之
図
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
抱
一
画
を
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。
雨
華
庵
に
伝
わ
り
、
抱
二
の
元
に
分
か
た
れ
て
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か（
註
20
）。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
新
出
し
た
抱
一
の
三
好
汝
圭（
一
七
六
五

〜
一
八
四
二
）宛
書
状（
個
人
蔵
）【
図
23
】
の
内
容
が
興
味
深
い
。
文
中
に
あ
る
「
不
動
尊
」

が
、
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
な
ら
、
抱
一
が
こ
の
不
動
尊
像
を
拝
見
し
写
す
に
あ
た

っ
て
は
、
甲
州
に
一
時
隠
棲
し
て
い
た
汝
圭
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
抱
二
は
抱
一
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の
仏
画
を
他
に
も
所
蔵
し
て
お
り
、《
観
音
大
士
図
》（「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展

の
出
品
番
号
145
）も
、
箱
書
か
ら
抱
二
の
所
蔵
と
わ
か
る
。
抱
二
自
身
の
仏
画
の
制
作
は
か

な
り
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
観
音
像
を
描
く
時
は
食
物
の
精
進
は
も
ち
ろ
ん
、

使
用
の
箸
は
杉
箸
に
変
え
、
机
上
に
線
香
を
立
て
て
描
く
の
が
常
だ
っ
た
と
、
岡
本
梅
邨
が

伝
え
て
い
る
。

　

明
治
十
五
年
十
月
開
催
の
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
へ
は
、
画
題
は
不
明
な
が
ら
、
第
一

区
に
「
光
琳
派
」
と
し
て
出
品
し
て
い
る（
註
21
）。
同
年
九
月
六
日
付
「
東
京
府
知
事
芳
川
顕

正
殿
」
宛
で
提
出
し
た
履
歴
書
控
え（
前
述
）は
、
こ
の
と
き
の
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
ほ
か

に
使
用
の
材
料
な
ど
を
書
き
連
ね
て
い
る
。

　

抱
二
が
「
雨
華
庵
図
」
を
描
い
た
の
は
、
こ
の
翌
年
、
七
十
二
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

　

明
治
十
年
代
、
以
後
大
き
く
変
化
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
日
本
画
家
の
多
様
な
仕
事
の
片
鱗

を
見
せ
な
が
ら
、
抱
一
直
系
の
弟
子
、
孫
弟
子
た
ち
が
、「
光
琳
派
」
の
名
の
も
と
に
か
え

っ
て
存
在
を
埋
没
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
過
程
で
、
抱
二
は
、
変
革
の
意
図
よ
り
も
「
抱
一
上
人

門
人
」
と
し
て
の
自
己
を
保
ち
、
そ
の
道
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
な
晩
年
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

四
、
縮
図
等
に
み
る
抱
一
作
品
と
そ
の
周
辺

　

抱
一
に
対
し
て
は
、
最
晩
年
ま
で
「
尊
師
」
と
呼
び
、
生
涯
の
支
え
と
し
た
様
子
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
の
忌
日
は
「
尊
師
抱
一
上
人
の
御
忌
日
」
と
記
す
な
ど
大
切
に
し
て
お
り
、

追
福
の
作
画
等
を
行
っ
た
よ
う
だ
。
弘
化
元
年（
一
八
四
四
）の
抱
一
十
七
回
忌
に
は
、
追
福

の
扇
合
せ
と
詠
歌
を
行
い（﹇
画
史
14
﹈）、
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）の
三
十
三
回
忌
に
あ
た
っ

て
は
、
紅
梅
図
を
描
い
て
い
る（﹇
画
史
20
﹈）。
椿
図
を
描
き
「
為
尊
師
」
と
の
み
記
す
年
も

あ
る（﹇
画
史
28
﹈）。
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）の
上
人
忌
で
は
、
菊
の
絵
と
句
を
記
し
、
五

十
七
年
に
な
る
と
記
し
て
い
る（﹇
画
史
30
﹈）【
図
24
】。

　

本
資
料
中
に
は
、
簡
略
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
酒
井
抱
一
の
作
品
の
縮
写
と
判
明
す

る
も
の
が
や
は
り
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　

ま
ず
、
抱
一
の
現
存
作
品
と
照
合
で
き
る
も
の
と
し
て
、
最
も
早
い
一
冊
で
あ
る
抱
一
在

世
中
の
文
政
九
年
の
縮
図
帖
﹇
縮
図
類
2
﹈〕
の
二
箇
所
に
、《
羅
生
門
図
》（
当
館
寄
託
、
八

百
善
旧
蔵
、『
嬉
遊
会
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

江
戸
絵
画
を
中
心
に
』
図
録
15
図
）が
出
て
く
る

【
図
25
】。
本
図
は
、
抱
一
の
落
款
か
ら
文
政
後
期
の
晩
年
の
作
と
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
こ

れ
に
よ
り
文
政
六
〜
八
年
頃
の
作
と
絞
ら
れ
て
く
る
ほ
か
、
抱
二
が
身
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（
註
22
）。

　
「
雨
華
主
人
筆　

手
鑑
」
と
題
さ
れ
た
一
冊（﹇
縮
図
類
1
﹈）に
は
、
抱
一
筆
《
絵
手
鑑
》（
静
嘉

堂
文
庫
美
術
館
蔵
）全
七
十
二
図
中
の
二
十
一
図
の
概
略
が
粗
密
に
写
さ
れ
て
い
る
【
図
26
】（註

23
）。
若
冲
画
に
由
来
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
草
虫
図
十
一
図
中
、
八
図
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
お

り
、
抱
二
の
関
心
も
惹
い
て
い
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
筆
写
年
代
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の

筆
致
を
見
る
と
、
抱
二
と
し
て
も
ま
だ
若
い
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
抱
一
一
門
は
こ
の
手
鑑
に

あ
る
図
様
を
よ
く
利
用
し
て
お
り
、
図
様
は
拡
散
し
て
い
る（
註
24
）。
し
か
し
、
抱
二
の
こ
の

一
冊
の
よ
う
に
明
ら
か
に
《
絵
手
鑑
》
を
原
本
と
し
て
ま
と
め
て
写
さ
れ
た
状
態
を
示
す
例

は
他
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
サ
イ
ズ
も
原
本
の
本
紙
寸
法
二
五
・
一
×
一
九
・
九
㎝
に
ほ

ぼ
等
し
く
、
薄
紙
に
輪
郭
線
主
体
で
薄
く
彩
色
を
施
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り（
そ
れ
を

厚
紙
に
貼
っ
て
ま
と
め
て
表
紙
を
付
け
て
い
る
）、
原
本
も
し
く
は
近
い
状
態
の
も
の
を
具

体
的
に
至
近
で
写
し
得
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
抱
一
の
手
鑑
の
伝
来
は
、
大
き
な
関
心
事

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
わ
か
る
の
は
、
明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）三
月
の
展
観
に
岩
崎
彌
之

助
蔵
と
し
て
出
陳
さ
れ
た
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
発
起
人
と
な
っ
た
雨
華
庵
四
世
酒
井
道
一
が

そ
の
機
に
認
め
た
ら
し
い
箱
書
を
伴
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、《
四
季
花
鳥
図
屏
風
》（
陽
明
文
庫
蔵
）の
縮
写
も
見
出
せ
る（﹇
画
史
16
﹈）【
図
27
】。

描
か
れ
た
花
の
名
前
と
、
落
款
の
文
面
も
書
き
留
め
、
次
頁
に
は
さ
ら
に
鳥
の
姿
を
抜
き
描
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き
し
て
い
る
。
本
屏
風
は
抱
一
百
年
忌
の
折
の
展
観（
昭
和
二
年
）に
神
田
鐳
蔵
よ
り
出
品
さ

れ
て
公
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
正
か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
所
蔵
家
の
も
と
の
移
動
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
明
治
以
前
の
伝
来
が
未
詳
で
あ
っ
た
。
抱
一
と
し
て
早
期
の
濃
彩
花
鳥
画
の

大
作
と
し
て
記
念
碑
的
な
存
在
で
あ
る
だ
け
に
重
要
だ
が
、
こ
の
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）七

月
か
ら
九
月
頃
の
段
階
で
抱
二
の
周
辺
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
抱
二

は
三
十
七
歳
で
あ
る
。

　《
寿
老
・
春
秋
七
草
図
》（
個
人
蔵
、「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展
の
出
品
番
号

169
）に
対
し
て
は
、「
中
寿
老
」
と
文
字
だ
け
で
記
し
、
左
右
の
草
花
は
概
略
を
描
き
留
め
て

い
る（﹇
画
史
22
﹈）【
図
28
】。
右
図
に
「
菜
」「
な
つ
な
」「
五
き
ふ（
ご
ぎ
ょ
う
）」「
大
根
」「
五
き

ふ
」「
ほ
と
け
座
」
と
書
き
添
え
、
春
の
七
草
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
だ
。
文
久

三
年（
一
八
六
三
）初
め
、
五
十
二
歳
の
こ
と
で
あ
ろ
う（
註
25
）。
抱
一
作
品
に
は
「
元
治
元
年

十
二
月
廿
八
日
住
吉
極
」
と
包
紙
に
記
す
書
付
が
付
属
す
る
が
、
こ
れ
が
抱
二
が
見
た
翌
年

で
あ
る
点
、
若
干
の
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
な
お
、
毛
利
家
伝
来
と
伝
え
る
蔵
帳
の
一
部
も

付
属
し
て
い
て
、
明
治
三
十
二
年
に
「
東
京
よ
り
廻
送
」
と
赤
字
註
が
入
っ
て
い
る
。
抱
二

に
は
こ
の
中
幅
の
騎
鹿
寿
老
図
を
描
い
た
作
品
も
別
に
あ
る
。

　
抱
一
の
《
達
磨
図
》（
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
）の
写
し
も
見
出
せ
る（﹇
画
史
19
﹈）。
こ
の
作
品

は
池
田
孤
邨
編
『
抱
一
上
人
真
蹟
鏡
』（
以
下
『
真
蹟
鏡
』）に
収
載
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は

「
森
布
蔵
」
と
所
蔵
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
は
未
確
認
の
も
の
も
含
め
る
と
、
こ
の
よ
う

に
『
真
蹟
鏡
』
に
収
載
の
作
品
と
重
な
る
例
が
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
。
抱
一
の
題
目
「
南

無
阿
弥
陀
佛
」（﹇
画
史
17
﹈）は
、『
真
蹟
鏡
』
で
は
「
両
国
蔵
」
と
さ
れ
、
瓦
燈
の
画
賛
も
の

（﹇
画
史
19
﹈）は
、「
𦾔
松
軒
蔵
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
孤
邨
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
。
文

政
七
年
の
年
紀
の
あ
る
「
摩
迦
大
黒
天
神
」（﹇
画
史
24
﹈）も
『
真
蹟
鏡
』
掲
載
で
あ
る
。
抱

一
は
一
行
書
、
神
号
、
寺
社
の
幟
な
ど
、
書
の
作
品
を
多
数
残
し
た
こ
と
は
確
か
で
、『
真

蹟
鏡
』
掲
載
以
外
の
も
の
も
各
種
が
本
資
料
中
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
文
化
丙
子
晩
秋
」

の
年
紀
と
「
君
山
主
人
」
へ
の
為
書
が
画
中
に
あ
る
四
季
草
花
図
屏
風
六
曲
一
双
が
『
真
蹟

鏡
』
に
収
載
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
秋
冬
の
左
隻
を
、
簡
略
に
全
体
の
枝
振
り
な
ど
を
描

き
留
め
て
い
る（﹇
画
史
24
﹈）。「
君
山
主
人
」
と
い
え
ば
抱
一
の
親
し
い
知
人
、
君
山
君
積

で
あ
ろ
う
。
そ
の
君
山
君
積
へ
の
為
書
き
の
あ
る
抱
一
の
共
箱
を
備
え
た
《
雪
月
花
図
》

（
M
O
A
美
術
館
蔵
）は
、『
真
蹟
鏡
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
、「
両
国
蔵
」
と
さ
れ
て
い
る
。

『
真
蹟
鏡
』
は
、
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）の
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
本
資
料
で
い
え
ば
、﹇
画
史

22
﹈
ま
で
は
出
版
前
の
縮
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
草
稿
の
よ
う
な
写
本
だ
け
が
残
さ
れ
る
「（
抱
一
画
譜
）」（
仮
題
、
東
京
都
立
中

央
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
作
も
あ
る
。
例
え
ば
、
橘
千

蔭
の
賛
の
あ
る
桔
梗
図
や
、
蓮
上
観
音（
い
ず
れ
も
「
第
双
軒
蔵
」
と
さ
れ
る
）（﹇
画
史
24
﹈）、

「
雨
雪
山
水
二
幅
対
　
雪
舟
之
図
」
と
い
う
抱
一
の
箱
書
が
あ
る
山
水
図
双
幅（「
森
布
蔵
」
と

さ
れ
る
）（﹇
画
史
17
﹈）、
瓢
簞
を
持
つ
翁
と
叭
々
鳥
の
図
、
鳩
を
描
い
た
三
幅
は
枝
振
り
な

ど
を
簡
単
に
と
ら
え
、
構
図
等
の
概
略
を
控
え
て
い
る（﹇
画
史
22
﹈）。
蛙
の
図（「
𦾔
松
軒

蔵
」
と
あ
り
孤
邨
所
蔵
）（﹇
画
史
19
﹈、﹇
画
史
23
﹈
に
も
三
幅
対
と
し
て
再
掲
）な
ど
で
あ

る
。

　『
真
蹟
鏡
』
の
続
編
の
如
き
体
裁
の
本
稿
は
、
野
澤
堤
雨
が
記
し
た
と
読
め
る
序
文
に
よ

れ
ば
、
孤
邨
の
弟
子
で
あ
る
、
堤
雨
を
は
じ
め
緑
堂
、
昌
信
、
松
嶺
、
好
徳
に
よ
り
写
し
集

め
ら
れ
た
縮
図
集
で
あ
る
。
こ
の
重
複
を
全
体
の
中
で
多
い
と
み
る
か
少
な
い
と
見
る
の
か

何
と
も
言
い
難
い
が
、
少
な
く
と
も
抱
一
画
と
し
て
の
全
体
の
傾
向
は
似
て
い
る
と
い
え
、

池
田
孤
邨
の
人
脈
に
近
い
世
界
や
価
値
観
を
共
有
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
縮
写
に
は
現
存
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
方
が
多
い
の
だ
が
、﹇
画
史
23
﹈
に
抱
一
の
早

期
の
漢
詩
書
を
写
し
た
も
の
が
あ
る
【
図
29
】。「
己
未
晩
春
書
於
抱
一
堂
中
」
と
落
款
が
あ

り
、「
庭
柏
子
」「
屠
龍
」
の
方
印
、「
冥
々
居
」
方
印
と
関
防
印
も
写
し
て
い
る
。「
己
未
」

と
い
う
と
寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
）で
あ
る
。「
抱
一
」
号
の
初
見
は
、
出
家
の
翌
年
で
あ

る
寛
政
十
年
で
、「
抱
一
堂
稿
」
と
い
う
署
名
と
「
抱
一
」
朱
文
円
印
の
使
用
で
あ
り
、
翌
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年
秋
に
は
「
抱
一
堂
屠
龍
」
と
の
名
乗
り
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
は
じ
め
堂
号
と
し
て

「
抱
一
」
を
名
乗
っ
た
節
が
あ
る
が
、
書
画
の
現
存
作
例
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
翌

年
初
め
に
書
画
面
中
に
記
し
て
い
た
と
い
う
意
義
が
こ
こ
に
は
見
出
せ
る
。

　

ま
た
、
抱
一
の
早
期
の
作
例
と
い
え
ば
、「
春
郊
淑
気
」「
庭
柏
子
寫
意
」
と
の
款
記
が
大

き
く
写
さ
れ
た
図
が
あ
る（﹇
画
史
22
﹈）。
お
そ
ら
く
書
体
ま
で
写
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

抱
二
が
「
カ
レ
ス
ヽ
キ
カ
レ
ハ
キ
ワ
メ
タ
シ
」
と
書
き
添
え
て
い
る
そ
の
画
趣
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
か
、
抱
一
の
「
庭
柏
子
」
号
で
の
作
画
で
あ
り
、
関
心
あ
る
と
こ
ろ
だ
。
ま

た
、
抱
一
の
梅
図
﹇
画
史
23
﹈
の
横
に
は
、
初
期
の
珍
し
い
用
印
「
猿
人
」
を
何
度
も
書
き

写
し
て
お
り
、
横
に
「
猿
人
」
と
文
字
を
書
き
添
え
、
読
み
を
示
し
て
い
る
。

　

抱
一
デ
ザ
イ
ン
の
小
袖
も
実
例
が
少
な
い
が
、
抱
一
の
下
絵
に
よ
る
と
さ
れ
る
「
金
山
所

持
」
の
一
領
の
扇
流
の
意
匠
を
前
後
身
頃
と
も
念
入
り
に
写
し
て
い
る
【
図
30
】（﹇
画
史

16
﹈）。

　

と
こ
ろ
で
、
本
資
料
中
で
、
抱
二
が
写
し
た
抱
一
の
作
品
に
、
特
に
伊
勢
物
語
図
な
ど
光

琳
図
様
に
基
づ
く
も
の
が
目
立
た
な
い
。
抱
二
に
は
《
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
》（「
酒
井
抱
一

と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展
の
出
品
番
号
273
）の
よ
う
な
再
現
性
の
高
い
写
し
の
実
例（
註
26
）が

あ
り
、
そ
の
た
め
の
資
料
も
各
種
蓄
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
。
一
方
で
、
内
外
か
ら
の

「
光
琳
派
」
意
識
も
あ
る
の
か
、
抱
一
以
外
に
、
光
琳
落
款
の
あ
る
草
花
図
や
、
乾
山
の
作

例
、
工
芸
品
の
縮
写
は
よ
く
み
ら
れ
る
。
本
阿
弥
光
甫
の
蓮
藤
楓
の
三
幅
対
の
写
し
も
ご
多

分
に
漏
れ
ず
制
作
し
、
隷
書
体
に
よ
る
箱
書
も
練
習
し
て
お
り
、
共
箱
で
納
め
た
よ
う
だ
。

乾
山
の
雪
檜
図
に
つ
い
て
は
油
紙
に
落
款
を
大
き
く
写
し
た
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
宗

達
の
水
墨
画
や
印
譜
か
ら
で
あ
ろ
う
落
款
の
写
し
や
、
立
林
何

の
「

」
と
い
う
難
字
に

つ
い
て
の
注
釈
な
ど
も
書
い
て
い
る
の
が
面
白
い
。

　

抱
一
と
の
関
係
と
い
う
点
で
は
、
抱
二
が
抱
一
所
用
の
印
三
顆
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
記

す
と
こ
ろ
が
あ
る（﹇
画
史
28
﹈【
図
31
】・
明
治
十
一
年
旧
暦
六
月
頃
）。
そ
れ
は
、「
軽
挙
」

白
文
方
印（
黒
石
）、「
抱
一
子
」
朱
文
方
印

（
銅
）、「
軽
挙
道
人
」
朱
文
重
郭
方
印（
石
）の

三
顆
で
、「
抱
一
上
人
御
印
三
ツ
賜
之
も
の

也
」
と
あ
る
。
抱
一
の
《
柿
本
人
麿
図
》
や

《
鳥
獣
戯
画
写
し
》、
地
蔵
や
観
音
の
仏
画
な

ど
に
用
例
が
あ
り
、
早
く
か
ら
よ
く
用
い
ら

れ
た
印
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
点
、
は
じ

め
か
ら
よ
く
使
っ
て
い
る
「
抱
二
」
の
白
文

方
印（
銅
）に
は
、「
右
之
印
抱
一
上
人
御
用
ひ

之
処 

一
ツ
ヲ
□
加 

文
政
子
秋
賜
之
」
と
あ

り
、
文
政
十
一
年
秋
、
抱
一
が
没
す
る
直
前

に
賜
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
興
味

深
い
内
容
で
あ
る
。《
楊
柳
観
音
像
》（『
琳
派
』

四
巻
一
五
一
図
）な
ど
、
抱
二
の
署
名
と
共
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
冊
子
中
に
も
捺

さ
れ
る
。
抱
一
上
人
忌
に
際
し
て
の
絵
や
、
抱
一
図
様
の
も
の
に
使
用
が
多
い
感
も
あ
る
。

　
﹇
縮
図
類
2
、
4
、
5
﹈
と
﹇
画
史
1
﹈
に
は
、
同
類
の
筆
跡
で
裏
表
紙
に
そ
の
冊
を
書

き
始
め
た
日
と
思
わ
れ
る
日
付
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
政
九
年
か
ら
十
二
年
ま
で
連
続
す

る
。
入
門
間
も
な
い
少
年
抱
二
が
最
晩
年
の
抱
一
の
も
と
で
書
き
留
め
た
も
の
と
判
断
さ
れ

る
他
に
な
い
資
料
で
あ
り
、
筆
致
は
い
か
に
も
未
熟
な
が
ら
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
に
は
、
抱
一
風
の
も
の
に
加
え
て
、
探
幽
、
尚
信
、
光
琳
、
雪
舟
な
ど
の
名
前
も
見
出

さ
れ
、
画
題
も
抱
一
風
の
軽
い
タ
ッ
チ
の
草
花
画
賛
も
の
を
は
じ
め
、
水
墨
山
水
、
道
釈
人

物
画
も
多
い
。
仏
画
は
ま
だ
学
ん
で
い
な
い
。
そ
の
よ
う
に
多
様
な
絵
や
粉
本
的
な
も
の
を

具
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か（
註
27
）。
雨
華
庵
に
て
ど
の
よ
う
に
「
稽
古
」
し
、
あ
る
い
は
自
由

な
教
育
が
あ
っ
た
の
か
。「
抱
二
」
の
名
を
当
初
か
ら
名
乗
り
、
後
年
よ
く
示
さ
れ
る
抱
二

の
抱
一
に
対
す
る
尊
崇
や
、
回
顧
と
伝
承
に
努
め
る
態
度
か
ら
、
そ
の
様
子
へ
の
興
味
は
尽

図
31
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き
な
い
。

　

こ
れ
ら
文
政
期
の
写
生
や
縮
図
で
は
、
い
か
に
も
筆
致
は
拙
く
硬
く
、
世
に
言
わ
れ
る
よ

う
な
代
作
の
域
に
は
全
く
達
し
て
い
な
い
感
を
抱
く
。
後
に
、
抱
一
筆
の
一
幅
を
中
幅
に
し

左
右
幅
を
抱
二
が
描
く（﹇
画
史
23
﹈）と
い
う
よ
う
な
依
頼
も
受
け
る
、
地
位
を
固
め
た
幕
末

の
頃
に
至
っ
て
は
、
時
に
は
要
望
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
抱
一
筆
」
の
サ
イ
ン
を
写
し
た

何
枚
か
の
薄
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る（﹇
画
史
29
﹈）と
か
、「
抱
一
」
円
印
な
ど
が
捺
さ
れ

る
頁
が
あ
る（﹇
画
史
21
﹈）の
は
、
抱
一
風
の
意
匠
を
集
め
て
い
た
羊
遊
斎
の
蒔
絵
下
絵
帖
を

み
る
か
の
よ
う
だ
。
興
味
深
い
の
は
、「
さ
る
余
儀
な
き
御
方
様
」
か
ら
依
頼
さ
れ
「
東
下

り
極
彩
色
二
枚
折
一
上
人
偽
筆
」
を
認
め
た
こ
と
を
書
き
留
め
る
く
だ
り
だ（﹇
画
史
23
﹈、

慶
応
二
年
）。
粟
田
口
善
輔
の
手
取
釜
の
古
歌
を
引
き
「
こ
れ
は
似
せ
じ
ゃ
と
人
に
か
た
る

な
」
と
し
た
歌
を
手
紙
の
末
尾
に
添
え
て
送
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。『
続
近
世
畸
人
伝
』

に
載
る
故
事
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
抱
一
の
《
夏
秋
草
図
屏
風
》
の
下
絵
は
、
屏
風
の
形
で
出
現
し
た
が
、
収
納
し
て

い
た
袋（
抱
一
の
書
付
が
あ
る
）を
さ
ら
に
包
ん
だ
ら
し
い
外
包
み
の
一
部
も
共
に
屏
風
の
裏

に
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
抱
二
の
書
付
が
あ
る
。
鹿
の
絵
が
透
け
て
見
え
て
お

り
、
反
故
紙
を
用
い
て
袋
に
し
た
の
か
、
字
だ
け
を
残
し
て
当
初
の
形
は
わ
か
ら
な
い
が
、

抱
一
の
書
付
を
そ
の
ま
ま
写
し
、「
青
々
抱
二
蔵
」
と
あ
る
部
分
の
ほ
か
、「
抱
一
上
人
真
筆

之
御
下
画
也　

二
枚
折
ニ
テ
モ
こ
し
ら
へ
へ
き
も
の
に
候
」
と
あ
る
。
抱
二
が
考
え
た
通
り

の
形
に
な
っ
て
伝
来
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。
ま
た
、
出
光
美
術
館
に
は
別
の
模
本
が
一
隻
あ

る
が
、
こ
れ
は
抱
一
の
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
の
裏
に
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
「
夏
草
秋

草
図
」
の
う
ち
の
秋
草
図
で
あ
り
、
伝
来
状
況
か
ら
抱
二
筆
か
と
さ
れ
て
い
る（
註
28
）。
こ
れ

も
抱
一
画
へ
の
敬
意
を
示
す
行
為
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
抱
二
の
《
花
巷
図
巻
》（
出
光
美
術

館
蔵
）は
、
こ
う
し
た
も
の
こ
そ
が
抱
一
の
写
し
に
あ
ら
わ
れ
た
抱
二
の
本
領
と
思
わ
れ
る

作
例
で
、
抱
一
と
見
ま
ご
う
ほ
ど
の
軽
快
か
つ
緊
張
感
あ
る
筆
致
と
、
し
っ
か
り
と
し
た
署

名
は
、「
抱
二
」
の
名
を
得
て
こ
し
か
た
の
記
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
百
善
に

伝
わ
っ
た
抱
一
の
《
鶴
懸
松
図
》
の
由
来
を
述
べ
た
添
文
に
は
、「
上
人
の
末
の
を
し
へ
子

す
み
だ
河
の
ほ
と
り
青
々
抱
二
つ
ゝ
し
み
て
拙
く
も
し
る
す
」
と
締
め
く
く
り
、
伝
え
る
の

は
自
分
で
あ
る
と
い
う
自
負
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
遺
例
と
あ
わ
せ
見
つ
つ
、
再
び
本
資
料
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
一
絵
師
の
生

涯
に
わ
た
る
真
摯
な
歩
み
と
、
整
理
し
た
後
続
の
人
々
の
営
為
と
敬
意
を
伝
え
る
、
貴
重
な

証
言
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
圧
倒
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
よ
り
他
に

見
出
せ
る
内
容
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
く
、
ま
た
、
意
味
が
と
り
き
れ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
も
折
に
触
れ
て
展
示
な
ど
で
紹
介
を
加
え
て
い
き
た
い
。

（
註
1
） 

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）作
。
図
版
は
『
琳
派
』
五
巻
よ
り
。
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
る
本
書
の
も
の

が
最
も
見
易
く
利
用
さ
れ
る
。
抱
二
が
書
き
添
え
た
文
字
は
左
記
の
通
り
。 

 

「
雨
花
抱
一
尊
師
乃
住
居
并
庭
之
図　

 

屋
根
不
残
茅
フ
キ
」

 

「
明
治
十
六
未
と
し　

秋
夜
ふ
と
思
ひ
出
て　

七
十
二
翁
抱
二
図
之
」

 

「
正
月
書
始　

十
五
日
掛
物
に
す
る

 

六
月
二
日
光
琳
忌
扇
合

 

十
一
月
五
日
御
花
講

 

十
二
月
十
五
日
書
納　

惣
画
」

 

「
文
政
七
申
年
八
月
二
日　

抱
一
上
人
へ
門
入　

其
時
十
三
才
歟
十
七
才　

十
一
月
迄
日
々
稽
古
ニ

通　

抱
二
」

 

「
文
政
十
一
年
子
十
一
月
廿
九
日
御
死
去
」

 

「
人
あ
と
に
習
ふ
て
行
や
雪
の
道　

抱
二
」  

 

他
に
図
中
に
は
、
植
木
や
秋
草
の
名
や
、「
画
所
」
に
「
上
人
様
御
座
所
」「
稽
古
日
一
六
」「
マ
ト
上

へ
惣
画
致
」
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
る
も
注
目
さ
れ
る
。

（
註
2
） 

『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』（
図
録
）　

求
龍
堂
、
二
〇
一
一
年

 
拙
稿
「
江
戸
琳
派
の
水
脈　

伝
え
ら
れ
る
酒
井
抱
一
の
姿
〜
酒
井
鶯
蒲
と
田
中
抱
二
な
ど
〜
」 

 
な
お
、
本
書
に
所
収
の
、
平
瀬
礼
太
「
江
戸
琳
派
と
近
代
日
本
画
」
に
は
、
明
治
四
年
の
番
付
に
、

抱
二
が
銀
一
枚（
抱
一
は
金
一
枚
）で
載
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
註
3
） 

「
手
遊
集
」
と
題
さ
れ
た
、
玩
具
を
写
し
た
絵
を
ま
と
め
た
一
冊
に
は
、「
明
治
四
十
二
年
九
月
改　

菁
々
庵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
表
紙
を
付
け
整
理
が
為
さ
れ
た
時
期
の
ひ
と
つ
か
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
貼
り
込
み
帳
に
は
、「
抱
三
寫
」
と
い
う
署
名
の
あ
る
も
の
が
数
枚
含
ま
れ
て

お
り
、
抱
二
の
も
と
に
「
抱
三
」
も
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
註
4
） 

先
の
『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』
展
図
録
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
月
を
交
え
て
記
し
て

し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。
な
お
、
墓
碑
の
左
側
面
に
は
、
辞
世
の
句
ら
し
き
仮
名
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
全
く
判
読
で
き
な
い
。
右
側
面
に
は
「
蜂
採
花
香
大
姉　

明
治
十
八
年

乙
酉
一
月
二
十
八
日
」
と
あ
り
、
抱
二
没
の
六
日
後
に
没
し
て
い
る
の
は
、
夫
人
で
あ
ろ
う
か
。

（
註
5
） 

福
富
太
郎
編
『
伊
藤
晴
雨　

自
画
自
伝
』（
新
潮
社
、
一
九
九
六
年
）に
所
収
。　
　

（
註
6
） 

岡
田
梅
邨
「
田
中
抱
二
と
泉
梅
一
」　
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
二
四
二
号　

一
九
二
八
年

（
註
7
） 

「
寛
政
十
三
年
辛
酉
正
月
吉
日
／
献
燈
両
基
／
両
替
町
田
中
氏
」
と
あ
る
。『
墨
田
区
文
化
財
調
査
報

告
書
Ⅰ
』（
昭
和
五
十
五
年
）で
は
、
こ
の
田
中
氏
を
、「
寺
島
村
出
身
で
、
名
主
中
山
氏
の
一
族
で
あ

ろ
う
」
と
し
て
い
る
。
中
山
氏
に
は
、
金
兵
衛
の
三
男
に
蒔
絵
師
の
中
山
胡
民（
？
〜
一
八
七
一
）が

お
り
、
同
じ
寺
島
法
泉
寺
に
墓
が
あ
る
。
か
な
り
の
高
名
で
あ
り
な
が
ら
胡
民
の
経
歴
に
は
不
明
の

部
分
が
多
い
が
、
胡
民
と
の
つ
き
あ
い
は
密
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
胡
民
の
百
花
園
二
代
目
鞠
塢
や
胡

民
と
共
に
「
花
勧
進
」
を
行
っ
て
墨
堤
の
桜
を
植
え
て
お
り（
嘉
永
七
年
）、
胡
氏
の
弟
子
で
の
ち
に

東
京
美
術
学
校
の
初
代
漆
工
科
教
授
と
な
っ
た
小
川
松
民（
一
八
四
七
〜
一
八
九
一
）は
、
抱
二
に
絵

を
学
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
本
資
料
に
も
、
抱
二
が
抱
一
に
文
政
七
年
八
月
二
日
に
入
門
し
た
と
き
、

同
日
に
羊
遊
斎
に
胡
民
が
入
門
し
た
と
も
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る（﹇
画
史
23
﹈）の
が
、
初
め
て
知
ら

れ
る
事
項
か
と
思
わ
れ
注
目
さ
れ
る
が
、
松
民
が
所
蔵
す
る
羊
遊
斎
の
絵
を
写
し
て
い
た
り（﹇
画
史

28
﹈）、
明
治
三
年
に
、
抱
二
の
下
絵
、
松
民
の
蒔
絵
に
よ
る
奉
納
額
を
制
作
し
た
こ
と（﹇
画
史
24
﹈）

な
ど
の
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
抱
二
に
絵
を
依
頼
し
て
い
る
「
東
民
」
は
、
胡
民
の
弟
子

の
一
人
で
あ
ろ
う
か
。

（
註
8
） 

以
上
は
、
蝦
夷
地
幕
領
化
の
時
の
取
締
御
用
掛
、
羽
太
正
養
に
よ
る
基
本
史
料
「
休
明
光
記
」
巻
一

（
文
化
四
年
序
）に
よ
る
。（
各
所
に
写
本
が
あ
る
が
、
札
幌
市
中
央
図
書
館
、
北
海
道
大
学
付
属
図

書
館
、
函
館
市
中
央
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
参
照
。）他
に
、
左
記
の
文
献
も
参
照
。

 

堀
江
敏
夫
「
東
蝦
夷
地
の
会
所
」　
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
三
十
八
号
、
二
〇
〇
四
年

（
註
9
） 

「
寄
納
青
龍
山
大
師
堂
／
願
主
田
中
金
六　

行
年
八
十
八
／
天
保
壬
辰
夏
佛
誕
日
」
と
あ
る
。
こ
の

灯
籠
は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
壮
大
な
も
の
だ
が
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
筆
者
が
現
地
を
訪
れ
た

際
に
は
、
両
基
と
も
倒
壊
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。『
墨
田
区
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅳ
』（
昭
和
五
十
八

年
）に
は
、
奉
納
し
た
田
中
金
六
は
「
寺
島
村
の
百
姓
金
左
衛
門
の
息
で
、
寛
政
十
一
年
か
ら
文
政

四
年
ま
で
幕
府
の
蝦
夷
地
御
用
達
を
勤
め
、
そ
の
功
に
よ
り
浅
草
新
寺
町
に
屋
敷
を
拝
領
し
、
天
保

二
年（
一
八
三
一
）に
没
し
た
。
白
髭
社
の
田
中
氏
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。」
と
解
説
が
あ
る
。
石
灯

籠
の
銘
で
は
、
壬
辰
仏
誕
日
す
な
わ
ち
天
保
三
年（
一
八
三
二
）四
月
八
日
に
「
行
年
八
十
八
」
と
あ

る
が
、
抱
二
が
記
す
没
年
は
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）で
あ
る
。

（
註
10
）　

岡
田
梅
邨
「
田
中
抱
二
と
泉
梅
一
」（
前
掲（
註
6
））で
は
、
抱
二
の
父
を
金
六
と
し
て
お
り
、
抱
二

は
惣
領
息
子
だ
が
足
が
悪
か
っ
た
た
め
早
く
か
ら
向
島
へ
若
隠
居
し
た
、
と
の
話
を
伝
え
て
い
る
。

「
田
中
金
六
庭
前
遊
」
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、﹇
画
史
７
﹈
の
前
半
、
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）六
月
頃
の

写
生
図
の
間
に
あ
り
、
父
で
あ
れ
ば
九
月
に
亡
く
な
る
直
前
の
姿
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
註
11
） 

法
泉
寺
で
の
写
生
と
記
さ
れ
る
の
は
、﹇
画
史
3
﹈
で
四
月
八
日
、
二
十
四
日
、﹇
画
史
6
﹈
で
閏
三

月
二
十
八
日
、
四
月
二
十
九
日
、
五
月
八
日
、﹇
画
史
７
﹈
で
六
月
二
十
日
と
、
頻
繁
で
あ
る
。
草

花
の
ほ
か
、
払
子
や
数
珠
、
木
魚
、
轡
、
庭
の
松
や
灯
籠
な
ど
も
写
し
て
お
り
、
親
し
い
感
覚
が
感

じ
ら
れ
る
。

（
註
12
） 

前
掲（
註
6
）の
文
に
よ
れ
ば
、
岡
田
梅
邨
の
師
で
あ
る
泉
梅
一
は
「
抱
二
に
学
ん
だ
人
で
あ
る
」
と

い
う
。
泉
梅
一
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、
山
本
光
一
が
弟
子
の
石
崎
光
瑤
に
宛
て

た
自
筆
の
「
尾
形
流
略
系
図
」（
南
砺
市
福
光
美
術
館
蔵
）に
は
、「
梅
一
」
の
名
前
が
抱
一
の
下
に
見

ら
れ
る（『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』
図
録
の
作
家
解
説
に
掲
載
の
挿
図
を
参
照
）。

 

ま
た
、
亀
有
の
矢
澤
忠
右
衛
門
は
、
抱
二
に
学
び
、
抱
叔
と
い
っ
た
と
い
う（
相
見
香
雨
「
抱
一
上

人
年
譜
稿
」　
『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
6
、
一
九
二
七
年
）。

 

小
川
松
民
に
つ
い
て
は
、
前
掲（
註
７
）を
参
照
。

 

こ
の
ほ
か
、﹇
縮
図
類
16
﹈
の
「
手
遊
集
」
に
は
、「
抱
三
」
と
い
う
署
名
の
あ
る
紙
片
が
複
数
貼
り

込
ま
れ
て
い
る
。
前
掲（
註
3
）参
照
。

（
註
13
） 

﹇
画
史
3
﹈
で
は
四
月
三
日
、
六
日
、
八
日
、
十
三
日
、
十
六
日（
於
坂
田
氏
）、
二
十
四
日
と
続
き
、

草
花
を
数
種
ず
つ
描
き
、﹇
画
史
4
﹈
は
五
月
、﹇
画
史
5
﹈
は
三
月
か
ら
七
月
、﹇
画
史
７
﹈
で
は

四
月
か
ら
五
月
、﹇
画
史
8
﹈
は
六
月
の
連
日
と
な
り
、
日
付
が
重
な
っ
て
い
る
。

（
註
14
） 

金
座
の
役
人
は
、
限
ら
れ
た
家
柄
の
嫡
子
が
世
襲
的
に
就
任
し
た
と
い
う
が
、
明
和
年
間
の
史
料
に

江
戸
詰
の
御
金
掛
手
代
と
し
て
山
本
源
蔵
の
名
が
あ
る
と
い
う
。

 

鈴
木
俊
三
郎
『
金
座
考
』　

財
政
経
済
学
会
、
一
九
二
三
年

 

木
村
荘
五
『
徳
川
時
代
の
金
座
』（
東
京
市
史
外
編
）　

東
京
市
役
所
、
一
九
三
一
年

 

大
貫
摩
里
「
江
戸
時
代
の
貨
幣
鋳
造
機
関（
金
座
、
銀
座
、
銭
座
）の
組
織
と
役
割
―
金
座
を
中
心
と

し
て
」　
『
金
融
研
究
』
十
八（
四
）　

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
、
一
九
九
九
年

（
註
15
） 

ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
出
品
目
録
に
よ
れ
ば
、
第
二
十
五
区
三
類　
（
額　

押
絵　

屏
風　

切
形　

便
面
）　

額
面
に
出
品
し
て
お
り
、

 

　

画
額
「
絹
：
流
レ
ニ
菊
」　

元
価
：
金
九
円
三
十
銭
〇
八
三
、
内
画
料
二
円

 

　

画
額
「
絹
：
月
ニ
鶉
」　

元
価
：
金
七
円
九
十
一
銭
〇
五
、
内
画
料
三
円

 

ち
な
み
に
、
別
の
出
品
目
録
に
は
、

 

　

三
一　

鶉
野
葡
萄
竪
物　

田
中
抱
二

 

　

三
二　

菊
流
水
横
物　

田
中
抱
二

 

費
用
の
内
訳
と
し
て
、

 

　

三
十
一
号　

一　

鶉
野
葡
萄
竪
物　

五
円 

田
中
抱
二

 

　
　
　
　
　
　

絹
地
壱
円
二
十
九
銭
八
厘

 

　
　
　
　
　
　

額
三
拾
三
匁　

木
地
弐
両
壱
分　

縁
切　

三
分
壱
朱 

 

　

三
十
二
号　

一　

菊
流
水
横
物 

 

田
中
抱
二

 

　
　
　
　
　
　

絹
地
四
円
弐
部
弐
朱
三
匁　

三
尺
五
寸
幅　

四
尺
六
寸

 

　
　
　
　
　
　

額
五
拾
匁　

木
地
壱
両
弐
分　

縁
切
小
縁　

壱
両
弐
朱

 

と
な
っ
て
い
る
。

（
註
16
） 

出
品
目
録
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
　

第
四
百
十
一
小
区　

水
色
画

 
　

第
五
十
一
号　

東
京　

田
中
抱
二

 

　

水
色
自
画（
秋
卉
ノ
図
）

（
註
17
） 

模
造
品
を
収
め
た
外
箱
蓋
裏
の
墨
書
か
ら
判
明
す
る
。（『
模
写
・
模
造
と
日
本
美
術
―
う
つ
す
・
ま

な
ぶ
・
つ
た
え
る
』　

東
京
国
立
博
物
館　

二
〇
〇
五
年
）
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（
註
18
） 
抱
二
は
い
わ
ゆ
る
光
琳
蒔
絵
の
印
籠
な
ど
も
よ
く
写
し
て
い
る
が
、﹇
画
史
14
﹈
に
は
、
鶴
岡
八
幡

宮
の
籬
菊
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱（
国
宝
）と
同
意
匠
の
「
政
子
の
手
箱
」
を
写
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

博
物
局
な
ど
か
ら
模
造
制
作
を
幾
度
も
依
頼
さ
れ
、
精
巧
な
模
造
を
制
作
し
古
典
を
応
用
し
た
作
品

を
手
が
け
て
い
た
蒔
絵
師
の
小
川
松
民
も
、
こ
れ
を
翻
案
し
た
硯
箱
を
制
作
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
手
箱
は
、
明
治
六
年
に
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
帰
路
船
が
沈
没
し
て
失
わ
れ
た
。
香

川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫
所
蔵
の
資
料
「
茶
器
下
絵
」
は
、
様
々
な
文
様
が
貼
り
込
ま
れ
割
り

印
が
捺
さ
れ
た
下
絵
帖
で
、
裏
表
紙
に
明
治
三
年
秋
の
年
紀
が
あ
り
、
内
容
は
弘
化
三
年
か
ら
明
治

十
四
年
頃
の
、
中
山
胡
民
や
小
川
松
民
に
よ
る
も
の
だ
が（『
近
世
御
用
蒔
絵
師
の
系
譜
』
展
覧
会
図

録　

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館　

一
九
九
六
年
）、
こ
こ
に
「
弘
化
三
年
午
閏
五
月
冩
之
」
の
年
紀

が
あ
る
、「
鎌
倉
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
什
物
手
箱
」
の
写
し
が
あ
り
、
籬
菊
の
縮
図
が
続
い
て
い
る
。
こ

の
図
が
松
民
を
偲
ば
せ
る
と
解
説
さ
れ
る（
同
図
録
）が
、
ち
ょ
う
ど
抱
二
が
こ
の
手
箱
を
縮
写
し
た

の
も
﹇
画
史
14
﹈
の
前
後
の
関
係
か
ら
弘
化
三
年
中
の
こ
と
と
わ
か
り
、
行
動
を
共
に
し
て
い
た
か
、

何
か
の
機
会
が
共
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
同
「
茶
器
下
絵
」
の
中
に
は
、「
抱
二
書
画
」

と
署
名
が
あ
る
「
花
見
傘
図
」
自
画
賛
も
含
ま
れ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
同
﹇
画
史
14
﹈
の
少
し

前
の
頁
に
宗
達
の
水
墨
画
「
山
帰
来
」
三
幅
対
の
縮
写
を
し
て
お
り
、「
中
山
伝
来　

左
牛
／
右
狗　

宗
達
法
橋
」
と
注
記
さ
れ
る
が
、
中
山
伝
来
、
と
い
う
書
き
ぶ
り
や
時
宜
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

（
註
19
） 

明
治
三
年
三
月
十
五
日
か
ら
の
「
観
音
開
帳
」
と
は
、
前
後
の
関
係
か
ら
浅
草
観
音
と
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
額
の
現
存
に
つ
い
て
は
未
詳
。
抱
二
は
こ
れ
に
ち
な
む
句
作
も
行
っ
て
い
る
。
次
頁
に
は
、

「
観
音
の
甍
見
や
り
つ
花
の
雲　

は
せ
を
」（
松
尾
芭
蕉
が
浅
草
観
音
を
深
川
か
ら
臨
ん
で
残
し
た
句
）

の
句
を
刻
む
額
が
掲
げ
ら
れ
た
様
子
も
描
い
て
い
る
。 

（
註
20
） 

相
見
香
雨
「
抱
一
上
人
年
譜
稿
」
は
、〝
抱
一
没
後
に
形
見
分
け
が
行
わ
れ
、
銘
「
山
雀
」
の
短
刀
は

孤
邨
か
抱
二
が
受
け
取
り
、
藤
田
英
次
郎
氏
所
蔵
で
あ
る
〟
と
伝
え
て
い
る
。
昭
和
二
年
の
抱
一
百

年
忌
の
展
観
で
は
、「
由
緒
品
」
と
し
て
、
こ
の
行
光
短
刀
が
森
岡
文
三
郎
か
ら
出
品
さ
れ
て
い
る
。

（
註
21
） 

『
農
務
省
版
改
正
絵
画
出
品
目
録
』（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
『
明
治
美
術
基
礎
資
料
集
』
一
九
七

五
年
所
収
）の
「
出
品
人
略
譜
」
に
は
、「
第
一
区
」
の
「
光
琳
派
」
に
田
中
抱
二
の
名
が
見
え
る
。

他
に
「
光
琳
派
」
と
し
て
は
東
京
府
か
ら
は
、
田
中
松
雨
、
中
野
其
豊
、
中
野
其
明
、
村
越
向
栄
、

野
澤
堤
雨
、
野
崎
抱
青
、
山
本
光
一
、
酒
井
道
一
、
来
次
其
節
が
出
品
し
て
い
る
。

（
註
22
） 

八
百
善
は
抱
一
没
後
の
収
集
も
続
け
て
お
り
、
八
百
善
旧
蔵
品
が
当
初
か
ら
の
も
の
と
は
限
ら
な
い

こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
八
百
善
の
売
立
目
録
に
は
抱
二
の
作
品
名
の
掲
載
が
あ
り
、
所
蔵
に
加

わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
図
は
さ
て
お
い
て
も
、
八
百
善
と
の
関
係
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
述

の
よ
う
に
、
八
百
善
の
為
の
作
画
が
明
ら
か
な
抱
一
の
《
鶴
懸
松
図
》
に
は
、
こ
の
図
の
由
緒
に
つ

い
て
抱
二
が
書
い
た
添
文
が
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
相
見
香
雨
「
抱
一
上
人
年
譜
稿
」
に
掲
載
さ
れ
る

そ
の
文
を
見
る
と
、「（
前
略
）此
の
よ
し
一
言
を
と
あ
る
じ
求
る
ま
ゝ
に　

上
人
の
末
の
お
し
へ
子　

す
み
だ
河
の
ほ
と
り
青
々
抱
二
つ
ゝ
し
み
て
拙
く
も
し
る
す
」
と
、
執
筆
に
は
主
人
の
依
頼
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、（
註
26
）も
参
照
。

（
註
23
） 

二
十
一
図
は
冒
頭
よ
り
順
に
次
の
も
の
で
あ
る
。（
画
題
と
番
号
は
、
玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵
』

（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
）「「
絵
手
鑑
」
の
章
」
に
掲
げ
ら
れ
た
一
覧
表
に
よ
る
。
数
字
は
《
絵

手
鑑
》
の
貼
込
順
で
あ
る
。）

 

三
二
「
葛
に
蜥
蜴
」、
五
八
「
小
松
引
」、
六
三
「
玉
蜀
黍
に
甲
虫
」、
三
七
「
福
寿
草
に
青
磁
鉢
」、

五
一
「
河
豚
に
烏
賊
」、
八
「
南
瓜
」、
三
一
「
岩
菲
」、
三
〇
「
八
鶴
」、
三
五
「
菊
」、
二
「
椎
を

喰
む
鼠
」、
二
九
「
粟
に
蜘
蛛
」、
六
二
「
芭
蕉
の
花
に
蟻
」、
一
七
「
芙
蓉
」、
二
六
「
官
女
」、
六

六
「
月
宮
殿
」、
三
九
「
大
山
蓮
華
」、
二
一
「
蓮
池
に
蛙
」、
五
二
「
罌
粟
」、
二
二
「
め
だ
か
」、

五
七
「
木
の
葉
梟
」、
六
九
「
蔦
紅
葉
に
鈴
虫
」

（
註
24
） 

弟
子
の
教
育
の
た
め
に
用
意
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
抱
一
の
「
絵
手
本
」（
恩
賜
京
都
博
物
館

『
抱
一
上
人
画
集
』）に
も
同
図
様
が
含
ま
れ
た
り
、
実
際
、
孤
邨
や
抱
玉
ら
に
こ
れ
に
基
づ
く
作
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
版
本
の
『
抱
一
先
生
画
譜
』（
仮
題
、
千
葉
市
美
術
館
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
及
び
大
英
博
物
館
蔵
）の
二
十
五
図
中
六
図（
勿
来
の
関
、
竹
に
雀
、
鶉
、
松
間
の
月
、
山
雀
と

胡
桃
、
大
黒
天
）が
《
絵
手
鑑
》
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
資
料
中
の
初
期
の
縮
写
に
本

書
に
あ
る
モ
チ
ー
フ（
山
雀
と
胡
桃
、
鶉
、
仕
丁
な
ど
）が
た
び
た
び
登
場
す
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ

る
。

（
註
25
） 

『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』
図
録
解
説
に
は
、「
文
久
二
年
か
」
と
記
し
た
が
、
検
討
を
加
え

た
結
果
、
年
始
の
絵（
貼
付
）を
ま
た
い
で
お
り
、
翌
年
年
明
け
後
の
縮
写
か
と
訂
正
し
た
い
。
従
っ

て
こ
の
翌
年
に
、
住
吉
家
に
鑑
定
に
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
註
26
） 

抱
二
筆
《
紙
雛
図
》（『
琳
派
』
補
遺
一
二
四
図
）も
、
細
部
ま
で
全
く
同
じ
に
見
え
る
抱
一
の
雛
図
が

八
百
善
の
売
立
目
録（
昭
和
五
年
）に
見
い
出
せ
る
。

（
註
27
） 

抱
一
百
年
忌
の
展
観（
日
本
美
術
協
会
、
昭
和
二
年
）に
は
、「
由
緒
品
」
と
し
て
「
古
畫
縮
図　

雨

華
庵
蒦
蔵　

抱
一
筆　

二
冊
」
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

（
註
28
） 

読
売
新
聞
昭
和
四
年
三
月
五
日
「
日
本
名
宝
物
語　

四
三
」
が
、
抱
一
画
の
裏
面
に
「
夏
草
秋
草

図
」
が
あ
る
と
報
じ
た
。（
山
根
有
三
「
酒
井
抱
一
筆　

風
神
雷
神
図
屏
風
」『
国
華
』
一
一
三
九
号
、

一
九
九
〇
年
、
に
よ
る
）

 

山
根
有
三
「
酒
井
抱
一
筆　

夏
草
雨
・
秋
草
風
図
屏
風
下
絵
」　
『
国
華
』
一
一
五
四
号
、
一
九
九
二

年
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Tanaka Hōji’s “History of Painting”: what is taught us by Sakai 
Hōitsu’s last pupil

Tomoko Matsuo

 Tanaka Hōji (1812̶1885) entered the discipleship of Sakai Hōitsu (1761-1828) in the eighth month 
of the seventh year of Bunsei (1824) at the age of thirteen, and is an artist known for succeeding well his 
master’ s style. Since Hōitsu died in eleventh month of the eleventh year of Bunsei (1828), Hōji was his 
last pupil who knew him for only 4 years in his late 60s. Although there is little recognition of Hōji, 
“Ugean zu” that Hōji recollected and painted in his later years is a valuable source for imagining the 
original Ugean (The hut of rain and flowers), Hōitsu’ s home-cum-studio that was lost by fire. It is also 
said to have been Hōji who preserved the preparatory sketch (Idemitsu Museum of Arts) for the famous 
“Natsu aki kusa zu byōbu (Folding screen with summer and autumn grasses” by Hōitsu, so that Hōji 
was a true pupil in that his existence was vital in transmitting important material pertaining to Hōitsu.
 This paper gives an overall introduction to material related to Tanaka Hōji, a part of which was 
recently discovered and displayed for the first time in the exhibition “Celebrating the 250 anniversary of 
Sakai Hōitsu’ s Birth, Sakai Hōitsu and the Edo Rinpa School” (2011; Chiba City Museum of Art etc.). 
Its aim is to identify as far as possible the artistic activities of Hōji throughout his life, as well as the 
nature of circumstances surrounding the Hōitsu School. 
 1) Outline of material: Of central focus is the “History of painting” , the name given to 30 

volumes in booklet form, and 16 volumes of miscellaneous miniatures. It is a notebook mainly 
comprised of sketches of plants; reduced copies of paintings he had seen, notes for his own 
compositions, and other information relating to paintings. It is valuable because almost all the 
entries are dated, and it gives an even record from his time of entering discipleship to his later 
years. 

 2) Hōji’ s career: Hōji’ s father was a merchant who worked under government patronage at the 
Edo exchange of the Ezochi (Hokkaidō) office, but Hōji settled from early on at his family’ s 
birthplace of Terajima village in Mukōjima, making a living as an artist until his death. His 
dates have been confirmed by material presented here. The pseudonym “Hōji” seems to have 
been used from the start. He entered the Buddhist priesthood in later years. 

 3) Paintings by Hōji: The majority are flower and bird pictures in the style of Hōitsu, and his 
works include many paintings with Haiku and Waka poetry by himself and others, and 
Buddhist paintings. He also produced large-scale compositions such as folding screens for his 
own personal customers. In other words he carried out the work expected of a pupil of Ugean. 
After Meiji he displayed some pieces at the early exhibitions etc., and in later life, through 
pride of being the last living pupil of Hōitsu, he appears to have devoted himself to recollection 
and transmission of that tradition. 

 4) Hōitsu’ s masterpieces and those of others in the circle as seen in the miniatures: Hōji looked 
up to Hōitsu as the “revered Teacher” until the end. He tells us that whilst Hōitsu was alive 
he travelled daily to Ugean where he would make the numerous reduced copies of sketches 
and of old paintings; such was the nature of the resources there and the freedom of his 
education. He was given Hōitsu’ s three personal seal stamps. There are many miniatures of 
Hōitsu’ s work including “Shiki kachō zu byōbu (Folding screen with birds and flowers of the 
four seasons)” (Yōmei bunko collection) and “E tekagami (Collection of paintings)” (Seikadō 
bunko Art Museum), from which we can gain information on the origin of works and on 
unknown works. 



51

一
　
展
覧
会

（
一
）
企
画
展（
七
件
）

二
〇
一
二
年
四
月
一
〇
日（
火
）〜
五
月
二
〇
日（
日
）　

七
・
八
階
展
示
室

「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
」

＊
江
戸
時
代
中
期
の
個
性
的
な
画
家
曾
我
蕭
白（
一
七
三
〇
〜
八
一
）の
総
合
的
な
展
覧
会
。
蕭
白
前
史
と

し
て
蕭
白
が
師
事
し
た
と
思
わ
れ
る
画
家
や
同
じ
復
古
的
な
画
風
の
画
家
を
紹
介
。
円
山
応
挙
、
伊
藤
若

冲
、
池
大
雅
、
与
謝
蕪
村
ら
同
時
代
の
京
都
の
画
家
の
作
品
も
合
わ
せ
て
展
示
。

（
三
九
日
間
／
一
九
、
九
四
五
人
）

五
月
二
九
日（
火
）〜
七
月
八
日（
日
）　

七
・
八
階
展
示
室

「
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
」

＊
溪
斎
英
泉
は
、
幕
末
期
美
人
画
を
代
表
す
る
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
独
特
の
妖
艶
な
画
風
は
、
歌
川
派
全

盛
の
浮
世
絵
界
で
、
一
人
対
抗
す
る
よ
う
に
強
い
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
千
葉
市
美
術
館
設
立
の
き
っ

か
け
と
も
な
っ
た
英
泉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
今
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）を
中
心
に
、
美
人
画
、
風
景
画
、
摺
物
、

肉
筆
画
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
英
泉
の
画
業
を
展
示
。

（
三
八
日
間
／
一
〇
、
六
一
二
人
）

六
月
一
九
日（
火
）〜
七
月
一
日（
日
）　

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
千
葉
市
美
術
協
会
特
別
展
『
秀
作
二
〇
一
二
』」

（
一
三
日
間
／
入
場
者
数
一
、
三
六
四
人
）

平
成
二
四
年
度
　
千
葉
市
美
術
館
の
活
動

「浮世絵師　溪斎英泉」展会場

「蕭白ショック!! 曾我蕭白と京の画家たち」
展会場

チラシ

チラシ



52

九
月
八
日（
土
）〜
一
〇
月
二
一
日（
日
）　
八
階
展
示
室

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
」

＊
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
首
都
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
で
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
絵
本
原
画
の
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
か
ら
、
第
二
三
回
展（
二
〇
一
一
年
秋
）の
受
賞
作
お
よ
び
日
本
か
ら
の
参
加
作
品
を
中
心
に

展
観
。
ま
た
、
特
集
展
示
と
し
て
絵
本
の
造
形
性
に
焦
点
を
当
て
、
国
内
の
仕
掛
け
絵
本
を
紹
介
す
る

他
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
分
離
独
立
二
〇
周
年
を
控
え
、
同
国
で
現
在
活
躍
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

作
品
に
も
注
目
。

（
四
三
日
間
　
七
、
七
〇
二
人
）

一
〇
月
三
〇
日（
火
）〜
一
二
月
一
六
日（
日
）　
八
階
展
示
室

「
須
田
悦
弘
展
」

＊
花
や
草
の
リ
ア
ル
な
彩
色
木
彫
を
使
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
作
家
須

田
悦
弘
。
本
展
で
は
、
当
館
の
江
戸
絵
画
と
須
田
の
木
彫
を
組
み
合
わ
せ
た
新
作
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
代
表
作
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。
首
都
圏
初
の
大
規
模
な
個
展
。

（
四
六
日
間
／
一
二
、
三
一
七
人
）

二
〇
一
三
年
一
月
四
日（
金
）〜
二
月
一
一
日（
月
・
祝
）　
七
・
八
階
展
示
室

「K
im

ono B
eauty

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美
　
江
戸
か
ら
昭
和
―
」

＊
一
九
世
紀
末
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー
が
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
り
、
現
在
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
含
む
江
戸
時
代
か
ら
近
代
の
着
物
と
、
同
時
代
の
女
性
風

俗
を
描
い
た
絵
画
を
合
わ
せ
て
展
示
。

（
三
六
日
間
／
一
四
、
四
〇
九
人
）

「ブラティスラヴァ世界絵本原画展―広がる
絵本のかたち」展会場

「Kimono Beauty―シックでモダンなきもの
たち―」展会場

「須田悦弘展」会場

チラシ

チラシチラシ
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三
月
二
日（
土
）〜
三
月
二
二
日（
金
）　
七
・
八
階
展
示
室
、
九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
一
一

階
講
堂

「
第
四
四
回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会
」

第
四
二
回
千
葉
市
民
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
、
千
葉
市
美
術
協
会
会
員
お
よ
び
公
募
入
選
作
品
約
千
点
を

七
部
門
に
分
け
て
展
示
。

（
二
〇
日
間
／
一
四
、
一
三
一
人
）

（
二
）
所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
展（
五
件
）

二
〇
一
二
年
五
月
二
九
日（
火
）〜
七
月
八
日（
日
）　
八
階
展
示
室

「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
万
華
鏡
―
近
代
日
本
の
絵
画
・
版
画
か
ら
―
」

＊
近
代
の
日
本
絵
画
、
版
画
に
よ
る
美
人
画
展
。

（
三
八
日
間
／
入
場
者
一
〇
、
五
〇
三
人
）

七
月
一
四
日（
土
）〜
九
月
二
日（
日
）　
七
・
八
階
展
示
室

「
夏
休
み
特
別
企
画
　
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
」

＊
江
戸
時
代
か
ら
現
代
の
美
術
に
見
る
動
物
表
現
の
様
々
を
展
観
。

（
五
〇
日
間
／
入
場
者
一
二
、
三
五
八
人
）

九
月
八
日（
土
）〜
一
〇
月
二
一
日（
日
）　
七
階
展
示
室

「
斎
藤
義
重
　
一
九
八
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
」

＊
日
本
の
現
代
美
術
の
開
拓
者
で
あ
る
斎
藤
義
重（
一
九
〇
四
〜
二
〇
〇
一
）が
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
制

作
し
た
作
品
の
な
か
か
ら
、
当
館
と
富
山
県
立
近
代
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作
品
を
中
心
に
紹
介
。

（
四
三
日
間
／
四
、
一
五
九
人
）

チラシ

チラシ

「夏休み特別企画　どうぶつ大行進」展会場

「モダンガール万華鏡―近代日本の絵画・版画から―」
展会場

「斎藤義重　1980年代以降を中心に」展会場
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一
〇
月
三
〇
日（
火
）〜
一
二
月
一
六
日（
日
）　

七
階
展
示
室

「
須
田
悦
弘
に
よ
る
江
戸
の
美
」

＊
企
画
展
「
須
田
悦
弘
展
」
に
合
わ
せ
、
作
家
の
眼
を
通
し
て
選
ん
だ
浮
世
絵
な
ど
、
江
戸
絵
画
を
展
示
。

（
四
六
日
間
／
一
二
、
二
七
五
人
）

二
〇
一
三
年
一
月
四
日（
金
）〜
二
月
一
一
日（
月
・
祝
）　

七
階
展
示
室

「
文
人
画
再
発
見
！
―
西
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
―
」

＊
二
〇
一
二
年
度
に
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
西
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
展
示
。

（
三
六
日
間
／
一
四
、
一
四
九
人
）

二
　
展
覧
会
関
連
講
演
会
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
等 （
一
八
件
）

〈
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
〉

二
〇
一
二
年
四
月
一
四
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
四
五
人
）

講
演
会　
「
蕭
白
の
奇
想
」

講
師　

辻
惟
雄（
M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M 

館
長
）

四
月
二
八
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
六
五
人
）

講
演
会　
「
蕭
白
と
京
都
画
壇
」

講
師　

小
林
忠（
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
）

五
月
一
二
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
四
一
人
）

講
演
会　
「
蕭
白
―
遊
歴
す
る
画
人
」

講
師　

山
口
泰
弘（
三
重
大
学
教
授
）

〈
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
〉

六
月
一
日（
金
）、
一
五
日（
金
）、
二
九
日（
金
）　

九
階
講
座
室（
参
加
者
一
二
人
、
一
五
人
、

二
五
人
）

イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ス
ラ
イ
ド
＆
レ
ク
チ
ャ
ー

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

六
月
二
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
〇
六
人
）

講
演
会　
「
英
泉
の
美
人
大
首
絵
」

講
師　

浅
野
秀
剛（
大
和
文
華
館
館
長
）

チラシチラシ

「文人画再発見！―西谷コレクションを
中心に―」展会場

「須田悦弘による江戸の美」展会場
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六
月
一
六
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
七
七
人
）

講
演
会　
「
英
泉
と
江
戸
後
期
の
化
粧
事
情
」

講
師　

村
田
孝
子（
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
研
究
員
）

〈
夏
休
み
特
別
企
画　

ど
う
ぶ
つ
大
行
進
〉

八
月
三
日（
金
）　

七
・
八
階
展
示
室（
参
加
者
一
七
人
）

〔
千
葉
市
動
物
公
園
と
の
連
携
企
画
〕
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

講
師　

並
木
美
砂
子（
千
葉
市
動
物
公
園
飼
育
課
）

八
月
四
日（
土
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル（
参
加
者
一
八
一
人
）

「
バ
ロ
ッ
ク
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
に
よ
せ
て
」

出
演　

エ
ヴ
ァ
・
レ
ジ
ェ
ー
ヌ（
リ
コ
ー
ダ
ー
）、
牧
真
之（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）、
村
石
達
哉（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）、
宮
澤
等（
チ
ェ
ロ
）

八
月
一
八
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
四
二
人
）

〔
千
葉
市
動
物
公
園
と
の
連
携
企
画
〕

〜
美
術
館
で
動
物
の
お
話
〜
関
連
講
演
会
「
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
の
動
物
た
ち
」

講
師　

高
木
淳
子（
千
葉
市
動
物
公
園
飼
育
課
長
）

〈
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
〉

九
月
八
日（
土
）〜
一
〇
月
二
一
日（
日
）　

七
階
展
示
室
ロ
ビ
ー

千
葉
大
学
工
学
部
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
と
の
共
同
企
画
に
よ
る
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

九
月
二
九
日（
土
） 　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
二
人
）

出
品
作
家
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

講
師　

今
井
彩
乃 （
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）　

聞
き
手　

広
松
由
希
子（
絵
本
研
究
家
）

一
〇
月
二
一
日（
日
）　 

一
階
ロ
ビ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
、
さ
や
堂
ホ
ー
ル

「
ア
ー
ト
・
ブ
ッ
ク
・
サ
ー
カ
ス
」

参
加
店
舗　

か
わ
う
そ
堂
、
即
興
堂
、sm

okebooks

、T
R

E
A

SU
R

E
 R

IV
E

R
 B

ook C
afe

出
演　

お
は
な
しpot

（
え
ほ
ん
よ
み
チ
ー
ム
）、
渡
辺
明
応（
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
奏
者
）、

ダ
ブ
ル
ド
リ
ブ
ル（
キ
ー
ボ
ー
ド
即
興
演
奏
）、
中
村
穣
二（
現
代
美
術
家
）

〈
須
田
悦
弘
展
〉

一
一
月
一
一
日（
日
）　 

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
五
四
人
）

須
田
悦
弘
公
開
制
作（《
雑
草
》
の
制
作
お
よ
び
展
示
）

一
一
月
一
八
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
全
二
回　

参
加
者
二
四
九
人
）

「
須
田
悦
弘
講
演
会
」

講
師　

須
田
悦
弘（
作
家
）

一
二
月
九
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
四
七
人
）

映
画
上
映
会
「
利
休
」

〈K
im

ono B
eauty

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美　

江
戸
か
ら
昭
和
―
〉

二
〇
一
三
年
一
月
四
日（
金
）

K
im

ono B
eauty 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー「
新
春
の
獅
子
舞
」

出
演　

登
渡
神
社
登
戸
神
楽
囃
子
連

一
月
四
日（
金
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル（
参
加
者
一
三
四
人
）
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「
新
春
箏
の
調
べ
」

出
演　

朝
香
桂
子
・
朝
香
麻
美
子（
箏
曲 

朝
香
会
）

一
月
二
〇
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
二
一
二
人
）

記
念
講
演
会
「K

im
ono B

eauty 

江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
」

講
師　

長
崎
巌（
共
立
女
子
大
学
教
授
）

三
　
市
民
美
術
講
座（
一
〇
回
）

第
一
回　

二
〇
一
二
年
五
月
五
日（
土
・
祝
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
六
一
人
）

「
蕭
白
と
蕭
白
前
史
」　

講
師　

伊
藤
紫
織（
当
館
学
芸
員
）

第
二
回　

六
月
二
三
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
九
二
人
）

「
藍
摺
の
流
行
―
英
泉
を
中
心
に
―
」　

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

第
三
回　

六
月
三
〇
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
九
五
人
）

「
市
民
美
術
講
座special　

好
き
な
浮
世
絵
、
嫌
い
な
浮
世
絵
」　

講
師　

河
合
正
朝（
当
館

館
長
）

第
四
回　

八
月
一
一
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
九
七
人
）

「
江
戸
時
代
の
動
物
画
〜『
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
』
の
謎
４
題
〜
」　

講
師　

松
尾
知
子（
当
館
学

芸
員
）

第
五
回　

九
月
二
二
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
三
三
人
）

「
斎
藤
義
重
氏
の
思
い
出
」　

講
師　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
係
長
）

第
六
回　

一
〇
月
一
三
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
四
一
人
）

「
美
術
館
で
楽
し
む
絵
本
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」　

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

第
七
回　

一
一
月
二
四
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
四
七
人
）

「
須
田
悦
弘
―
空
間
を
見
い
だ
す
こ
と
」　

講
師　

水
沼
啓
和（
当
館
学
芸
員
）

第
八
回　

一
二
月
八
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
六
人
）

「
日
本
美
術
に
み
る
内
と
外
」　

講
師　

河
合
正
朝（
当
館
館
長
）

第
九
回　

二
〇
一
三
年
一
月
一
九
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
六
五
人
）

「
文
人
画
再
発
見
！
」　

講
師　

伊
藤
紫
織（
当
館
学
芸
員
）

第
一
〇
回　

二
月
九
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
二
四
人
）

「
海
外
に
渡
っ
た
日
本
美
術
」　

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

四
　
講
師
の
派
遣
に
よ
る
講
座

二
〇
一
二
年
五
月
一
六
日（
水
）、
三
〇
日（
水
）　

江
東
区
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー（
参
加
者
一

二
八
人
）

「
再
発
見
・
異
色
の
江
戸
絵
画
〜
我
が
道
を
行
っ
た
絵
師
達
」

講
師　

松
尾
知
子（
当
館
学
芸
員
）
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六
月
三
〇
日（
土
）　

品
川
区
五
反
田
文
化
セ
ン
タ
ー（
参
加
者
六
一
人
）

「
浮
世
絵
の
黄
金
時
代
―
春
信
・
清
長
・
歌
麿
・
写
楽
―
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

八
月
一
九
日（
日
）　

千
葉
市
動
物
公
園　
（
参
加
者
一
〇
〇
人
）

「
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
」
関
連
レ
ク
チ
ャ
ー

〜
動
物
園
で
美
術
の
お
話
〜「
美
術
館
で
『
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
』」　

講
師　

松
尾
知
子（
当
館
学
芸
員
）

九
月
二
九
日（
土
）　

木
更
津
市
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず（
参
加
者
七
〇
人
）

「
江
戸
絵
画
の
彩
り
」
展
講
演
会

講
師　

松
尾
知
子（
当
館
学
芸
員
）

二
〇
一
三
年
二
月
九
日（
土
）　

稲
毛
図
書
館　
（
参
加
者
一
七
人
）

稲
毛
図
書
館
美
術
講
座
「
文
人
画
再
発
見
！
」　

講
師　

伊
藤
紫
織（
当
館
学
芸
員
）

二
月
一
五
日（
金
）、
一
八
日（
月
）、
一
九
日（
火
）、
二
〇
日（
水
）、
二
二
日（
金
）　

城
西
国

際
大
学（
参
加
者
六
人
）

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
教
育
」

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

二
月
一
八
日（
月
）、
一
九
日（
火
）　

城
西
国
際
大
学（
参
加
者
一
三
六
人
）

「
世
界
の
中
の
日
本
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

三
月
七
日（
木
）、
八
日（
金
）　

幕
張
メ
ッ
セ（
参
加
者
九
〇
人
）

ト
ー
ク
シ
ョ
ー「
江
戸
の
食
と
に
ぎ
り
鮨
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
学
芸
課
長
）

五
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

二
〇
一
二
年
七
月
二
七
日（
金
）、
二
八
日（
土
）　

七
・
八
階
展
示
室（
参
加
者
一
〇
五
人
）

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
’12
」

八
月
五
日（
日
）　

一
一
階
講
堂（
参
加
者
三
八
人
）

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム　

箱
庭
ど
う
ぶ
つ
え
ん
を
つ
く
ろ
う
」

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）・
藤
巻
直
子（
当
館
教
育
普
及
担
当
）

六
　
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク（
各
一
回
）

「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
」（
参
加
者
四
一
人
）

「
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
」（
参
加
者
五
六
人
）

「
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
」（
参
加
者
二
六
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
」（
参
加
者
三
〇
人
）

「
須
田
悦
弘
展
」（
参
加
者
三
九
人
）

「K
im

ono B
eauty 

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美　

江
戸
か
ら
昭
和
―
」（
参
加
者
五
五

人
）
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七
　
学
校
と
の
連
携
授
業

（
一
）
学
校
団
体
の
受
け
入
れ

「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業
」（
合
計
二
一
校　

一
、
二
四
〇
人
）

＊
遠
隔
校
等
の
来
館
を
促
進
す
る
た
め
、
美
術
館
が
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
」（
一
校
六
五
人
）

「
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
」（
六
校
三
四
〇
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
」（
七
校
四
二
八
人
）

「
須
田
悦
弘
展
」（
五
校
二
七
二
人
）

「K
im

ono B
eauty 

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美　

江
戸
か
ら
昭
和
―
」（
二
校
一
三
五

人
）

右
記
以
外
の
方
法
で
来
館
す
る
児
童
・
生
徒
の
団
体
受
け
入
れ（
合
計
一
三
校　

四
〇
一
人
）　

「
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
」（
二
校
一
九
三
人
）

「
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
」（
八
校
一
二
〇
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
」（
二
校
七
二
人
）

「
須
田
悦
弘
展
」（
一
校
一
六
人
）

（
二
）
職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ（
二
二
校　

四
七
人
）

（
三
）「
千
葉
市
図
工
・
美
術
科
担
当
等
教
職
員
鑑
賞
一
日
研
修
」
七
月
三
一
日（
火
）実
施　

（
参
加
者
四
七
人
）

（
四
）
千
葉
市
教
育
研
究
会
中
学
校
造
形
部
会
美
術
館
活
用
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

＊
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
た
授
業
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
、
授
業
案
づ
く
り

（
五
）
高
等
学
校
の
利
用
促
進

授
業
、
課
外
活
動
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
で
の
利
用　

四
校
一
八
九
人

（
六
）「
千
葉
大
学
普
遍
教
育
教
養
展
開
科
目
『
展
示
を
つ
く
る
Ａ
』『
博
物
館
実
習
Ｂ
』
企
画

展
示
」（
参
加
者　

一
五
人
） 

　
　
　
（
講
義
）七
月
一
日（
日
）、
八
日（
日
）、
一
六
日（
月
・
祝
）、
二
一
日（
土
）、
二
二
日

（
日
）、
二
八
日（
土
）、
二
九
日（
日
）

　
　
　
（
展
示
）八
月
七
日（
火
）〜
一
二
日（
日
）　 

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
入
場
者
数
三
七

一
人
）

　
　
　

講
師　

水
沼
啓
和（
当
館
学
芸
員
）

チラシ
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八
　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
千
葉
大
学
や
教
育
機
関
、
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
W
i
C
A
N
）」
を
実
施
。
そ
の
う
ち
千
葉
市
美
術
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
み
を

記
載
。
詳
細
は
報
告
書
を
参
照
。

二
〇
一
二
年
六
月
二
三
日（
土
）〜
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日（
日
）　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル

ー
ム

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
住
中
浩
史

一
一
月
一
二
日（
月
）　

八
階
展
示
室

「
須
田
悦
弘
展
」
で
の
小
学
生
鑑
賞
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

一
二
月
一
五
日（
土
） 　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム（
参
加
者
四
〇
人
）

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

二
〇
一
三
年 

二
月
三
日（
日
）、
八
日（
金
）、
九
日（
土
）　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム（
参

加
者
一
〇
三
人
）

「
ち
び
カ
フ
ェ
」

 

三
月
九
日（
土
）　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム（
参
加
者
五
〇
人
）

「
須
田
悦
弘
展
鑑
賞
授
業
報
告
会
」

九
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
一
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
合
計　

定
例
三
一
回
、
自
主
二
一
回
、
参
加
者
九
〇
七
人（
定

例
五
七
一
人
、
自
主
三
三
六
人
））

＊
会
期
中
毎
週
水
曜
日
の
定
例
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
ほ
か
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行
っ
た
不

定
期
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
記
載
。

「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
」（
定
例
五
回
、
自
主
七
回
、
参
加
者
三

八
三
人
）

「
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
」（
定
例
五
回
、
自
主
五
回
、
参
加
者
二
二
五
人
）

「
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
」（
定
例
六
回
、
自
主
二
回
、
参
加
者
五
五
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
」（
定
例
五
回
、
自
主
一

回
、
参
加
者
四
四
人
）

「
須
田
悦
弘
展
」（
定
例
六
回
、
自
主
二
回
、
参
加
者
八
二
人
）

「K
im

ono B
eauty

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美　

江
戸
か
ら
昭
和
―
」（
定
例
四
回
、

自
主
四
回
、
参
加
者
一
一
八
人
）

（
二
）
鑑
賞
リ
ー
ダ
ー

「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業
」
等
児
童
・
生
徒
の
団
体
受
け
入
れ（
七
―（
一
）） 

へ
の
協
力
活
動
。
学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
に
対
応
す
る
。

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
人
数
を
記
録
。

「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
」（
一
回
一
〇
人
）

「
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
」（
一
三
回
の
べ
七
五
人
）

「
ど
う
ぶ
つ
大
行
進
」（
二
回
の
べ
一
二
人
）
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「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
」（
一
〇
回
の
べ
六
七
人
）

「
須
田
悦
弘
展
」（
七
回
の
べ
四
二
人
）

「K
im

ono B
eauty 

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美　

江
戸
か
ら
昭
和
―
」（
二
回
の
べ
一

四
人
）

（
三
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
実
施

二
〇
一
二
年
六
月
二
四
日（
日
）　

七
階
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
手
前（
参
加
者
六
二
人
）

木
版
画
多
色
摺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
江
戸
を
摺
る
！
」

一
一
月
一
一
日（
日
）、
一
八
日（
日
）　

九
階
講
座
室（
参
加
者
一
六
人
）

「
木
版
画
年
賀
状
講
座
」

一
二
月
八
日（
土
）　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
参
加
者
一
一
五
人
）

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2　
「
多
色
摺
り
木
版
画
体
験
〜
年
賀
状
と
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

〜
」

二
〇
一
三
年
一
月
二
六
日（
土
）　

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

木
版
画
多
色
摺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

二
月
一
七
日（
日
）　

千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館（
参
加
者
三
一
〇
人
）

千
葉
県
青
少
年
協
会
主
催
「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
の
木
版
画
多
色
摺
体
験

十
　
出
版
活
動

（
一
）展
覧
会
図
録（
五
冊
）

「
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
‼　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
」

発
行　

読
売
新
聞
社
、
美
術
館
連
絡
協
議
会

「
浮
世
絵
師　

溪
斎
英
泉
」

発
行　

千
葉
市
美
術
館
、
美
術
館
連
絡
協
議
会
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「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
広
が
る
絵
本
の
か
た
ち
」

発
行
　
美
術
館
連
絡
協
議
会

「
須
田
悦
弘
展
」

発
行
　
千
葉
市
美
術
館

「K
im

ono B
eauty 

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美
　
江
戸
か
ら
昭
和
」

発
行
　
株
式
会
社
東
京
美
術

（
二
）
展
覧
会
の
出
品
目
録

＊
企
画
展
・
所
蔵
作
品
展
ご
と
に
発
行
。

（
三
）
定
期
刊
行
物

① 

美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『C

’n

』
第
六
二
号
―
六
五
号（
四
回
）

② 

千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『
採
蓮
』
第
一
五
号

③ 

千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
二
ド
キ
ュ
メ
ン
ト（
発
行
　
千
葉
ア

ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
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一
一
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

（
一
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

訪
問
者
総
数　
　
　

五
五
五
、
一
六
四
セ
ッ
シ
ョ
ン

閲
覧
ペ
ー
ジ
総
数　
　

二
、
二
四
七
、
三
二
九
ペ
ー
ジ

（
二
）
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
ペ
ー
ジ
総
数　
　

六
六
、
六
七
六
ペ
ー
ジ

一
二
　
作
品
の
収
集

（
一
）
購
入（
七
件
）

深
沢
幸
雄
《
骨
疾
E
》、《（
作
品
名
不
詳
）》、《（
作
品
名
不
詳
）》《（
作
品
名
不
詳
）》《（
作
品

名
不
詳
）》《
夜
の
耳
》《
秋
の
空
間
》

（
二
）寄
贈（
五
〇
件
）

石
井
林
響
《
霊
泉
ノ
図
》、《
白
衣
観
世
音
》、《
春
景
山
水
》、《
支
那
婦
人
図
》、《
雛
図
》、

《
山
水
舟
人
図
》、《
静
物（
水
差
）》、《
静
物（
籠
）》、《
静
物（
壺
に
桃
）》、《
や
ま
び
こ（
小
下

図
）》、《
鍾
馗
》、《
枝
百
歌
》、《
池
中
舞
》、《
茄
子
図
》、《
昭
和
御
大
典
記
念　

朝
陽
画

賛
》、《（
ス
ケ
ッ
チ
帖
及
び
関
連
資
料
）》（
以
上
、
石
井
淳
氏
寄
贈
）

金
子
周
治
《
磯
釣
》、《
惜
夏
「
海
水
浴
」》、《
海
近
く
》、《
雨
も
よ
う
の
磯
》、《
牛
》、《
好

雨
》、《
利
根
川
旅
情
》、《
利
根
川
旅
情（
色
違
い
）》、《
犬
吠
夜
景
》、《
灯
台
》、《
灯
台（
色

違
い
）》、《
灯
台（
別
構
図
）》、《（
作
品
名
不
詳
／
白
い
灯
台
を
遠
く
望
む
）》、《（
作
品
名
不

詳
／
夜
・
月
・
灯
台
）》、《（
作
品
名
不
詳
／
C
55
）》、《（
作
品
名
不
詳
／
月
見
草
な
ど
）》、

《（
作
品
名
不
詳
／
月
見
草
な
ど
）》、《（
作
品
名
不
詳
／
す
す
き
に
ト
ン
ボ
）》（
以
上
、
版
画

を
作
る
会
寄
贈
）

高
田
柳
哉
《
丸
硯
箱
》、《
八
陵　

唐
草
文
飾
箱
》、《
八
陵　

重
ね
茶
入
れ
》、《
大
平
棗　

落

陽
群
鶴
》、《
利
休
棗　

一
筆
啓
上
》、《
利
休
棗　

お
し
ど
り
》、　
《
胎
陶　

葉
文
花
器
》、
松

永
耳
庵
《
牡
丹
花
肖
柏 

詠
草
》（
以
上
、
高
田
柳
哉
氏
寄
贈
）

荒
川
修
作
《
わ
か
め
》、《（
無
題　

絵
皿
）》（
以
上
、
嶋
村
一
郎
氏
寄
贈
）

斎
藤
義
重
《
反
対
称
》、《
反
対
称
》、《
三
角
体 

Ｑ
》、《
三
角
体 

Ｓ
》、《
三
角
体 

Ｔ
》、

《B
ronze J

》（
以
上
、
松
本
武
氏
寄
贈
）

（
三
）
寄
託（
一
九
件
）

田
中
一
村
《
牡
丹
図
》
他　

一
三
　
所
蔵
作
品
の
修
復
・
保
存
等

（
一
）
修
復（
九
件
）

（
二
）
所
蔵
作
品
の
マ
ッ
ト
装（
五
九
点
）

（
三
）
写
真
撮
影（
一
九
九
カ
ッ
ト
）
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一
四
　
所
蔵
作
品
の
貸
出
、
特
別
利
用

（
一
）
作
品
の
貸
出（
三
〇
件
二
四
〇
点
）

※
平
成
二
四
年
度
開
催
展
に
つ
い
て
記
載

①
「
鏑
木
清
方
没
後
四
十
年　

女
性
風
俗
と
四
季
の
風
情
」（
鎌
倉
市
鏑
木
清
方
記
念
美
術

館
、
二
〇
一
二
年
四
月
―
五
月
）

鏑
木
清
方
《
薫
風
》
他　

四
点（
寄
託
作
品
一
点
を
含
む
）

②
「
カ
ル
ペ
・
デ
ィ
エ
ム　

花
と
し
て
今
日
を
生
き
る
」（
豊
田
市
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
六

月
―
九
月
）

橋
口
五
葉（
装
幀
）『
鶉
籠
』（
夏
目
漱
石
著
）他　

二
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

③
「〈
私
〉
の
解
体
へ
：
柏
原
え
つ
と
む
の
場
合
」（
国
立
国
際
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
七
月

―
九
月
）

柏
原
え
つ
と
む
《M

r . X

と
は
何
か
？
》　

一
点

④
「
孤
高
の
画
家
田
中
一
村
展
」（
石
川
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
七
月
―
八
月
）

田
中
一
村
《
ア
ダ
ン
の
海
辺
》
他　

二
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

⑤
「
与
え
ら
れ
た
形
象
―
辰
野
登
恵
子
／
柴
田
敏
雄
」（
国
立
新
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
八
月

―
一
〇
月
）

辰
野
登
恵
子
《W

O
R

K
 86-P-14

》
他　

三
点

⑥
「
清
親
と
安
治
―
光
線
画
の
時
代
」（
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
、
二
〇
一
二
年

九
月
―
一
〇
月
）

小
林
清
親
《
東
京
銀
座
街
日
報
社
》
他　

九
点

⑦
「
木
更
津
市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念
事
業 

特
別
展 

江
戸
絵
画
の
彩
り
」（
木
更
津
市
郷
土

博
物
館
金
の
す
ず
、
二
〇
一
二
年
九
月
―
一
〇
月
）

皆
川
淇
園
・
与
謝
蕪
村
・
池
大
雅
《
山
水
図
》
他　

三
九
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

⑧
「
江
戸
の
風
雅　

旧
き
を
し
り
新
し
き
を
創
っ
た
絵
師
た
ち
」（
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、

二
〇
一
二
年
九
月
―
一
一
月
）

英
一
蝶
《
立
美
人
図
》
他　

六
点（
寄
託
作
品
三
点
を
含
む
）

⑨
「
没
後
一
二
〇
年
記
念 

月
岡
芳
年
」（
太
田
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
―
一
一

月
）

月
岡
芳
年
《
那
智
山
之
大
滝
に
て
荒
行
図
》
他　

一
一
点

⑩
「
開
館
二
五
周
年
記
念　

北
斎
と
広
重 

き
そ
い
あ
う
江
戸
の
風
景
」（
町
田
市
立
国
際
版

画
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
―
一
一
月
）

鳥
居
清
長
《
美
南
見
十
二
候 

六
月
》
他　

九
点

⑪
「
我
孫
子
市
美
術
作
品
展　

近
世
絵
画
の
絵
師
」（
あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ホ
ー
ル
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

祗
園
井
得
《
美
人
図（
大
首
絵
）》
他　

九
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

⑫
「
中
西
夏
之　

韻　

洗
濯
バ
サ
ミ
は
攪
拌
行
動
を
主
張
す
る　

擦
れ
違
い
／
遠
の
く
紫 

近
づ
く
白
班
」（
D
I
C
川
村
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
―
二
〇
一
三
年
一
月
）
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中
西
夏
之
《
韻
’60
》
他　

二
点

⑬
「
東
京
国
立
近
代
美
術
館
六
〇
周
年
記
念
特
別
展　

美
術
に
ぶ
る
っ
！
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ

ョ
ン 

日
本
近
代
美
術
の
一
〇
〇
年　

第
二
部　

実
験
場 

1
9
5
0
s
」（
東
京
国
立
近
代
美

術
館
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
―
二
〇
一
三
年
一
月
）

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
《
か
ぶ
と
》
他　

二
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

⑭
「
江
戸
の
「
表
現
」
―
浮
世
絵
・
文
学
・
芸
能
―
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
―
一
一
月
）

鳥
居
派
《
役
者
大
首
絵
尽
し
》
他　

五
点

⑮
「
特
別
展 

北
斎 

―
風
景
・
美
人
・
奇
想
―
」（
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月

―
一
二
月
）

葛
飾
北
斎
《
井
手
の
玉
川
》
他　

一
九
点

⑯
「
G
U
N 

新
潟
に
前
衛（
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
）が
あ
っ
た
頃
」（
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
、

二
〇
一
二
年
一
一
月
―
二
〇
一
三
年
一
月
）

鈴
木
慶
則
《
高
橋
由
一
風
鮭（
板
に
和
紙
貼
り
付
け
）》　

一
点

⑰
「
は
じ
ま
り
は
国
芳 

― 

江
戸
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
ゆ
く
え
―
」（
横
浜
美
術
館
、
二
〇
一
二
年

一
一
月
―
二
〇
一
三
年
一
月
）

小
早
川
清
《
赤
い
ド
レ
ス
》
他　

五
点

⑱
「
日
本
・
オ
ブ
ジ
ェ　

1
9
2
0
―
7
0
年
代　

断
章
」（
う
ら
わ
美
術
館
、
二
〇
一
二
年

一
一
月
―
二
〇
一
三
年
一
月
）

井
上
有
一
《
作
品
G
》
他　

一
二
点（
寄
託
作
品
三
点
を
含
む
）

⑲
「
東
京
1
9
5
5
―
1
9
7
0
：
新
し
い
前
衛
」（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
、
二
〇
一

二
年
一
一
月
―
二
〇
一
三
年
二
月
）

福
島
秀
子
《
外
来
者
》
他　

二
点

⑳
「
漆
―
そ
の
歴
史
と
文
化
―
」（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
―
二
〇
一

三
年
一
月
）

高
田
柳
哉
《
忍
草
文
大
盆
》
他　

七
点

㉑
「
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
№
28　

我
ら
明
清
親
衛
隊
〜
大
江
戸
に
潜
む
中
国
フ
ァ
ン
達
の
群

像
〜
」（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
―
二
〇
一
三
年
一
月
）

黒
川
亀
玉
《
海
棠
白
頭
翁
図
》
他　

一
〇
点（
寄
託
作
品
三
点
を
含
む
）

㉒
「
草
月
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

美
の
旅
〜
花
の
し
ら
べ
に
の
せ
て
〜
」（
新
潟
伊
勢
丹
、

二
〇
一
三
年
一
月
）

勅
使
河
原
蒼
風
《
現
代
人
》
他　

一
八
点（
す
べ
て
寄
託
作
品
）

㉓
「R

e : Q
uest

―
1
9
7
0
年
代
以
降
の
日
本
現
代
美
術
」（
ソ
ウ
ル
大
学
校
美
術
館
、
二

〇
一
三
年
三
月
―
四
月
）

菅
木
志
雄
《
連
帯
》　

一
点

㉔
「
実
験
工
房
展　

戦
後
芸
術
を
切
り
拓
く
」（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館 

鎌
倉
他
、
二
〇

一
三
年
一
月
―
二
〇
一
四
年
一
月
）

北
代
省
三
《
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
の
世
界
》
他　

二
五
点
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㉕
「
歌
舞
伎
座
新
開
場
記
念
展
　
歌
舞
伎
―
江
戸
の
芝
居
小
屋
―
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、

二
〇
一
三
年
二
月
―
三
月
）

菱
川
師
宣
《
角
田
川
図
》
他
　
六
点

㉖
「
超
然
孤
独
の
風
流
遊
戯
―
小
林
猶
治
郎
展
」（
練
馬
区
立
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
二
月
―

四
月
）

小
林
猶
治
郎
《
岩
窟
》
他
　
六
点

㉗
「K

im
ono B

eauty 

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美 

江
戸
か
ら
昭
和
―
」（
福
岡
市
博

物
館
他
、
二
〇
一
三
年
二
月
―
一
一
月
）

西
川
祐
信
《
四
季
風
俗
図
巻
》
他
　
一
〇
点

㉘
「
開
館
20
周
年
記
念 

円
山
応
挙
展
―
江
戸
時
代
絵
画
　
真
の
実
力
者
―
」（
愛
知
県
美
術

館
、
二
〇
一
三
年
三
月
―
四
月
）

円
山
応
挙
《
富
士
三
保
図
屏
風
》
他
　
二
点

㉙
「
夏
目
漱
石
の
美
術
世
界
」（
広
島
県
立
美
術
館
他
、
二
〇
一
三
年
三
月
―
八
月
）

橋
口
五
葉（
装
幀
）『
縮
刷
・
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』（
夏
目
漱
石
著
）他
　
九
点（
す
べ
て
寄
託
作

品
）

㉚
「
特
別
展
覧
会
　
狩
野
山
楽
・
山
雪
」（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
三
月
―
五
月
）

狩
野
山
雪
《
柳
下
野
馬
図
》
他
　
二
点（
寄
託
作
品
一
点
を
含
む
）

（
二
）
写
真
の
貸
出
、
撮
影
等（
特
別
利
用
） 

　（
七
五
件
一
三
九
点
）

月
岡
芳
年
「
芳
年
漫
画
　
舎
那
王
於
鞍
馬
山
學
武
術
之
圖
」
他
　

一
五
　
友
の
会

（
一
）
会
員
数
　
　
一
、
七
三
二
人（
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日
現
在
）

（
二
）
友
の
会
バ
ス
ツ
ア
ー

二
〇
一
二
年
一
二
月
四
日（
火
）

「
東
総
寺
院
の
非
公
開
仏
像
を
め
ぐ
る
旅
」（
参
加
者
三
八
人
）

案
内
　
濱
名
徳
順（
宝
聚
寺
住
職
）

一
六
　
博
物
館
実
習（
実
習
生
　
一
五
校
　
一
六
人
）

二
〇
一
二
年
七
月
二
三
日（
月
）〜
二
八
日（
土
）実
施

一
七
　
図
書
室
の
運
営

公
開
日
数
　
三
四
七
日
　

利
用
人
数
　
一
、
六
四
六
人

一
八
　
施
設
の
利
用（
利
用
日
数
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
二
五
八
日（
二
九
団
体
、
一
六
、
六
四
八
人
）
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講
堂
二
〇
九
日（
一
般
九
三
日
、
美
術
館
一
一
六
日
）

講
座
室
二
五
九
日（
一
般
一
九
七
日
、
美
術
館
六
二
日
）

さ
や
堂
ホ
ー
ル
一
九
四
日（
一
般
九
三
日
、
美
術
館
一
〇
一
日
）

平
成
二
四
年
度　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ　

企
画
展
及
び
施
設
の
利
用
者

（
一
）
企
画
展

二
〇
一
二
年
八
月
七
日（
火
）〜
一
九
日（
日
） 

「
夏
の
企
画
展　

１
部　

世
界
児
童
画
展　

２
部　

創
造
海
岸
い
な
げ
展
」

＊
１
部
「
世
界
児
童
画
展
」
で
は
、
入
賞
作
品
の
う
ち
県
内
三
〇
〇
点
、
と
海
外
五
〇
点
の
優
秀
な
作
品

を
、
２
部
「
創
造
海
岸
い
な
げ
展
」
で
は
、
保
養
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
稲
毛
の
古
写
真
及
び
近
隣
中

学
校
美
術
部
員
の
作
品
を
展
示
し
た
。

（
一
二
日
間
／
入
館
者
一
、
八
〇
五
人
）

二
〇
一
三
年
一
月
二
三
日（
水
）〜
二
月
三
日（
日
）

「
佐
藤
信
太
郎
写
真
展 

―
都
市
百
景
―
」

＊
平
成
二
〇
年
度
千
葉
市
芸
術
文
化
新
人
賞
受
賞
者
で
千
葉
市
稲
毛
区
在
住
の
新
進
写
真
家
、
佐
藤
信
太

郎
氏
の
個
展
。

（
一
一
日
間
／
入
館
者
九
二
〇
人
）

（
二
）
施
設
の
利
用
者

展
示
室　

一
九
、
九
九
六
人　

※
企
画
展
入
場
者
数
を
含
む
。

制
作
室　

一
一
、
二
六
五
人

（
三
）
旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘
の
公
開　
（
三
〇
八
日　

一
〇
、
九
四
七
人
）

「創造海岸いなげ展」会場

「世界児童画展」会場

「佐藤信太郎写真展 ―都市百景―」会場
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

展
覧
会
観
覧
者

曾我蕭白と京の画家たち 6,837 13,108 19,945

浮世絵師　溪斎英泉 473 6,912 3,227 10,612

ブラティスラヴァ世界絵本原画展 3,028 4,674 7,702

須田悦弘展 328 5,972 6,017 12,317

Kimono Beauty 8,217 6,192 14,409

市民美術展覧会 14,131 14,131

モダンガール万華鏡 466 6,902 3,135 10,503

どうぶつ大行進 3,515 7,818 1,025 12,358

斎藤義重 1,762 2,397 4,159

須田悦弘による江戸の美 336 5,933 6,006 12,275

文人画再発見！ 8,103 6,046 14,149

展覧会観覧者　計 6,837 14,047 13,814 9,877 7,818 5,815 7,735 11,905 12,023 16,320 12,238 14,131 132,560

貸
出
施
設
利
用
者

市民ギャラリー 884 2,094 3,149 653 350 1,784 1,102 1,801 1,762 3,069 0 0 16,648

講座室 373 381 371 345 416 385 428 297 540 341 49 428 3,981

講堂 370 498 278 240 400 148 355 342 525 285 253 210 3,534

さや堂ホール 223 407 263 160 239 427 160 0 297 217 108 90 2,368

貸出施設利用者　計 1,850 3,380 4,061 1,398 1,405 2,744 2,045 2,440 3,124 3,912 410 728 27,497

そ
の
他
利
用
者

図書室 162 210 179 189 145 109 103 175 104 123 66 81 1,646

講座・講演会等 310 358 522 147 177 85 369 6,822 6,220 411 141 0 15,562

コンサート・ワークショップ等 0 0 62 0 181 0 0 0 0 124 0 0 367

学校プログラム・実習等 0 62 422 266 76 229 192 253 38 106 27 6 1,677

その他利用者　計 472 630 1,185 602 579 423 664 7,250 6,362 764 234 87 19,252

美術館　利用者総計 9,159 18,057 19,060 11,877 9,802 8,982 10,444 21,595 21,509 20,996 12,882 14,946 179,309

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

世界児童画展 687 687

創造海岸いなげ展 1,118 1,118

佐藤信太郎写真展－都市百景－ 636 284 920

展示室利用者 1,442 2,485 1,756 1,408 312 1,108 2,160 1,408 1,071 1,026 1,404 1,691 17,271

制作室利用者 454 758 655 533 851 506 1,289 1,576 499 1,821 1,374 949 11,265

旧神谷伝兵衛稲毛別荘 830 1,233 788 610 1,224 595 1,093 822 526 1,017 1,023 1,186 10,947

市民ギャラリーいなげ　利用者総計 2,726 4,476 3,199 2,551 4,192 2,209 4,542 3,806 2,096 4,500 4,085 3,826 42,208

（空欄は該当なし・利用不能を示す。）

平成24年度利用者数
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